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第３号の刊行に寄せて

金沢城は、近世を通じ、北陸の政治、経済、文化の中心として、また都市金

沢の核として、幾多の変遷をたどりながらも、時代を超えて生き続けてきた、

本県のかけがえのない文化遺産であります。

専門家の方々のみならず、金沢城に深く興味をお持ちの幅広い県民の皆様か

ら、最新の研究成果を知りたいとの要望が多数寄せられており、本丸附段やい

もり堀・県庁跡地の埋蔵文化財確認調査での現地説明会では、大勢の方々が参

加され、金沢城に対する関心の高さを改めて感じているところであります。

本書は、研究成果を専門的にとりまとめたもので、建築学が専門の田中徳英

先生から二の丸御殿の部屋の用途・構成に関する論文を賜り、掲載することが

できました。

そのほか、研究調査室が実施した戸室石切丁場確認調査の概要報告、二の丸

御殿絵図の分類・編年に関する調査の成果および東の丸附段に現存する「鶴丸

倉庫」に関する調査報告も合わせて掲載しております。

これら最新の研究成果に触れていただくことにより、金沢城について様々な

視点から考えていただければ幸いです。

最後になりましたが、御多忙中にもかかわらず、玉稿をお寄せくださいまし

た田中先生に感謝申し上げますとともに、本書が金沢城の歴史的・文化的意義

の解明と県民の皆様と一体となった金沢城の保存・活用に役立ち、さらには近

世城郭史研究に資することとなれば誠に幸いであります。

平成１７年３月

石川県教育委員会

教育長 山 岸 勇



金沢城二の丸御殿の用途による部屋の構成

田中 徳英

１ はじめに
「永井丕陳覚書」（１）に、「金沢之御城ハ毎度御火災等、是迄全古き御座所者無之様ニ相成、責而小松

之儀者微妙院様以来御無難之儀、又珍敷古風之御儀ニ候間、…」と、小松城に比べて金沢城はしばし
ば火災などの災害を受けたと記されている。たとえば、宝暦９年（１７５９）の火災により、金沢城の建
物は殆ど焼失した。その後の金沢城再建については、拙稿（２）で造営関係者を中心に発表した。
文化５年（１８０８）の火災により、二の丸御殿などの建物は又しても焼失した。本稿では文化期再建

を取り挙げ、二の丸御殿を構成する各部屋はどのような機能を持っていたのかを考察する。しかし、
二の丸御殿の部屋の名称や用途については、多くの絵図をもとに江戸初期からの変遷を調べ、主な絵
図の作成年代を把握する必要があると思われる。なお、金沢城研究調査室の精緻な研究が発表され、
『御造営方日並記』（３）も刊行されるなど、今後の金沢城研究の進展が期待されている。

２ 文化期の二の丸御殿焼失と再建
文化５年（１８０８）１月１５日の二の丸御殿炎上が、「政隣記」（４）に次のように記されている。
同夜六時比二之御丸ヨリ出火之処、段々及大火、御殿并御広式不残御焼失、夫ヨリ菱御櫓江燃付、
同所続御多門より、橋爪御櫓御門二ヶ所、御番所共御焼失、同夜八時比鎮火、…

この火災は、二の丸御殿内より出火し、菱櫓、五十間長屋、橋爪櫓・門などにも火は燃え移った。
午後六時頃より午前二時頃まで八時間も燃え続く大火となった。しかし、宝暦の大火では本丸三階櫓、
二の丸御殿、河北門、石川門など極めて多くの建物が類焼したのに対し、文化５年の大火では二の丸
郭の建物が焼失した。
文化５年１月２７日には藩主の「御座所」を老臣本多安房守の上屋敷に決定している（５）。また、金沢

城焼失後の跡片付けが終了したのは同年２月７日であった（６）。藩から幕府へ再建願いが提出されたと
考えられるが、日付けは不詳である。文化５年の「加賀国金沢城絵図」（７）（１１６．０×１８７．０）によれば、
火災のときの被災場所が判明し、「右之所々家作門櫓長屋瓦塀焼失仕、石垣焼損并取壊候」などとあ
る。三の丸の四拾間長屋も焼失している。この絵図には、焼失部分の図示・説明、再建願いの趣旨が
記されているので、幕府に提出した絵図の控えであったと考えられる。文化５年１０月２７日に二の丸御
殿を元の如く再建することが幕府より認められている。しかし、それ以前の４月１３日、再建の造営方
役所の組織が決まり、６月２８日には工事に着手していた。
金沢城二の丸の焼失した建物の再建に関する記述は、次の史料にみられる。

①「文化五年江戸御留守詰諸事覚書」（８）によれば、文化５年１０月２７日に、「願之通以連々如元普請可被
申付候」とあり、幕府は罹災した金沢城の再建工事を認めた。
なお、宝暦大火後の再建でも旧の如く再建することが許可されていた。

②「政隣記」によれば、二の丸御殿の三規式が行われた。
文化５年６月２８日 木作始
文化５年７月２５日 柱建
文化６年２月２４日 上棟（９）

なお、二の丸御殿の三規式に参加した御大工などの技術系人数は、１６９人であった。
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③「御玄関絵図」（１０）

文化５年９月１８日に作成
④橋爪門の棟札写（１１）

文化５年１１月 橋爪門手斧始
文化６年２月 橋爪門成就

⑤裏口門の棟札写（１２）

文化６年３月 裏口門手斧始
文化６年６月 裏口門成就

⑥橋爪櫓の棟札写（１３）

文化６年５月 橋爪櫓手斧始
文化６年１２月 橋爪櫓成就

⑦二の丸菱櫓の棟札写（１４）

文化６年７月 二の丸菱櫓手斧始
文化６年１２月 二の丸菱櫓上棟

⑧「三守御譜」（１５）に、文化６年３月７日の触れについて、
今般二御丸御殿等御造営被仰付候処、段々出来ニ付来月上旬御引移可被成候間、諸向夫々不指支
様可相心得候、将又御居間廻り全出来無之而モ先御引移之思召ニ候間、諸役所茂右ニ準シ申儀ニ
候条甚心得可罷出旨三月被仰出、本文三月七日御用番村井又兵衛被仰聞旨ニテ、御横目触アリ

とあり、居間廻りなど次第にできてきたことがわかる。
⑨「政隣記」の文化６年４月２６日条に、
一、於御居間書院、御造営方御用主附関屋中務・高畠五郎兵衛等四人一列ニ被 召出、左之通御意

何も出精ニ付、今日引移、夫々宜出来、何も骨折大儀ニ思召旨、…
と記され、前田斉広は二の丸御殿に移徙し、関係者に「御意」を伝えた。

⑩「金沢城二之丸御殿図」（１６）によれば、文化６年４月２６日に藩主の移徙が行われた。なお、文化６年
１月より御居間先土蔵の作事に取り掛かった。そして、「御小書院・竹之御間・大式台ハ未御出来
無之、巳十二月不残御出来」とあるように、文化６年１２月に二の丸御殿の小書院・竹の間などの作
事も出来した。

⑪「三守御譜」に、「五月朔日出仕之人々江御目見被仰付、其節今般造営何茂依志早速出来引移、大
慶安堵ニ存ト御意被遊、…」とあり、文化６年５月１日に二の丸御殿が造営されたことを慶ぶとの
「御意」があった。

⑫「三守御譜」に、「十二月廿八日、御大広間・御小書院・虎之間・実検之間等御造営成テ御殿全御
成就」と あり、文化６年１２月２８日に二の丸御殿が造営された。ただし、文化７年４月１８日に杉戸
の絵が決まっている（１７）ように、内部はすべてつくられていたのではなかった。

⑬「斉広様御伝略等之内書抜」（１８）に、「七月廿九日、五十間御長屋并表御式台御出来なり」とある。二
の丸菱櫓は城内最大の櫓で、橋爪櫓と対をなす。この菱櫓と橋爪櫓の間にある五十間長屋は、文化
６年７月２９日に造営されたことがわかる。

⑭「上御台所総絵図」（１９）に、「文化六年十二月廿八日より御造営後始而上御台所諸役所相建候事」とあ
り、御台所の作事が行われる。「政隣記」の文化７年４月２５日条に、「躑躅之間」「御台所」が祝宴
に使用されたとあるので、文化７年４月には造営されていた。

⑮「三守御譜」に、「四月廿五日、今般表御式台・竹之御間等御造営就出来、御祝有之、御能被遊、
…」とあり、文化７年４月２５日に表式台などの造営ができ、祝儀が行われた。

⑯「上御台所総絵図」にも、次のようにある。
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文化七年四月廿五日御大式台・竹之御間御造営就出来、御祝頂戴之席、此絵之通伺相済、御台所
奉行浅賀五兵衛殿被相渡候、…

⑰「御造営方日並記」（２０）の文化７年５月１４日条によれば、唐門、塀重門の「主付」が、下記のように
決められた。
唐門并左右懸塀主付

御扶持方大工 牧用助、棟梁 久平
塀重門并左右懸塀主付

御扶持方大工 吉田左六、棟梁 五郎三郎
⑱「政隣記」の文化７年７月２９日条に、

廿九日、御大広間・御舞台且菱御櫓・五十間御長屋夫々御成就ニ付、今日従御造営方御城代伊勢
守殿江御引渡申候、右御受取以後、御前夫々御覧、其節御先立伊勢守、右ニ付御造営皆済、依之
御造営方役所今日切ニ而相止候事

とある。菱櫓・五十間長屋など、再建工事が成就したので、前田斉広は城内を巡覧している。そし
て、造営方役所は閉鎖された。

⑲「政隣記」の文化７年７月２９日条と同様の記述が、「三守御譜」にもある。
橋爪御門後三疋建御厩・五十間御長屋・橋爪御櫓・菱櫓・唐御門・表御舞台・猿楽御門、御城代
前田伊勢守御先立ニテ御巡見被遊

⑳「御広式向御二階之分絵図」（２１）は、文化１０年に作成した絵図を翌年写したものである。御広式の部
屋方など一階の絵図に二階の絵図を張紙している。
①～⑳までの史料によってわかる主なことをまとめてみよう。文化５年正月の火災で二の丸御殿は

焼失したが、ただちに老臣本多安房守邸を藩主の「御座所」とした。二の丸御殿の再建は、同年６月
２８日に「木作始」、７月２５日に「柱建」、文化６年２月２４日に「上棟」の規式が行われた。そして、文
化６年４月２６日に藩主の移徙があった。しかし、同年１２月２５日より上台所の工事が開始されている。
文化７年７月２９日に表式台・竹の間・表舞台・菱御櫓・五十間長屋など再建工事が成就し、造営方役
所は閉鎖された。

３ 二の丸御殿の用途による構成
金沢城二の丸御殿の主な絵図は、次のものがある。なお、絵図の標題・番号は、『金沢御堂・金沢

城調査報告書�』（石川県教育委員会 平成３年）による。
①「金沢城二之丸座舗之図」（４５） 元禄７年以前の絵図の写図
②「金沢城座敷図二ノ丸」（２０７） 元禄１０年頃
③「御家廻り」（２３７－３） 宝暦大火前
④「二ノ丸御殿図」（６１） 宝暦火災前（寛政４年手写）
⑤「二之御丸御家廻り并御広式」（２５－１） 宝暦５年
⑥「宝暦年中二之御丸御殿地指図」（６０） 宝暦１２～１３年
⑦「文化焼失以前二の丸之図」（４６） 安永３～天明７
⑧「二之丸御殿御広式御絵図」（４７） 寛政５年
⑨「二之丸御殿絵図」（４８） 文化６年
⑩「金沢城二之丸御殿図」（４９） 文化６年
⑪「於表御舞台御規式御能被仰付候

御補理御絵図」（９６） 文化８年
⑫「御広式向御二階之分絵図」（６８） 文化１０年
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⑬「金沢城二ノ丸絵図」（２１２） 文化１０～文政３
⑭「二之丸御殿御修補絵図」（７０） 文政３年
⑮「金沢御城内外御建物図」（２８４） 天保４～９年
⑯「二之御丸御殿并御広式下部屋等絵図」（５７） 天保～弘化初頃
⑰「二之御丸三歩碁之図」（なし） 弘化～嘉永頃
⑱「金沢城二ノ丸御殿御次内巨細絵図」（５５） 弘化～嘉永頃
⑲「金沢城二之丸御次内嘉永年中修補図」（８１） 嘉永～安政頃
（②⑬は石川県立歴史博物館所蔵、⑮は前田育徳会所蔵、③⑰は石川県立図書館所蔵、他の絵図は

金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵で、①⑦⑨⑩⑫⑱は加越能文庫、④⑥⑪は大友文庫、⑤は氏家文
庫、⑧⑭⑯⑲は清水文庫である。）
では、二の丸御殿関係の絵図を、次の三つに分ける。
・元禄年間頃～宝暦九年の火災まで－①②③④⑤
・宝暦十三年～文化五年の火災まで－⑥⑦⑧
・文化六年以後－⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲

これらの絵図の変遷を見分ける方法の一つが舞台・楽屋に着目することである。舞台を表舞台、奥舞
台と表記すると、宝暦九年の火災前は表舞台のみで、宝暦十三年～文化五年の火災までは奥舞台があ
り、まだ表舞台は再建されず、文化六年以後は表舞台・奥舞台と揃うことになる。一方、「加州金沢
御城来因略記」（２２）に、「御楽屋、先年ハ出窓三ケ所、宝暦後壹ケ所ニ相成リ、文化年中御造営ヨリ如斯］
とある。楽屋の出窓は、宝暦大火前３カ所、宝暦再建後１カ所、文化大火後２カ所となっている。
さて、寛永８年（１６３１）４月１４日の火災後、藩主が公私にわたって生活する「御屋形」は、本丸よ

り二の丸に移された（２３）。以後、江戸末期まで二の丸御殿が藩政の中枢機関の役割を果たすことになっ
た。ゆえに、二の丸が最も枢要な郭となり、金沢城の基本となる景観が生まれた。寛文８年（１６６８）
の「加賀国金沢之図」（２４）に、二の丸は「本丸地形より五間低」、「東西九十一間、南北六十二間」とあ
るが、御殿の構成などは不明である。
二の丸御殿は、貞享３年（１６８６）、元禄７年から１０年（１６９４～１６９７）に作事が行われた。「金沢城二

之丸座舗之図」は、元禄年中迄の絵図を写したと記され、「但御居間并御小書院等建替り不申、以前
之絵図ニ御座候」とあり、元禄９年（１６９６）９月の二之丸新殿上棟より前と推定される。居間などと
御広式が別棟となり、廊下でもつながっていない。なお、数寄屋々敷は二の丸と区画され、御広式の
建物はなかったものと思われる。
「金沢城座敷図二ノ丸」は、「金沢城二之丸座舗之図」より居間廻りと御広式のつながりが明確に

なっている。また、「黄紙御古家、青紙御新宅」とあり、黒書院・広間・台所・料理の間などの建物
の古い部分を黄色、居間・居間書院・白書院などの新しい部分を青色で示している。特に古い部分に
「御色代」、北の方に突き出して「中門」とあるのが注目され、桃山・江戸初期の武家住宅の伝統形
式にみられる名称が垣間みられる。
「参議公年表」（２５）により、貞享３年（１６８６）から元禄１０年（１６９７）までの金沢城二の丸御殿の作事

をまとめると、次のようになる。
貞享３年７月２６日 御座ノ間廻御作事ニ付、昨夜ヨリ白御書院江御出被遊
貞享３年９月朔日 御新宅御移徙
元禄７年６月１５日 二御丸御普請今日ヨリ初ル
元禄７年９月５日 二之御丸御作事今日切一切相済
元禄９年８月２８日 二之御丸御柱建
元禄９年９月２６日 二之御丸御作事御上棟

―４―



元禄１０年６月６日 二之御丸御作事成就依御移徙
なお、「（元禄）雑記」（２６）に、「御新宅」の作事について入用の銀高が記されている。貞享３年の作事
は「御座ノ間廻」であったが、それ以前の二の丸御殿には「矢天井之間」「黒書院」「囲炉裏之間」「御
広間」「使者之間」「竹之間」「御料理之間」「御色代」の名称がみられた。ゆえに、貞享３年以前に
は、色代から料理の間までの部分と御広式（数寄屋々敷の部分を除く）が「御古家」として絵図に示
されたものと考えられる。「黒書院」「白書院」の名称は、元禄６年（１６９３）までは用いられている（２７）。
文化期再建に継承された大広間など表向き部屋の基本の形は、天和３年（１６８３）までは遡ることがで
きよう（２８）。
元禄９年（１６９６）８月１１日に藩主が「御座所」とした蓮池御殿に入ったのは、二の丸御殿の作事が

開始されたからである。しかし、「大色代」「実検之間」「大広間」「裏御色代」「御台所」「柳之間」
は、このときの作事に関係がなかった。元禄１０年（１６９７）６月に二の丸御殿は竣成するが、表・奥の
区分があった。表向は藩の政務や儀式など行い、年寄中・家老なども活動し、奥向は御広式・部屋方
で、女性の居住する区域であった。
「二ノ丸御殿図」は、宝暦９年（１７５９）４月１０日の火災前の絵図で、黒書院辺りは柳の間、白書院

辺りは小書院となったと推定される。松の間付近、御広式はかなり増築が行われている。「二ノ丸御
殿図」と「二之御丸御家廻り并御広式」は殆ど同じであり、宝暦３年（１７５３）８月に二の丸御殿上棟
の作事が実施された頃の絵図であろう。松の間・奥書院・小書院・対面所の周辺が充実してきた。ま
た、小書院には床・棚・付書院・納戸構の座敷飾りをしつらえ、上段の間・下段の間と格差をつけて
いる。このように、殿舎の規模や内部の意匠などが次第に豪華になり、接客・対面が重視されてきた。
「二之御丸御家廻り并御広式」には、「御表向御間」として、竹の間、虎の間、矢天井の間、実検

の間、式台、瀧の間、芙蓉の間、小書院、萩の間、牡丹の間、松の間、奥書院、蔦の間、檜垣の間、
柳の間、台所を挙げている。この絵図により、宝暦５年（１７５５）の表向の部屋は、元禄１０年頃の部屋
とは異なっているものがあるから、享保１２年（１７２７）４月の「二ノ御丸御居間廻」の作事（２９）、宝暦３
年（１７５３）８月の二の丸新殿作事で幾らかの変更があったのは確かであろう。なお、表向の部屋に台
所が含まれている。小書院に「年寄衆御用談所」とあるが、従来松の間周辺に設けられたものである。
「政隣記」の正徳３年（１７１３）８月２２日条に、「今年別而御用も多御座候、於二之御丸松之間辺ニ而
年寄中御用相勤可然被 思召候、休息所なとも被 仰付置候、…」とある。年寄中などが使用する松
の間の名称は、いつからみられるのか不詳であるが、正徳３年には確認することができる。
「金沢城図」（３７号）（３０）は宝暦大火前の絵図で、城内の郭や建物の配置が彩色でよく描かれている。

本丸御殿、三階櫓、二の丸御殿などをみると、華やかな頃の金沢城の姿が偲ばれる。そして、二の丸
御殿には、「御広間」「御小書院」「松之御間」「柳之御間」「桧垣之御間」「波之御間」「桐之御間」「御
次」「御広式」「部屋方」などの名称が記されている。御広式には部屋方も含めることが多い。部屋方
などがある部分は、一段低くなっている。この場所は、初め「芳春院丸」に含まれ、後に「数寄屋々
敷」と称した（３１）。宝暦大火、文化大火後の二の丸御殿は、元の如く再建することが認められているか
ら、新しい御殿の部屋は宝暦大火前の名称をほぼ継承していたと考えられる。
「金沢城二之丸座舗之図」と「金沢城座敷図二ノ丸」では黒書院・白書院の名称が用いられていた

が、これらの絵図より新しい「金沢城図」では、既に見られなくなり、二の丸御殿の平面構成の基本
ができていたと考えられる。一方、本丸には、「御広間」「御番所」と書入れの建物があり、二の丸御
殿に比べて極めて小さいことがわかる。そして、この「金沢城図」は、二の丸御殿の形状が「二之御
丸御家廻り并御広式」と類似していること、作事方役所が充実していること、御細工所が新丸白鳥堀
側にあること、金谷出丸に六棟の文庫・南土蔵が描かれることなどを考慮し、作成年代を決めなけれ
ばならないであろう（３２）。
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「宝暦年中二之御丸御殿地指図」は、表式台・玄関・虎の間・実検の間・竹の間が描いてなく、宝
暦１２年（１７６２）の再建頃に作成されたものであろう。「文化焼失以前二の丸之図」は、張紙により、
安永３年（１７７４）に玄関・表式台・実検の間・虎の間を建築したことがわかる。竹の間・表舞台など
はいまだ再建されていなくて、虎の間より仮廊下を設けている。また、天明７年（１７８７）に、菱櫓・
五十間長屋（六間のみ）と御広式の座敷を建て、居間と御広式対面所周辺の模様替えが行われた。舞
台は「御式舞台」といわれた。
「二之丸御殿御広式御絵図」は、「寛政五歳四月改之」とあり、二の丸御殿の間取りがよくわかる。
居間廻りと御広式は「御鈴廊下」でつながれている。御寝間・御用の間・菊の間・居間・居間書院・
舞台・桐の間・船の間・波の間・桧垣の間・柳の間・台所・虎の間・実検の間・式台などは描かれて
いるが、表舞台、奥書院、小書院、竹の間周辺は、財政逼迫のためか造営が未完成であった。正面の
唐門・塀重門も描かれていない。なお、「文化焼失以前之図」に比べて部屋方が増築されていること、
文化期再建の二の丸御殿と比べて居間廻りがいまだ充実していなかったことがわかる。
「二之丸御殿絵図」と「金沢城二之丸御殿図」は、共に文化５年正月１５日の火災後、翌６年に造営

ができ、藩主の移徙があった時の絵図である。「金沢城二之丸御殿図」には、文化６年１１月に作事奉
行の小堀左内より借りて写したことが記され、竹の間・虎の間などの建具・天井・襖絵についての指
示が示されている。文化１０年（１８１３）の「御広式向御二階之分絵図」によれば、御広式対面所は、床・
棚・付書院・納戸構、高窓を設け、御次との境に菊水の欄間、唐紙（四枚）が取り付けられた。御広
式居間（二階）にも床・棚が設けられた。
文化６年の二の丸御殿再建後の絵図を考える場合、次のような修理・模様替えなどを絵図作成の年

代判定で留意しなければならない。〈 〉内は根拠を示す。
▽文政３年（１８２０）６月１３日〈『加賀藩史料』第十二編〉
勝千代（前田斉泰）の住居を二の丸御殿の居間書院に移す。

▽弘化３年（１８４６）〈「役向年限記」（３３）〉
「基五郎様・豊之丞様御表御住居ニ付二御丸松之御間等御補理替、…」とあるように、基五郎（前

田利義）、豊之丞（前田利行）のため、松の間等を修理した。
▽嘉永６年（１８５３）〈「役向年限記」〉
「二御丸御広式部屋方并御奥廻り等建替」とあり、御広式の作事が行われた。

▽安政５年（１８５８）〈「御用番方御絵図」〉
御用の間・居間などの模様替えが行われた。

▽文久３年（１８６３）４月２３日〈「見聞袋群斗記草稿」（３４）〉
溶姫のため、松の間などを含め「中奥御広式」とする。

上記以外にもいくつかの修理が行われたと考えられる。金沢城二の丸御殿は、藩主の住居、政務の中
枢的機関としての役割を担っていた。江戸城において、将軍の正式な居館である本丸御殿は、その用
途により表・中奥・大奥に三区分されるが、金沢城二の丸御殿は使用目的・名称などにおいて同じで
はない。たとえば、幕府の中央政庁の機能は諸大名とは大きく異なり、大奥という名称も金沢城二の
丸御殿では確認できない。
御殿の建物群は、表（表向）と奥（奥向）に区分することができる。たとえば、居間は「御奥居間」

「御表居間」と区別されることがあった（３５）。表向には、年中行事、家督相続、対面、接客、政務など
が行われる部屋、中奥とも呼ばれる藩主の日常生活や執務の部屋が設けられ、藩政の役所、台所もあっ
た。奥向は女性中心の生活の場で、藩主の側室やその子息のための部屋、御殿に仕える女官の住居（部
屋方）などがあり、「御広式」と呼ばれた。
御殿の用途による構成について、金沢城二の丸御殿の史料から考察をすることにしたい。「諸事要
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用雑記」（３６）によれば、弘化３年（１８４６）２月２６日、前田慶寧は二の丸御殿を巡視した。
九半時之御供揃ニ而同刻過御出、奥之口より御上り、御居間書院ニ暫御待合、…、御近習頭詰所
前より御居間廻り夫々御覧、御膳所御覧、夫より蔦之間御廊下通御表へ御出被遊候、…

これより、「御居間廻り」「御表」とあるのが注目される。また、「見聞袋群斗記草稿」の文久３年（１８６３）
の記事に、次のようにある。

二之御丸御広式御奥姫君様御住居所ニ相成候ニ付而ハ、余程之御模様、中納言様御居間向等不残
御守殿江被成進、御表松之間并唐子之御間・牡丹之間・表御舞台・御楽屋等御広式江御取込、中
奥御広式ト相成、是迄之二之御広式ハ御守殿ト相成、不一形御混雑ナリ

これは溶姫が江戸より金沢に着き、その「御座所向」を「御守殿」と唱えることになった。そして、
この史料には「御表」「中奥御広式」「御広式」の名称がみられる。
一方、「金沢城二ノ丸御殿御次内巨細絵図」と「金沢城二之丸御次内嘉永年中修補図」は、二の丸

御殿の「御居間廻り」と殆ど同じところが描いてある。藩主に直接近侍する御側廻り（御側用人、御
次廻り）、それに次ぐ御次内の家臣が居た部屋があったところである。たとえば、作事方御大工の西
田又右衛門定道と羽田甚大夫惟馨は、「文化十三年五月廿八日、御次御内用御絵図御雇被仰渡」（３７）とあ
る。この記事は、「御次内」に関係があったと考えられる。
「金沢御城内外御建物図」（３８）によれば、金沢城二の丸御殿は、①「御表廻」②「御居間廻」③「御

広式廻」④「御台所廻」の四つに区分している。すなわち、金沢城二の丸御殿は、接客や儀式などの
「御表廻」の空間、藩主のプライベートな部屋を中心とした「御居間廻」の空間、藩主関係など女性
の生活の場である「御広式廻」の空間と、「御台所廻」の空間より構成される。「御台所廻」は、「御
表廻」に入れることが多いが、①②のどちらにも関係がある。また、①②④は表向を、③は奥向を示
すことがある。
この区分に関する主な部屋などは、次のとおりである。

①御玄関、御式台、裏御式台、虎之御間、実験之御間、竹之御間、矢天井之御間、瀧之御間、芙蓉之
御間、御小書院、牡丹之御間、萩之御間、御装束之御間、松之御間、奥御書院、柳之御間、檜垣之
御間、蔦之御間、御舞台、橋掛、鏡之御間

②奥御式台、御膳所、舟之御間、波之御間、桐之御間、御居間書院、御装束之御間、御舞台、橋掛、
鏡之御間、御居間、御用之御間、御寝所、菊之御間、折上之御間、御風呂屋

③（折上之御間・御廊下より段橋まで）御対面所、御小間、御居間、御仏間、御茶所、御化粧之御間
（段橋より奥の部屋方など）御式台、御広間、御書院、御用所、御膳所

④躑躅之御間、御台所、御道具所、物置

４ 儀式などにおける各部屋の用途
「御用番方御絵図」（３９）は、奥書院、小書院などの部屋において行われる「年頭御礼」などの儀式を

図解したものである。この絵図によって、金沢城二の丸御殿の特徴の一端が解明できると思われる。
また、二の丸御殿ではないが、藩主が江戸に在る期間に年寄中が政務を執り行う越後屋敷についても
触れることにしたい。
①御用の間
御用の間は、藩主が重臣を呼んで御用を命じたりする私的な部屋で、宝暦１２年の再建からみられる。

「御用之間江被召候節絵図」と「御用之間江被 召候節出所等絵図」（安政５年以降）を比較し、検
討する。安政５年（１８５８）以降に居間の御次がなくなり、居間上段の間は向きが変わる。御用の間は
大きさが変更になっている。さて、御用の間の「御座」に藩主が着座し、家臣は部屋に入る前に御礼
を行う。襖が開けられて中に入り、摺り出して少し入った位置で「御意」を拝聴する。退室する場合
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も同様に行う。

②居間書院
「御居間書院江御出之節

年寄中等出処等図」によれ
ば、居間書院上の間（１２畳、
床・棚・付書院あり）に藩
主が着座する。年寄中など
は、廊下で帯刀をはずし、
一人宛着座する。次いで四
の間（９畳）で座礼し、二
の間（２４畳）に入って着座
する。さらに、上の間に向
かって右側の二畳目まで摺
り出し着座する。御用番は
向かって左側で同様のこと
を行う。御用番が退出する
とき、二の間の八畳目にて
中座し、三の間（３６畳）に

向かう。三の間にて御用番は、衝立の近くに控えている近習頭に「御用相済候」と伝える。さらに、
御用番は三の間にて中座し、部屋を出る。衝立は二の間と四の間の境と三の間内に置かれる。なお、
老臣の年寄中・家老、御用番は居間書院二の間の左右へ出て藩主と政事を詮議するが、それを実施す
る日は決められていた（４０）。
③奥書院
「諸大夫年寄中御家老役御判物頂戴所」によって述べる。奥書院上段の間（１８畳、床・棚・付書院

がある）は使用せず、御次（１８畳）、廊下（畳敷）、桧垣の間廊下（畳敷）を使用する。御次の中央二・
三・四畳目に広蓋を置き、左に御用番が着座する。広蓋の付近に諸大夫頂戴所、年寄中頂戴所、家老
役頂戴所の順に位置が決められる。桧垣の間廊下には判物主附組頭、奏者番、表小将、披露役表小将
が着座している。
藩主は諸大夫の「年頭御礼」を奥書院で受けた。これは「独礼」で、藩主は上段の間に着座し、諸

大夫は奏者番の誘引によって一人宛奥書院御次に入り、献上物などの用件を済ませて座礼し、退室す
る。このように、奥書院上段の間は、藩主が「御座」するとき以外は使用されなかった。
④小書院
奥書院の代りに小書院で行う「諸大夫年寄中御家老役御判物頂戴所」について、下記のように行わ

れた。小書院下段の間（１８畳）、萩の間（１２畳）、萩の間二の間（１２畳）、芙蓉の間（１０畳、床）、瀧
の間（２０畳）、廊下（畳敷）を使用する。藩主の着座がない場合、小書院上段の間（１８畳、床・棚・
付書院・納戸構）は使用しない。下段の間の中央に広蓋を置き、左に御用番が着座し、右を諸大夫、
年寄中、家老の頂戴所とする。萩の間には屏風を立てる。廊下に衝立を立て、御用番、年寄中が待つ。
芙蓉の間には表小将番頭、披露役表小将、奏者番が、瀧の間には判物主附頭、広蓋右筆が着座する。
小書院における「人持頭分以下御判物御印物頂戴所」について、小書院下段の間と萩の間、萩の間

二の間、芙蓉の間、瀧の間を使用する。下段の間と二の間に敷居を挟み広蓋を置き、年寄中は向かっ
て左に、御用番は右に進み着座する。なお、この儀式で小書院上段の間は使用されない。

図１ 御用の間（「御用番方御絵図」）
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⑤松の間
安政２年（１８５５）正月の「松之間

席絵図」がある。弘化３年（１８４６）
に松の間の模様替えがあった後の絵
図で、「年寄中内談所」が「奥之間」
となるなど名称が少し変更されてい
る。床のある松の間上の間を中心
に、同二の間、奥の間、中の間執筆
溜、奥の間執筆溜より成っている。
奥書院下段の間も用向きによっては
用いられる。絵図に、「松之間席ニ
テ御用番加判之年寄中坐処丸印通折
曲り列座、御用不相勤者ハ一人ノ坐
処程アケ引離下ニ着座、…、御家老
中ノ坐処モ丸印ノ通、人数多候共上
ノ方へ折曲り列坐ハ無之一行也、加判ノ年寄中並御家老中ノ刀ハ御床ニ坊主差置、御用不相勤者並見
習ノ人々、刀ハ坐ノ後ロニ差置候也」とある。「加判」とは、年寄中のうち政務に参与し、月番（御
用番）の起案した書類に署名を列するものをいう（４１）。加判は家老からも任用された。なお、加判の年
寄中・家老は、刀を床に置くなどとあり、儀式の慣例が決められていた。松の間は藩の政務に参与す
るための重要な部屋である。御用番が執務するため、松の間を御用の間ともいわれた（４２）。しかし、こ
れは部屋の名称ではなく、①の御用の間とは異なる。
⑥大広間（竹の間）
文化９年（１８１２）の「於御大広間」によれば、「大広間」とは竹の間上段の間（２８畳）、下段の間（２８

畳）、二の間・三の間（２室で６３畳）、四の間（３５畳）、勝手の間（２室で６３畳）、矢天井の間（４３畳）、
廊下（勝手側、５８畳）で構成される。上段の間には床・棚・付書院が設けられる。また、上段の間・
下段の間（御次）は共に折上格天井である。二の間と三の間には敷居がなく、広間のようになってい
る。
「人持以下御判物御印物頂戴所」について述べる。判物・印物を受け取る場合、上段の間・下段の

間、矢天井の間は使用しない。二の間・三の間を中心に、四の間、勝手の間を使い、二の間と三の間
の境に屏風を立てる。二の間の中央に広蓋を置き、右に御用番、奏者番、左に年寄中、奏者番が並び
着座する。そして、人持並組頭頂戴所、新番頭以下頂戴所、平士並新番頂戴所の順に着座の位置が決
められている。判物・印物を受け取る人は、四の間から二の間に入る。なお、三の間に横目、勝手の
間に判物主附組頭、右筆、御用人、小将頭、番頭、披露役小将がそれぞれ着座している。
元日の「惣礼」に参加する家臣は広縁に並んで、下段の間に入り、人持並組頭は太刀を前に置き、

新番頭などは鳥目を献上し着座する。矢天井の間から入室した藩主が竹の間上段に着座すると、奏者
番が襖を開ける。代表の者が祝詞を奏上し、「御意」があった後、順次退室する。「於御大広間元日人
持并組頭等御礼之図」によれば、下段の間の中央に「人持並組頭御礼所」、左右に「新番頭以下御礼
所」と、着座の位置が決められている。なお、矢天井の間と、二の間には衝立の仕切りを設け、年寄
中と、番頭・小将頭・御用人が着座している。広縁には御用番、奏者番、横目が控える。このような
儀式の礼法は、近習頭・小将頭・横目などが主宰するものと考えられる。また、正月二日の「御謡初
御規式」、四日の「御射初御規式」、六日・十五日の「寺社方御礼」、七日の出仕の人々が謁する儀式、
「跡目立之節」などのときに大広間が使用された（４３）。ただし、儀式は二の間、三の間、四の間、勝手

図２ 松の間（「御用番方御絵図」）
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の間で行われた。
⑦虎の間
「御目見外之人々御印物頂戴所」については、虎の間（２８畳）、次の間（２１畳）と竹の間四の間を

使用する。虎の間の上座（一畳目）に年寄中、家老が、印物を頂戴する者が下座（四畳目）に着座し、
部屋内には御用番、奏者番がいる。次の間には横目が屏風の脇に控える。大広間四の間には判物主附
組頭、右筆、番頭、小将頭、披露役小将が着座している。
⑧上台所
「政隣記」の文化８年閏２月４日条に、
一、人持・頭分・平士以下、於御台所ニ御賄被下候事
但、人持・頭分・人持之嫡子者、躑躅之間代り竹之間於御勝手ニ御賄被下候、平士并平士以下者
躑躅之御間ニ御賄被下候、御歩等者御台所常之席ニ而被下候事

とある。これは、文化８年２月１０日
より「慰能」が行われ、拝見した家
臣に日を違えて料理を下されたとき
の例である。すなわち、竹の間勝手、
躑躅の間、上台所に分かれて食事を
用意する賄いが行われている。「上
御台所総絵図」によれば、台所を囲
むようにかね折れて三間の廊下（畳
敷）があり、そこで食事をするため
に常時の席が決められていた。躑躅
の間には、近習人持・近習頭・表向
人持などの席がある。なお、二の丸
御殿内にある上台所に対し、西町口
門内の東の一囲の内に割場役所と共
に所在する下台所は、食事を用意す
る対象者が異なっていた。

⑨能舞台
宝暦大火後に表舞台、竹の間などは再建されなかった。しかし、文化５年１０月２７日に「如元普請可

被申付候」とあり、文化６年の再建では表舞台、裏舞台が作られている。「御能拝見ノ絵図」によれ
ば、文化８年に二の丸御殿などの造営祝いのため、表舞台で「規式能」が行われた。正面は竹の間上
段・下段の間で、藩主が着座し能を見られるとき御簾を巻き上げる。広縁の両側に衝立がある。年寄
中・近習などは矢天井の間、二の間に列座し能を見物する。また、切目縁が廻る萩の間、実検の間な
ども家臣の見物のために使用された。町人も参加が認められ、唐門・塀重門より入り、舞台正面右側
の白洲に「町人見物所」の座席が設けられた。舞台正面にある白洲梯子は、初日のみ舞台正面の中央
と左右に設けられるが、二日目から中央の梯子だけとなる。
もともと４本の柱（仕手柱・目付柱・脇柱・笛柱）に囲まれた本舞台の大きさは、「京間三間四方」

を基準とすることが多い（４４）。「金沢城二ノ丸御殿御次内巨細絵図」に、「御舞台」「御橋掛」「鏡之御
間」で構成される奥の舞台の詳細な寸法などが記されている。舞台の４本の柱間寸法は一丈九尺五寸
であり、京間の基準尺が用いられている。柱太さは八寸とあるが、総間の０．４倍とすれば７．８寸となり、
ほぼ近い寸法である。なお、橋掛りの柱は七寸、鏡の間の柱は五寸三分であった。舞台の組物は三斗、

図３ 「上御台所総絵図」
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欄間の彫刻は雲龍で、蟇股内に梅鉢
紋が入る。後座のはめ板には松の絵
（背面）、竹の絵（側面）が描かれ
た。地謡座後方に切戸口があった。
鏡の間は竿天井とあるが、舞台・橋
掛りの天井については記してないの
で化粧屋根裏の可能性がある。
奥の舞台ではしばしば藩主による

「慰能」が行われ、見物所（くれ縁
が付く）などから白洲ごしに観賞し
た。「御能拝見之節出所等絵図」に
よれば、年寄中・家老・若年寄は御
居間二の間・三の間前の縁側（畳
敷）が能を観賞する場所となる。御
広式の人たちは、御寝所御次の部屋
より観賞した。

⑩越後屋敷
越後屋敷は、もと富田越後守重政の屋敷があり、元禄９年（１６９６）には役所として用いられている（４５）。

藩主が参勤交代で江戸に在るとき、越後屋敷は年寄中が政務を執り行うための場であった。「越後屋
鋪囲御絵図」は、宝暦７年と推定される焼失（４６）前の絵図で、敷地の回りに「掛塀」があり、「時鐘」
が設けられている。敷地内に「内作事方古物置小屋」「荒物方預」「板批方預」「御櫓内作事方預」と
記される建物があり、作事方とは関係が深い場所であった。「金沢城図」の越後屋敷と極めて類似し
ている。
「越後屋鋪御絵図」は、「文化八年」（朱書）、「未三月」とあるように、文化８年（１８１１）３月に再

建された（４７）越後屋敷の略平面図である。二の丸郭内の造営が一段落した後、文化７年に越後屋敷の再
建に取り掛かったことを示している。この作事に関与した工匠は、御大工頭の井上庄右衛門・高橋貞
右衛門、御大工の山上善右衛門・中村半次・牧安左衛門であった。「越後屋鋪囲御絵図」と比べて建
物配置、平面構成が大きく異なり、「宗門所」はみられない。越後屋敷は、「年寄中等席」「年寄中内
談所」「御城方」「学校方」「御勝手方」「執筆所」「若年寄」「御用所」「御祐筆所」「諸頭等溜」「御横
目所」などの部屋があった。「慶応四年補理替之上改越後屋敷図扣」（４８）によれば、慶応４年（１８６８）
に越後屋敷は増築が行われた。

５ まとめ
①寛永８年（１６３１）以降、金沢城二の丸御殿が最も枢要な建物となった。大広間など表向き部屋の基
本の形は、貞享３年（１６８６）以前につくられたと考えられる。

②文化７年（１８１０）７月に金沢城の再建工事が成就し、造営方役所は閉鎖された。安政５年（１８５８）
に御用の間、居間周辺が模様替えされたように、二の丸御殿の修理は幕末までしばしば実施されて
いる。

③二の丸御殿は、表向・奥向に区分する。しかし、殿舎の規模が次第に大きくなったとき、用途によ
る構成は、「御表廻」「御居間廻」「御広式廻」「御台所廻」と四つの区分が簡明である。また、台
所は「御表廻」に含めることもある。

④長期間となった宝暦大火後の再建では、小書院・奥書院・竹の間・表舞台などはいまだ再建され

図４ 「御能拝見ノ絵図」
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ず、宝暦大火前と比べても、表廻りの部屋は儀式などで充分ではなかった。これに対し、文化期再
建では、二つの舞台が設けられるなど、表向・奥向とも床面積が増えて華美となった。このことは、
各部屋の座敷飾り、御広式部屋方を中心とした二階部分をみればわかる。

⑤小書院などは、儀式のとき主室を中心に周辺の部屋・廊下を同時に使用する。また、上段の間・下
段の間と格差をつけるが、座敷飾り、欄間、襖、天井など華美な部屋が多いのは、対面・接客が重
視されていたからである。

⑥奥書院などの部屋は許されたものだけが入ることができる奥まっている空間で、表廻りにおける玄
関・式台に対する「奥」との関係で促えることもできる。

＜注＞

（１）金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵（加越能文庫）。以下、同館所蔵の史料は文庫名だけを示す。

（２）「宝暦大火後の金沢城再建における造営組織について」（日本建築学会計画系論文集 １９９６年）

（３）石川県教育委員会文化財課金沢城研究調査室編集・発行、平成１６年３月

（４）加越能文庫

（５）「政隣記」（『加賀藩史料』第拾壹編にも所収）

（６）「政隣記」（『加賀藩史料』第拾壹編にも所収）

（７）石川県立図書館所蔵

（８）加越能文庫

（９）『御造営方日並記』上巻の１７１～１７２ページ。なお、二の丸御殿・橋爪門は合わせて上棟規式が行われた。

（１０）大友文庫

（１１）『御造営方日並記』上巻 １６６～１６７ページ

（１２）清水文庫

（１３）清水文庫

（１４）清水文庫

（１５）加越能文庫

（１６）加越能文庫

（１７）『加賀藩史料』第拾壹編９１２～９１５ページ

（１８）『加賀藩史料』第拾壹編８２４ページ

（１９）大友文庫

（２０）加越能文庫

（２１）加越能文庫

（２２）石川県立図書館所蔵

（２３）『加賀藩史料』第貳編の６４１から６４６ページ。また、「微陽両公御遺事」（加越能文庫）に、「一、金沢御城炎上

之時、従御本丸 微妙院様・陽広院様御同伴御退被成候」と記され、「御屋形」は本丸にあった。

（２４）加越能文庫

（２５）加越能文庫 ６２冊あり、天和４年（１６８４）～享保９年（１７２４）の年表である。

（２６）加越能文庫

（２７）「参議公年表」の元禄６年正月朔日条、４月朔日条

（２８）「年頭於竹間御礼所絵図」（加越能文庫）に、「天和三年正月朔日二日三日御太刀并鳥目披露之絵図」とあり、

天和３年（１６８３）に竹の間の部屋の構成・規模は、文化期再建のときと同じとみられる。

（２９）「護国公年表」（加越能文庫）享保１２年４月２２日条

（３０）大友文庫 箱に「奥村氏鎧袋入」と記されている。
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（３１）「加州金沢御城来因略記」の「二之御丸之部」による。ただし、前田利家の正室・松（芳春院）は、慶長１９

年に江戸から帰り、本丸に入城した。次いで当時の二の丸に新殿を造営し、慶長２０年（１６１５）９月に移徙し

たが、この郭を「芳春院丸」といった（『加能郷土辞彙』）。寛文８年（１６６８）の「加賀国金沢之絵図」にも

二の丸内でやや西側に「芳春院丸」と記されている（「金沢城調査研究パンフレット No．１」参照）。

（３２）「金沢御城中絵図」（２３７号、石川県立図書館所蔵）の「惣絵図」は、「金沢城図」と類似のもので、「渡部伊

左衛門」と墨書があるから、享保以降に写したか描いたものと推定される。

（３３）安政４年に大工肝煎の武兵衛が記した（渡部家蔵）

（３４）加越能文庫

（３５）「参議公年表」の正徳３年１月１０日条

（３６）加越能文庫

（３７）「寛政年中より御大工頭御大工被召出候名前御知行御切米高并御扶持方大工名前等覚書帳」（清水文庫）。

（３８）前田育徳会尊経閣文庫にある４２枚の絵図である。「金沢城全域絵図の分類と編年」（『金沢城研究』第２号）

で、天保４年から天保９年の景観描写とある。なお、②には御膳奉行役所、御近習頭役所など、④には上御

台所諸役所があった。

（３９）大友文庫。奥村栄通が所持していた２５枚の絵図で、文化９年（１８１２）から万延元年（１８６０）までのもの。

（４０）「御家老方等」（『加賀藩史料』第拾四編の天保９年４月１１日条）

（４１）『加能郷土辞彙』２１２ページ 長山直治『寺島蔵人と加賀藩政』（桂書房 平成１５年）３８ページ

（４２）『加能郷土辞彙』３４２ページ 石川県立歴史博物館編集『加賀藩士』（平成１２年）１４ページ

（４３）嘉永３年（１８５０）の「年頭御規式絵図」（大友文庫）

（４４）たとえば、太田博太郎監修 伊藤要太郎校訂『匠明』（鹿島出版会 １９７１年）２９８ページ参照

（４５）「（元禄）雑記」に、「一、年寄中越後屋敷ニ而御用相済候ハゝ、直ニ蓮池之上御殿迄罷出、御用可被相窺候、

…」とある。ただし、文化６年（１８０９）に富田景周が「越後第旧図」（石川県立図書館所蔵、富田文庫）に

書いた考証に、「元禄四五年ノ比ヨリ松雲公在府中執政ノ輩屋敷へ朝五時ヨリ昼九時マテ出席也…」とあり、

元禄４・５年頃まで遡ることができる可能性がある。

（４６）「越後第旧図」に、「宝暦七年正月八日夜越後屋敷焼失」とある。また、「政隣記」の宝暦７年（１７５７）１月

８日条（『加賀藩史料』第七編所収）に越後屋敷の長屋が焼失したことを記す。さらに、宝暦９年４月１０日

の火災で「越後屋敷時鐘所焼失」（『加賀藩史料』第八編所収の「片岡孫作蔵文書」）とある。

（４７）「政隣記」による。

（４８）加越能文庫

［謝辞］本稿をまとめるにあたり、木越隆三氏より芳春院丸、越後屋敷などについて、また、屋敷道明氏・石野友

康氏より古文書解読について、ご教示を賜りました。心から感謝申し上げます。

［参考文献］

『加賀藩史料』（昭和５５年復刻版）

日置 謙編『加能郷土辞彙』（昭和５８年復刻三版）

三浦正幸『城の鑑賞基礎知識』（至文堂 １９９９年）
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金沢城の地割図と二の丸御殿絵図
―金沢城絵図調査報告�―

木越 隆三

はじめに

平成１６年度の金沢城絵図調査は、１５年度に続き二の丸関係絵図の調査を行ったほか、金谷御殿図・
竹沢御殿図についても調査し、全域絵図でも一、二追加資料を得た。本報告では前号「金沢城絵図調
査報告�」で十分ふれられなかった「金沢城中 地割絵図」１０枚１組（加越能文庫）および「金沢城絵
図」（石川県立歴史博物館蔵）・「金沢城内絵図」（滋賀県立安土城考古博物館蔵）が、江戸前期（時期区分は前号
による）の全域図として精細であり、かつ共通点もあるので相互関係を検討したい。また、前号「金
沢城絵図調査報告�」で簡単に紹介し、詳細な検討を先に延ばした延宝年間作成の「金沢御城絵図」
（前田育徳会蔵）について、寛文８年「加賀国金沢之絵図」と比較し正保城絵図の図柄推定を試み所見
を示したい。
このほか１５・１６年度調査した二の丸関係絵図について概要を分類・紹介し、二の丸御殿図約４０点の

編年的整理も試みたい。しかし、文化５年火災以後の江戸後期の二の丸御殿図については、より詳細
な関連古文書・文献等の検討が必要なので、今回は文化以前が主となることをお断りしておきたい。

１章 江戸前期の地割図について

金沢城全域図を作成目的により、（１）幕用図、（２）藩用図、（３）軍学関係図（縄張図）、（４）
景観案内図（鳥瞰図、細見図）、の４つに区分し、それぞれの目的に応じ図柄・図様に一定の相違がある
との仮説に基づき、分類・編年の作業をすすめたが、予想以上に密接な関連を認めることができた（前
号「金沢城絵図調査報告�」）。本報告でも、絵図作成目的と図柄・図様の間には一定の相関関係があるこ
とを指針とし考察をすすめてゆくが、本報告で使用する「図柄」「図様」の用語については、以下の
ように区別して使用したい。

図様・・・①絵図形態（一鋪か数鋪で１セットか、巻子か冊子かなどの形状）、②絵図サイズ、③縮尺、④彩色や彩色凡

例、⑤標題や方角などの文字位置、など絵図作成上の基本仕様

図柄・・・対象をどのような精度、デザインで描いたのか。地図としての巧拙および表現技法や絵画的な特徴

さて前号では、幕用図のうち城郭修補願図と藩用図のうち建物等色分図について編年案を示したほ
か、普請会所系と作事所系という２系統の絵図作成者集団を析出し、幕用図と藩用図がどのように関
連するか検討したが、本章で検討するのは、
１「金沢城絵図」（石川県立歴史博物館蔵、以下では「歴博図」と略称する）
（平成３年報告書未掲載、『金沢城研究』創刊号所収「金沢城全域絵図目録」の�２９）

２「金沢城内絵図」（滋賀県立安土城考古博物館蔵）
（平成３年報告書未掲載、『金沢城研究』創刊号所収「金沢城全域絵図目録」未掲載）

３「金沢城中地割絵図」１０枚１組（加越能文庫、金沢市立玉川図書館蔵）
（平成３年報告書絵図目録６・７・８号、『金沢城研究』創刊号所収「金沢城全域絵図目録」のⅣ）

の３つの全域図である。３点とも曲輪内部の建物を略した平面図であり、江戸前期（寛永８年～宝暦９
年）の景観を詳細な寸法記載によって示す点が共通する。とくに、１・２は、ほぼ６００分１の「分間
図」の１枚図で、櫓・土居・塀・門などの寸法記載はほとんど同じであった（表１）。また図柄・図
様もほぼ同じなので、作成者は同一集団とみてよい。３については、江戸後期の建物等色分絵図（前
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号「金沢城絵図調査報告�」）と図様は異なるものの、櫓台や塀・長屋などの寸法記載や図柄が似ているの
で、江戸後期の類似の絵図との比較によって特徴を考察できる。これらは図柄・図様・文字記載など
からみて藩の作事所もしくは普請会所で作成された藩用図に分類できる。以下、順に所見を述べる。

�「金沢城絵図」（石川県立歴史博物館蔵）１２８×１１９㎝ 彩色
本図は展示中であるが、もと金沢市内の商家旧蔵の全域図である。本図の景観年代は、①細工所が

新丸にある、②三の丸九十間長屋の規模、③御花畑にある４棟の武具土蔵、などから宝暦大火以前、
寛永８年以後の景観を描くことは動かないが、新丸に描かれた作事所の中に「津田故玄蕃上ケ屋敷」
という注記があるので、新丸の津田玄蕃正忠（万治３年没）の屋敷地が作事所に転用された後の景観
である。
作事所の位置について『越登賀三州志』『金沢古蹟志』は、万治２年（１６５９）に新丸から、のちの

蓮池庭（百間堀対岸）に移転したのち、延宝４年（１６７６）に再度蓮池から新丸に戻り、かつての津田玄
蕃邸地も合わせて敷地が大きくなったとする。ゆえに本図の新丸作事所は、再移転後の作事所である
ことは確実であり、本図の景観年代は延宝４年以後、宝暦９年以前と限定できる。津田玄蕃（正忠）
邸が、新丸から尾坂下へ移動した時期は、万治２年の新丸作事所移転の時期が最も可能性がたかい。
同年、幕府目付両名（石川弥左衛門貴成・内藤新五郎正俊）が、津田家屋敷に半年間滞在した時、屋
敷を早々に明け渡しているので（１）、万治元年末に移転していたとみるべきであろう。その翌々年、玄
蕃正忠が亡くなり、内蔵助正真が家督を継ぐが、のち玄蕃正真となるので、正忠時代の新丸屋敷は「故
玄蕃上ヶ屋敷」と表現されたのである（２）。蛇足になるが、寛文７年「金沢図」（３）では尾坂下津田邸（現
在の大手町医師会館付近）に「津田内蔵助」と記すが、「寛文１１年侍帳」（４）や「延宝金沢図」（５）では「津田
玄蕃」と変っているので、寛文７～１１年の間に津田正真の通称が内蔵助から玄蕃に変更されたことが
わかり、延宝４年以後とした本図の所見と矛盾しない。
本図の金谷出丸に「金谷」と記すので、御殿が造営されていない時期とみられる。また、元禄７～

９年に二の丸御殿の部屋方が増新築された曲輪には「御数寄屋敷」とのみ記載し、部屋方があるよう
にみえない。また二の丸裏口門を「切手御門」と称す。安土の「金沢城内絵図」では、たんに「御門」
とするが、前号絵図調査報告�（および本報告３章）で、元禄の部屋方等増築以前の二の丸御殿図と
した「金沢城二之丸座舗之図」も裏口門を「切手御門」と記すので、本図の記載は誤記ではなく、こ
の時期、裏口門は切手門と呼ばれていたのである。数寄屋敷に部屋方が増築された元禄１０年以後の、
建物等色分図はすべて「裏口門」とするので、元禄の部屋方増築を契機に、切手門は裏口門もしくは
裏御門と改称され、数寄屋敷の北入口のことを新たに切手門と呼ぶようになったとみられる（６）。した
がって、本図の景観年代の下限は元禄７年頃となり、本図は延宝４年以後元禄初期までの景観を描く
１７世紀後半の絵図と特定できる。つまり、前号で考察した建物等色分図のなかで最も古いとされた前
期A類（元禄１０年以後、享保～延享期）より古い前期金沢城図で、１７世紀後半の代表的金沢城全域図と評
価できるのである。
本図の図柄は建物等色分図と異なり、曲輪内部にある御殿や土蔵などの建物を描かず、石垣・土居・

門廻りの櫓・塀・長屋等を詳細に描くので一見して、国絵図系の図柄に似ている。しかし、書かれた
建物は建物等色分図と同様の平面図で黄色の彩色があり、国絵図の鳥瞰図風の図柄とは明らかに異な
る。また、塀の種類を色などで書き分けている点は後期の建物等色分図と近似する。文字記載をみる
と、櫓の立体的な規模を表１のごとく簡潔に表記し、長屋など建物の縦・横の長さ、御門下の建物幅
などを記載するが、石垣・堀付近は、石垣・堀・土居を測ったというより、そこに設置された塀・長
屋など建物の長さを測ったものと観察された。したがって、本図の図柄は、普請会所系絵図と懸隔が
あり建物等色分図により近い。前期の建物等色分図の先駆とみられる図柄であり、本図の作成者は作
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事所とみるのが妥当で、藩所属の御大工による作成とみてよかろう。
なお、本図に○印と井印で井戸の位置を示すが、合わせて３１箇所（○印２３箇所、井印８箇所）もある。

マークを違わせた理由は不明であるが、普請会所系絵図、作事所系の建物等色分図でも井戸の表記が
あるので、その比較検討と発掘結果の突き合せによって、表記の差異の意味、たとえば古井戸か現役
井戸か、井戸構造・規模の相違によるものか、などが解明されるであろう。今後の課題としたい。

表１ 歴博「金沢城絵図」と安土考古博「金沢城内絵図」の文字記載比較
区 分 金沢城絵図（石川県立歴史博物館） 金沢城内絵図（安土城考古博物館）

本 丸

三階御櫓５間四方、上重２間半四方 三階櫓５間四方、上重２間半四方 ○
（三階櫓続三十間）御長屋 ２間半に３０間 御長屋 ２間半に３０間 ○

辰巳御櫓３間半４間半 御長屋２間４間
辰巳御櫓３間半４間半、上重３間四方 御長屋２間４
間

△

（中）御櫓 ３間に５間二階 御櫓 ３間５間 二階 ○
丑寅御櫓 ４間半に５間、上重３間半四方 丑寅御櫓 ４間半５間上重３間半四方 ○
戌亥御櫓 ５間四方上重３間四方 戌亥御櫓 ５間四方上重３間四方 ○
申酉御櫓 ５間四方上重３間四方 申酉御櫓 ５間四方上重３間四方 ○
鉄御門 御門下４間２尺 上二階、御長屋３間１尺に
１７間

御門下４間２尺 上二階、御長屋３間１尺に１７間 ○

鶴の丸
（南門）御門二階 御門下２間２尺、御長屋２間１尺
に６間

御門２間２尺上二階、御長屋２間１尺に６間 ○

水之手御門下３間半、 御長屋二階 ３間に９間 御門下３間半、御長屋３間９間二階 ○

二の丸

橋爪御門（二の門）御門３間半に９間 上二階 橋爪御門（二の門）御門３間半に９間 上二階 ○
（橋爪一の門）御門２間半 （橋爪一の門）御門２間半 ○
（橋爪続櫓）御櫓５間半に５間、上重３間半に３間 （橋爪続櫓）御櫓５間半に５間、上重３間に３間半 ○
（五十間長屋）御長屋御門より御櫓迄３間半に５０間二階 （五十間長屋）御長屋御門より御櫓迄３間半に５０間二階 ○
（菱櫓）御櫓二階５間に５間半、上重３間四方 （菱櫓）御櫓二階５間に５間半、上重３間四方 ○
御楽屋長屋３間に２８間半 御楽屋長屋３間に２８間３尺 ○
切手御門 御門下４間半、上２階３間に７間 御門４間半 上二階３間に７間 ○
（裏口門長屋）御長屋２間半に１０間 御長屋２間半に１０間 ○
（雛土蔵） 御長屋二階 ３間半に９間半 （雛土蔵） 御長屋二階３間半に９間半 ○

三の丸

石川御門御櫓４間３尺５寸に５間 上重２間４尺５寸
四方

石川御門御櫓４間３尺５寸に５間 上重２間４尺五寸
四方

○

（石川門）御長屋２間半に１６間半 ２階 御長屋２間半に１６間半２階 ○
（石川二の門渡櫓）御長屋４間に１２間５尺、御門下５
間２尺 上二階

御長屋、御門５間２尺 上二階 △

（石川一の門）御門２間２尺５寸、二重塀２間３尺 （石川一の門）御門２間２尺５寸、二重塀２間半 ○
（９０間長屋）御長屋二階３間に１３間 御長屋二階 ３間に１３間 ○
（９０間長屋隅櫓）御櫓二階 御櫓二階 ５間に５間２尺 △
（９０間長屋）御長屋二階 ３間に１９間１尺 御長屋二階 ３間に１９間１尺 ○
（９０間長屋）御長屋二階 ３間５尺に７間 御長屋二階 ３間５尺に７間 ○
（９０間長屋）御長屋二階 ３間に１０間４尺５寸 御長屋二階 ３間に１０間４尺５寸 ○
（９０間長屋）御長屋二階 ３間５尺に７間 御長屋二階 ３間５尺に７間 ○
（９０間長屋）御長屋二階 ３間に２２間５尺 御長屋二階 ３間に２２間５尺 ○
河北門御門（二の門渡櫓）御長屋４間２尺に１３間５尺 河北御（二の門渡櫓）御長屋４間２尺に１３間５尺 ○

（河北門枡形）御長屋２間に８間４尺
（河北門枡形）御長屋２間に８間４尺、土塀６間２尺
３寸

△

（ニラミ櫓）御櫓 （ニラミ櫓）御櫓４間に６間、上重２間半に３間半 △

新 丸

尾坂御門 御門６間 （石垣台）４間に１４間２尺、１４
間に３間・５間

御門６間 （石垣台）４間に１４間２尺、１４間に３間・
５間

○

越後屋鋪 寄合所 ×
御作事所 津田故玄蕃上ケ屋敷 塀６７間４尺５寸 津田玄蕃上ケ屋敷 ×

堂 形・
金谷付
近

車橋 ２間１尺 御門 ２間１尺 ○
坂下御門 ３間２尺 御門 ３間２尺 ○
御馬場 堂形御米蔵屋敷 ×
御厩御門 略す △
金谷 金谷屋敷 △
金谷御門 御門下４間 御長屋４間に１３間 上二階 金谷御門 御門下４間 御長屋４間に１３間 上二階 ○

・（ ）内は筆者が説明のため補った名称。○印は一致、△印は一部相異あり、×印は大きく相違することを示す。原漢文を読み下し表記した。
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延宝城小絵図「金沢御城絵図」（尊経閣文庫、前田育徳会蔵）
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�「金沢城内絵図」（安土城考古博物館蔵）１２２×１３８㎝ 彩色
平成１６年１０月２２日、安土城考古博物館にて「金沢城内絵図」の閲覧を許され調査を行った。本図が

上記の歴博図と非常に近似したものであることは、現所蔵機関からの照会により石川県立歴史博物館
で確認しており、『金沢市史』資料１８（絵図・地図）でもそのように指摘している。しかし、本図では
蓮池庭のあった場所に「御作事所」と記し，新丸作事所付近は「津田玄蕃上ケ屋敷」と記すことから、
作事所が最初に蓮池へ移転した時期の景観であることは明かである。したがって、本図の景観年代は、
万治２年（１６５９）～延宝４年（１６７６）の１７年間に限定できる。全体の図柄・図様および建物規模等の
文字記載は歴博図とほとんど同じで（表１）、本図と歴博図は密接な関係にあり、作成集団も同じと
みられる。つまり本図が万治２年以後、延宝４年までに描かれたあと、本図を土台に作事所移転など
延宝４年以後に生じた変化を明確に示した歴博図が描かれたのである。
以上により本図も作事所系絵図であり、かつ藩用図としては最古の遺品である可能性がたかい。幕

用図として現存最古のものは寛文２年の城郭修補願図（尊経閣文庫蔵）であるが、絵図精度や情報量は
本図のほうが上回っており、最古期（寛文期）の藩用図の作図技術の高さが注目される（７）。

�「金沢城中地割絵図」１０枚１組（加越能文庫、金沢市立玉川図書館蔵）
加越能文庫には、１０枚組図の「金沢城中地割絵図」が甲乙丙３セット、合計３０枚架蔵されている。

１０枚とも１間を４分（１２ミリ）とする１５０分１の縮尺である。この縮尺では１枚にするのは無理があ
り１０枚組図になったのであるが、１００分１図を４１枚に書き分けた江戸後期の建物等色分図（８）に対応し
興味深い。しかし４１枚組図は作事所作成の建物等色分絵図の１つとみられるのにたいし、本図は作事
所系といえない面を多く持つ。
本図の景観年代は①新丸の細工所、②九十間長屋の規模、③御花畑の武具土蔵４棟、などから前期

金沢城図（寛永８年～宝暦９年）であることは明らかだが、本丸の諸櫓については「三階櫓台」「巽櫓台」
などと建物より櫓台石垣に関心を置いた書き方をする。また表２に示したように、本丸廻りの石垣の
高さを２２地点で測った結果を「高さ」「ノリ」の２種類の計測値で示す。この記載は本丸だけでなく
二の丸・三の丸など１０枚の絵図すべてに見られ、水堀廻りの石垣高さは「水底より」の高さを記す。
石垣のノリ・高さとは、石垣現況の斜面長さでなく図示したように石垣斜面に対する底辺・高さに相
当するもので、城石垣の専門職人である普請会所所属の穴生衆でなければ計測しえないデータと思わ
れる。水底からの石垣高さの計測も同じである。図柄においても建物平面図がなく、
石垣・堀・土居ばかりに特化して詳細に現況を描くので、本図に描かれた文字情報は
普請会所が必要としたもので、普請会所が作成に関与したことは間違いない。しかし、
絵図の仕上げ方がきわめて丁寧で江戸後期の作事所系絵図、たとえば天保期の４２枚組
図（８）や文化・文政期の「本丸・東丸図」（９）などと全体的に共通性が看取され、作事所
での作成ということも考えられる。
ここで、後藤彦三郎が江戸前期の絵図作成について、次のようなことを記すので紹

介しておこう。
【史料１】（１０）

「松雲院公御代か、御城中御絵図間数付ニ而御上被成候由、御下絵図、天明年中、御城代より御渡、
裏打はなれ候所々繕らせ指上候、誠ニ見事ニ相調候、絵図、御城ヲ中ニシテ士屋敷等調たるもの
也、名前・町名ハ勿論無之候、都而御城絵図ハ御大工中山六兵衛与申者相調候、穴生ニ無之も口
惜事候」

寛文２年の城郭修補願絵図が最初の御城図であることと、それが至って「廉図」であると指摘したあ
と上掲の記述がくるが、綱紀公の時代に間数付けのある「御城中御絵図」が提出され、その下絵図が

高
さ

ノリ
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天明年間に金沢城代の命で補修されたという。修理された絵図は誠に見事な出来で、侍屋敷などが書
き込まれているが侍名や町名はない。（その当時は）御城絵図はすべて御大工の中山六兵衛という者
が作成しており、彼が穴生でないことが口惜しい、と彦三郎の感想が書かれる。
ここで「見事な絵図」とされた間数付けのある「御城中御絵図」に、城下町の侍屋敷は書かれるが

侍名や町名はないというから、図柄からいうと現存の寛文８年「加賀国金沢之図」（加越能文庫、金沢市
立玉川図書館蔵）と似ている。彦三郎は天明年間に補修された、現存の寛文８年「加賀国金沢之図」も
しくはそれと類似の城下町図・城中絵図を閲覧し、それが御大工中山六兵衛の作であると聞いたので
はないか。
ともあれ、この記述から綱紀時代（寛文～享保期）において、「御城絵図」や城下町図は主に作事所所

属の御大工が作成したと推察される。したがって、１７世紀後半に作成された城絵図の多くは、作事所
の御大工の作とみるべきで、寛文２・７・１１年の城郭修補願図のような簡素な幕用図のみ穴生の作成
とすべきなのであろう。
上記の間数付けのある「御城中御絵図」は、明らかに普請会所が作成を担当した絵図であり、作図

依頼は普請奉行が行い、作成は御大工ということになる。よって本図も、普請会所が依頼し、御大工
が作成した可能性がたかいと言わねばならない。この場合普請会所系か作事所系かの分類は困るが、
作成目的からは普請会所系であり、作成者による分類では作事所系となる。

本章で検討した３つの絵図は、曲輪内の建物を描かず、城全体の区割を明確にし、ものによっては
堀・石垣廻りの建物のみ平面図を描くので、城内の縄張りを明確にする絵図という意味でCの名称
にならい「地割図」と総称したい。普請会所が必要とし所持した藩用図のなかで、地割図は幕用図系

の図柄のものと異り、精度に
すぐれた詳細地図として独自
の地位を占めていたといえよ
う。本章で考察した地割図
は、３つとも作事所の御大工
作成と推定できた。A・Bは
作事所・普請会所いずれに架
蔵されてもおかしくない精細
図である。Cは普請会所の依
頼で石垣に関する詳細データ
を記入した絵図とみられるの
で普請会所専用の絵図であろ
う。したがって、地割図は普
請会所・作事所いずれも必要
とし、両役所それぞれで作成
したが、とくに精細な絵図は
御大工がおもに作成したよう
である。

表２ 本丸周辺２２地点の石垣高さ・ノリ
地点名称

（筆者による名称）
高さ（h） ノリ（n） 角度

１間＝６尺として
h/n

１ 辰巳櫓南面 １２間５尺５寸 ６間３尺 ６３．５° １．９８７
２ 辰巳櫓東面下段 ７間５尺 ４間半８寸 ５９．５° １．６９１
３ 辰巳櫓東面上段 ５間６寸 ３間５寸 ５８．５° １．６５４
４ 丑寅櫓東面下段 ２間２尺５寸 １間４尺５寸 ５４．５° １．３８１
５ 丑寅櫓東面中段 ７尺
６ 丑寅櫓東面上段 ４間２尺 ２間１尺 ６３．５° ２．０００
７ 丑寅櫓東面最上段 ８尺 ３尺 ６９．５° ２．６６７
８ 東丸付段上 ３間４尺４寸 ９尺８寸 ６６．５° ２．２８６
９ 東丸唐門先 １０尺 ５尺 ６３．５° ２．０００
１０ 東丸唐門長屋下 １１尺５寸 １尺５歩 ８２．５° ７．６６７
１１ 弾薬庫入り口 ３間２尺３寸 ７尺７寸 ６９．５° ２．６３６
１２ 東丸付段口北面 ６間１尺４寸 ２間２尺４寸 ６８．５° ２．５９７
１３ 北面石垣中央 ６間４尺９寸 １５尺 ６９．５° ２．７２７
１４ 戌亥櫓台北面 ３間４尺９寸 ４尺５寸 ７８．５° ５．０８９
１５ 戌亥櫓台西面 ３間４尺４寸 ４尺５寸 ７８．５° ４．９７８
１６ 新埋門脇 ２間１尺６寸 ２尺３寸 ８０．５° ５．９１３
１７ 鉄門長屋下 ２間１尺５寸 ９寸３歩 ８６．５° １４．５１６
１８ 申酉櫓台 ３間６寸 １尺３寸 ８６．０° １４．３０８
１９ 小櫓下 ９間５尺４寸 ４間１尺２寸 ６７．０° ２．３５７
２０ 小櫓・鎬間の中央 １２間４尺６寸 ７間３尺５寸 ５９．５° １．６８４
２１ 鎬櫓下 １２間半 ６間５尺 ６１．５° １．８２９
２２ 大鎬下 １４間７寸 ６間半５寸 ６５．０° ２．１４４

角度表記は三角比表により、中間数はすべて０．５°単位で表した。
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２章 延宝「金沢御城絵図」と正保城絵図

１ 城絵図史における寛文８年の意義
加賀藩の寛文・延宝期は、城絵図・城下町絵図史の黄金期といってよい時代であった。それを象徴

する現存絵図は、寛文８年「加賀国金沢之絵図」（加越能文庫、以下では「寛文８年図」と略記する）である。
増田荘登男（１１）・田中喜男（１２）・矢守一彦（１３）、油浅耕三（１４）・北垣聰一郎（１５）らの考察により、寛文８年作成
とされ、絵図精度についても定評を得ている。前号「調査報告�」で、寛文２～１１年の修補願図は穴
生の作成とみられるが、寛文７年修補願図は寛文８年図に近いので、寛文８年図の影響をうけたと指
摘した。つまり、中山六兵衛のような御大工作成図から、直接または間接に穴生方が影響を受けたの
である。前号で寛文８年図のような城の描き方を国絵図系図柄とし、城郭修補願図系の図柄と区別し
たが、寛文８年図の登場により、城郭修補願図も図柄の面で影響をうけ、絵図精度が向上したことは
城絵図史において特記すべきことと思われる。
上の２種類の図柄の模写とみられる年代不詳の絵図群を、普請会所系絵図として紹介したが（「絵図

調査報告�」の表４）、いずれも寛文期の城絵図（幕用図）が、何らかのかたちで模範とされており、寛文
８年図の影響の大きさが理解できる。延宝５年、当時国絵図・城絵図作成に携わっていた横山外記は、
金沢城内や算用場、江戸藩邸等において所蔵する幕用図等をリストアップし（１６）、元禄国絵図作成中の
元禄１１・１２年には担当奉行の塩川安左衛門らが、藩所蔵の城絵図・城下町図を調査し目録に書き上げ
ている（１７）。それらの中から国絵図や国境争論関係の絵図を除き、城絵図・城下町図を拾い出すと表３
の通りとなる。

表３ 寛文・延宝期における城絵図・城下町作成状況
城下町図 典 拠
１ 正保４年 金沢御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 延宝５年書上
２ 正保４年 金沢御城并地割図 元禄１１年書上

３ 正保４年 同絵図 但此地割を以寛文八年之絵図出来と付札
有之 元禄１１年書上

４ 正保４年 小松御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 延宝５年書上
５ 正保４年 小松惣絵図 元禄１２年書上
� 正保４年 富山御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 加越能文庫１６・１９－１２ ２１０×１８４cm 延宝５年書上

７ 正保４年 大正持御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 延宝５年書上

� 寛文８年 金沢御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 加越能文庫１６・６０－８５・８６ 延宝５年書上
９ 寛文８年 小松御城并侍屋鋪町屋敷一紙絵図之写 延宝５年書上
� 寛文７年 小松地割之惣絵図 加越能文庫１６・１８－７６ ２６５×２１１cm 元禄１２年書上

１１ 寛文８年 金沢之絵図
寛文８年被上候時分、御城外侍屋敷町屋
敷正保四年絵図与替候分為可入御覧仕立
候彩之絵図

延宝５年書上

１２ 寛文８年 小松之絵図
寛文８年被上候時分、御城外侍屋敷町屋
敷正保四年絵図与替候分為可入御覧仕立
候彩之絵図

延宝５年書上

１３ 延宝７年 延宝七年被仰付候金沢御城并侍屋鋪町屋鋪
一紙絵図扣 元禄１２年書上

１４ 天和２年７月 金沢御城并金沢廻侍屋敷町屋等之絵図 村金左衛門添書有 元禄１１年書上

１５ 天和２年 御前之御扣四ツ折絵図
但金沢御城并侍屋敷之図 村金左衛門添書有 元禄１１年書上

城絵図

１６ 万治２年
同３年

御国江御越候御目付衆江被遣候金沢御城絵
図之写 延宝５年書上

� 寛文２年 金沢御城石垣損候所御伺之絵図之写 金沢城絵図目録２４８・２７２号 延宝５年書上
� 寛文２年 小松御城石垣損候所御伺之絵図之写 加越能文庫１６・１８－７２ 延宝５年書上
� 寛文７年 金沢御城石垣損候所御伺之絵図之写 金沢城絵図目録２４９・２７３号 延宝５年書上
� 寛文１１年 金沢御城石垣損候所御伺之絵図之写 金沢城絵図目録２７５号 延宝５年書上

２１ 寛文元年 金沢御城之絵図 石垣損所御伺の絵図 此絵図寛文元年丑正月小幡宮内方より上
ル 延宝５年書上

２２ 寛文２年 小松御城之絵図 石垣損所御伺の絵図 此絵図寛文２年寅６月前田三左衛門方よ
り上ル 延宝５年書上

２３ 正保４年 金沢之絵図正保四年ニ被上候扣之内御城計
之小絵図

但御城中之絵図御用之刻、御覧被成よき
ため寛文８年ニ調置候小絵図ニ御座候 延宝５年書上
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２４ 寛文８年 金沢之絵図寛文八年ニ被上候扣之内御城計
之小絵図

但御城中之絵図御用之刻、御覧被成よき
ため寛文８年ニ調置候小絵図ニ御座候 延宝５年書上

２５ 寛文８年 金沢御城中地割之絵図 但寛文８年絵図被上候刻改申地割ニ而御
座候 延宝５年書上

２６ 正保４年 小松之絵図正保四年ニ被上候扣之内御城計
之小絵図

但御城中之絵図御用之刻、御覧被成よき
ため寛文８年ニ調置候小絵図ニ御座候 延宝５年書上

２７ 寛文８年 小松之絵図寛文八年被上候扣之内御城計之
小絵図

但御城中之絵図御用之刻、御覧被成よき
ため寛文８年ニ調置候小絵図ニ御座候 延宝５年書上

２８ 寛文８年 小松御城中地割之絵図 但寛文８年絵図被上候刻改申地割ニ而御
座候 延宝５年書上

２９ 寛文８年 金沢御城石垣之内塀櫓之絵取ニ而隠候石垣
之分小絵図

但寛文８年絵図被上候刻右隠石垣之所為
可入御覧仕立候小絵図ニ而御座候 延宝５年書上

３０ 寛文８年 小松御城石垣之内塀櫓之絵取ニ而隠候石垣
之分小絵図

但寛文８年絵図被上候刻右隠石垣之所為
可入御覧仕立候小絵図ニ而御座候 延宝５年書上

３１ 正保４年 金沢之御城之小絵図 ２３と同一か 元禄１１年書上

３２ （万治２・３年） 最前御国江御越候御目付衆御取候金沢御城
絵図之写 １６と同一か 元禄１１年書上

３３ 金沢御城おこし絵図之写 但村金左衛門封印之侭 元禄１２年書上
３４ 金沢御城東西南北間付 元禄１２年書上

「延宝５年書上」は加越能文庫１６・２０ー７５、「元禄１１年書上」は加越能文庫１６・２０－７８、「元禄１２年書上」は加越能文庫１６・２０－
８１�である。８が、いわゆる寛文８年図「加賀国金沢之絵図」である。

ここに掲げた絵図のうち、これまでの調査で残存を確認できた絵図の番号に○印を付したが、現存
していないものが多い。城下町図で現存するのは、富山の正保４年図、金沢の寛文８年図、小松の寛
文７年図のみである。なお、金沢の延宝７年図（表３の１３）は、前号で簡単に紹介した尊経閣文庫蔵
「金沢御城絵図」に関係する城絵図とみられ、延宝５年国絵図と同時に作成されたとみて、前号で作
成年代を延宝５年としたが、延宝７年と訂正する必要がある。尊経閣文庫蔵「金沢御城絵図」は城郭
部分のみを描くので「延宝城小絵図」と略称することとし、その作成目的や特徴はあとで検討したい。
表３に現存しない幕用図が多数みえるが、城下町図では天和２年図が２枚あり、城絵図では、正保

城絵図・寛文８年図から城郭部分のみを取り出した小絵図（表３の２４・２７）、塀・櫓の絵取で隠れた
石垣をとくに明示した小絵図（表３の２９・３０）、金沢城中地割絵図（表３の２５）が寛文８年に作成さ
れていたことが注目され、年不詳ながら金沢城の「起し絵図」や東西南北間数を記載した絵図が元禄
以前に作成されていたことも注意しておきたい。
このように寛文８年には、現存の寛文８年図以外に、城だけの小絵図、石垣中心の小絵図などが寛

文８年図の図様・図柄を基調に作成されており、寛文８年は加賀藩城絵図史のなかで、とくに重要な
年であったことが了解される。
寛文８年図は、寛文７年「金沢図」（５６０cm×５０１cm）・「延宝金沢図」（５９０㎝×５４５cm）と関連が深いこ

とは、つとに指摘されてきたが、この３絵図を実見すれば、それは直ちに看取できる。しかし、この
３絵図の原本はいずれも大型図で同時に閲覧することは不可能であった。ところが『金沢市史』資料
編１９において大型別刷図が添付されたことで簡便に比較可能となった。また、同書の増田荘登男氏の
調査報告で、絵図精度の検討がなされ、寛文７年金沢図と延宝金沢図の縮尺は６９０分１、寛文８年図
は１１５０分１と解明され、三千分１の航測地図と精度比較されたのは貴重な成果であった。だが６９０分
１という縮尺は落ち着きの悪い数値で、１間＝６尺９寸の分間図ということになる。縮尺については、
再調査が必要であろう。ただし、絵図精度を考えるとき、仮説として６９０分１という数値は利用でき
るので、表４で増田氏の調査データをもとに、上記３絵図の精度を再検証してみた。
現在の１万分１図および増田氏が利用した３千分１航測地図を基準図とし、増田氏が比較のため設

定した４地点（A～D）間の計測値（㎝）に縮尺倍率（増田仮説の６９０）をかけて距離数をもとめ、寛文・
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延宝期の絵図との誤差を調べた。その結果、寛文７年金沢図お
よび延宝金沢図の誤差率は１％以下となり、両城下町図の精度
の高さを再確認できた。しかし、寛文８年図は、５％前後の誤
差があり両城下町図より精度が劣る。また増田氏が行ったAB
線と地図の東西線との角度比較のほかに、江戸前期以来変化の
ない、城下町の基本的な直線街路である石引道と北国街道（香
林坊―堤町間）の角度を比較したが、やはり寛文８年図の精度は
両城下町図より劣る結果となった。
三絵図の相互関係については、増田氏の作成した「金沢城下

図系統図」が参考になる。つまり、寛文７年金沢図と延宝金沢図は藩用図として作成され、幕用図と
して作成された寛文８年図とまず区別される。藩用図としての両城下図は、城部分は空白であるが、
城下町については藩士屋敷・主要寺院・惣構・堀・道路・用水路・下屋敷地・足軽組地などが色分け
され、文字記載も豊富である。寛文７年金沢図の凡例に「小松より引越并金沢者被下屋敷、先規絵図
之表直シ申候事、但、此絵図最前子ノ十月切ニ仕置候所、其より末相渡候屋敷之分、重而相改、寛文七年十月迄、所々
渡替人々屋敷書記申候」と記すので作成事情は明確である。つまり、寛文７年図は小松からの引越藩士
と金沢在住藩士に下付した屋敷地を明示した城下町絵図（先規絵図）の改訂版であって、改訂前の先規
絵図は、利常死去（万治元年）の２年後の万治３年（子年）１０月までの状況を記載したものであった。
その後寛文７年１０月までに屋敷地の「渡し替え」があったので、寛文７年１０月時点までの変動を本図
に記載したのである。したがって、本図の前に「万治３年金沢図」が存在したことになり、その改訂
版が寛文７年金沢図であった。
延宝金沢図は、寛文７年金沢図と縮尺・図柄が同じでサイズや精度も近似し、図柄上の大きな相違

は道路中央の朱線がない点だけである。もっとも、記載された約１９００名の藩士名や寺院について、寛
文７年金沢図の藩士名と比べると、いくつか変更がみられ、延宝金沢図の作成時までの変動を盛り込
んだ絵図であるとわかる。不十分ではあるが、寛文７年金沢図と比較してみると、延宝２年頃の作成
と判断できる（１８）。したがって、延宝金沢図は、寛文７年から延宝２年までの武家屋敷等の変動を掌握・
記載した延宝初年作成の城下町図であり、万治３年図の２度目の改訂図といえる。延宝金沢図の凡例
が基本的に寛文７年金沢図と同じであり、「小松より引越并金沢者被下屋敷、先規絵図之面直シ申候

表４ 寛文７年図・延宝金沢図と現代地図との精度比較

AB間 AC間 AD間 BC間 BD間
AB 線 ・
東西線角度

北国街道・
石引道角度

絵図サイズ
（cm）

３千分１図での距離（m）：A１ ２５７４ ２４００ １５１２ ２４１２ １９９８
１万分１図での距離（m）：A２ ２５７０ ２４００ １５１０ ２４１０ ２０００ ５１．６° ５３°

寛文
７年
図

図上長さ（cm）B・角度 ３７１ ３４８．５ ２１５ ３４８ ２８７ ５３．５° ５４° ５０１×５６０cm
B×６９０（m）K ２５６０ ２４０５ １４８４ ２４０１ １９８０
A１－K １４ －５ ２８ １１ １８
A２－K １０ －５ ２６ ９ ２０ １．９° １°
平均誤差率 ０．５％ ０．２％ １．２％ ０．４％ １％ ３．７％ １．９％

延宝
金沢
図

図上長さ（cm）B ３７２ ３４７ ２１８．５ ３４８ ２８７ ４８° ５５° ５４５×５９０cm
B×６９０（m）M ２５６７ ２３９４ １５０８ ２４０１ １９８０
A１－M ７ ６ ４ １１ １８
A２－M ３ ６ ２ ９ ２０ ３．６° ２°
平均誤差率 ０．２％ ０．３％ ０．２％ ０．４％ １％ ７％ ３．８％

寛文
８年
幕用
図

図上長さ（cm）B ２３２．２ ２１１．５ １３３．５ １９８．３ １６５ ４７．２° ４８° ３４４×３６２cm
B×１１５０（m）：K ２６７０ ２４３２ １５３３ ２２８０ １８９８
A１－K －９６ －３２ －２１ １３２ １００
A２－K －１００ －３２ －２３ １３０ １０２ ４．４° ５°
平均誤差率 ３．８％ １．３％ １．５％ ５．４％ ５．１％ ８．５％ ９．４％

『金沢市史 資料編１８（絵図・地図）』所収表２（７３頁、増田荘登男作成）に追記加工したもの

如来時前交差点

�
（東）

石
引
道

東山旧観音町交差点

�
地
図
東
西
線

（南）（北）
北国街道

� �
（西） 野町旧三間道

交差点
三社三構高岸寺前
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事」と記すことも証左となる。
このような絵図凡例および絵図内容から、万治３年・寛文７年・延宝初年と順次作成された金沢城

下町図は、武家屋敷地の配分と管理を担当する普請会所が作成させた藩用図であることは明らかであ
り、なかでも現存の寛文７年金沢図は、測量線である朱線を道路中央に引き精度も他に優れているの
で、基本となる測量図もしくはそれに最も近い絵図とみてよかろう。しかも、その作成時期は、寛文
７年１０月以後、寛文８年図作成以前となり、寛文８年に作成された可能性も考えられる絵図である。
寛文８年図作成にあたり影響を与えたことは間違いなく、その影響の度合いが問題となる。
寛文８年図は、藩用図でなく幕用図として準備されたものであり、先行する正保４年城絵図の図様

に準拠しなければならないという制約をうけていたので、まずは幕府規定の絵図仕様にのっとり、寛
文７年金沢図にない城郭部分の鳥瞰図が描かれ、城下町部分は、街路で仕切られた空間を侍屋敷・町
屋敷・寺屋敷・侍下屋敷・足軽屋敷・蔵屋敷・馬場と表記し区分した。山王（安江）・天神（田井）・
神明（野町）・八幡（卯辰）の四つの宮屋敷の記載は平面図のみであり、鳥瞰建物で描く正保城絵図
と図柄が異なる。また、天徳院・如来寺・経王寺・宝円寺の４カ寺の固有名詞を記すのも正保城絵図
と異なるので、むしろ寛文７年金沢図の影響とみるべきであろう。
しかし、いっぽうで寛文７年金沢図・寛文８年図ともに惣構（土居）を「ろくしょう色」、堀・用

水を水色にしているが、これは正保城絵図でも確認されるので、寛文７年金沢図の影響というより、
寛文７年金沢図が正保城絵図の影響をうけ同色を採用したといえる。寛文７年金沢図は、正保４年城
絵図を十分意識して作成されたのであり、幕用図が藩用図に影響を与えたことにも注意しておきた
い。表３の１１・１２は、寛文８年作成の金沢・小松の城下町図だが、侍屋敷・町屋敷の配置について正
保４年城絵図と寛文８年図の間の相違を明示するための絵図であり、ここから、正保４年城絵図と寛
文８年図との間に何らかの異同があったことは間違いない。つまり、寛文８年図は、正保４年城絵図
の改訂を意図しており、改訂作業の一環として、寛文７年１０月から翌年にかけ城下町侍屋敷図の改訂
図である寛文７年金沢図が、実測調査をもとに作成されたのではないか。
しかし、寛文８年図の全体の図様は、正保城絵図の図柄・図様に合わせる必要があり、寛文７年金

沢図と正保金沢城図の融合をはかった結果、出来たものは、寛文７年金沢図より精度の劣るものになっ
たと思われる。現存の寛文８年図と寛文７年金沢図の街区を比較すると、似てはいるが距離や方角が
微妙に異なる箇所が多いのは、上記のような事情が要因と考えられる。その点で、延宝金沢図は総構
を真っ黒にし、寛文８年図から全く自由に、寛文７年金沢図を踏襲しかつ改訂しているので、これこ
そ純粋な藩用図といえる。
１章で考察した３枚の地割図も、江戸後期の精度に優れた「御城中壱分碁絵図」と比較すると表５

のごとく誤差が少なく、寛文８年図の城の姿に近いので（１９）、上記の寛文８年図や幕用図と関連のふか
い藩用図といえる。しかも「金沢城内絵図」（B）は寛文期に作成され、歴博「金沢城絵図」（A）や
加越能文庫「金沢城中地割絵図」（C）も、寛文・延宝期からさほど遠くない江戸前期の精細絵図で
あり、寛文８年作成の絵図群の影響下で作成されたとみてよい。このように寛文・延宝期、なかでも
寛文８年は城絵図史・城下町絵図史のうえできわめて重要な年であったといえる。
なお、寛文７年金沢図・延宝金沢図の絵図精度について付言するなら、その一部分を取り出し現在

表５ 地割図と江戸後期絵図との比較（２５頁写真参照）

寛文８年図 「金沢城絵図」
歴博 金沢城中地割図 江戸後期「御城

中壱分碁絵図」

１ いもり堀軸と百間堀角度 ７２° ７１° ７１° ７２°
２ いもり堀軸と鼠多門角度 １３６° １０２° １０９° １３５°
３ 新丸南北堀と二の丸北堀の角度 １０７° １０２° １０５° １０３°
４ 河北門と石川門の軸線角度 ５６° ６２° ５６° ６６°
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の地図と比較すると誤差の大きい所が散見される。この点は、金沢工業大学の谷明彦氏・増田達男氏
らの延宝金沢図の復元的研究のなかでも確認されているところであり、両城下町図は、高低差のある
地区などで誤差が大きくなるが、城周辺や川辺などでこうした誤差を飲み込み、全体的に均整のとれ
た絵図に仕上げた結果、誤差の少ない絵図になったものといえよう。したがって、両城下町図の絵図
精度が優れているというのは、絵図全体のバランスがとれているという意味で、実用的な作図技術の
巧妙さに拠っていた。測量方法や作図道具が決して高度であったわけではなかろう。

２ 寛文８年図と正保城絵図
金沢城の幕用図については、国絵図調進に伴い提出した城絵図（ア）では、正保４年城絵図が現存

せず、寛文８年の「加賀国金沢之絵図」二鋪が現存するのみである。しかし、この寛文８年図は幕府
提出目的で作成されたものの、正式に提出されないまま藩庫に格納されたもので、未発の幕用図であっ
た。巡見上使・国目付提出の城絵図（イ）では、万治２年・３年図の写が２本、正保城絵図とともに
延宝５年まで城内土蔵に存在したことが明らかだが現存していない（「古より公儀江被上候御城絵図・御国絵
図改申品々之帳」『金沢城研究』創刊号５２頁、２００３年）。現存する幕用図の大半は城郭修補願図（ウ）に該当す
るもので、その控もしくは写６種８枚について、前号で考察したところであった。
さて従来より、正保城絵図と寛文８年図は同一系統にあると指摘されているが（２０）、ここで、寛文８

年図と現存しない金沢の正保城絵図との関係について考えてみたい。
まず、富山の正保４年城絵図と寛文８年図を比べると大きな違いがある。富山の正保城絵図は「越

中国富山古城之図」（加越能文庫）という標題をもち、加賀藩関係の現存唯一の正保城絵図であるが、
石垣・土居・堀のみで、石垣上の櫓・長屋・塀など建物は一切描かない。これは金沢の寛文８年図と
異なるだけでなく、内閣文庫所蔵の６３点の正保城絵図とも異なり、何か特別の事情が考えられる。富
山の正保城絵図に「越中国富山古城絵図松平肥前守（利常）領分之内 松平淡路守（利次）当分罷在候」
と書かれた所に、特別の事情が露呈している。つまり、正保４年の加賀藩領は、本藩（長男光高）領
８０万石、隠居利常領２２万石、富山藩（二男利次）領１１万石、大聖寺藩（三男利冶）領７万石の４つに
分割されていたが、富山藩の前田利次の居城は、隠居中の小松城主前田利常領内の富山に臨時的に置
かれていたのである。富山は利次にとって他藩領であり、臨時の居城であったため、このような古城
図として、正保城絵図が仕立てられたとみられる。
【史料２】（２１）

「一、三ケ国之内、先年所々
（端）

は城不残御わり被成候内、若至爾今、御家礼之者被召置所御座候而、
堀・屋敷・構・侍町なと有之所者別紙之絵図壱枚宛御上可被成事、

一、
（前田利次）

淡路様・
（前田利治）

飛騨様御在所之儀不及申、別紙絵図御上可被成候、最前失念候而、御両所様御在所
絵図之儀申残候かと、重而被仰渡由之事、

一、右者国々之内ニ小身成衆五人三人有之候へ者、其在所々々不残名々ニ絵図被上候間、其並ニ
御上被成候様ニとの儀ニ候事、
右条々、明日井上筑後殿へ三浦勘右衛門・遠藤数馬被召寄被仰渡候、以上、

戌十一月二十三日 」
これは、正保３年１１月２３日に江戸の加賀藩邸から国元に送られた某書状写であるが、正保国絵図・城
絵図作成担当奉行宛に、幕府の絵図奉行（井上筑後）の意向を伝えたものである。１条目に「先年所々
端城残らず御割りなされ候うち」とあるのは「城破り」の実行を示す貴重な文言で、加賀藩関係古文
書では初見といってよいであろう。それに続き、一旦「城破り」を行ったのち家来を配置したり、堀・
屋敷・構・侍町などを擁する城があるなら別紙絵図を１枚づつ作れと指示している。この指示をうけ
小松城や富山城の城絵図作成が必須となったのであるが、２条目で「淡路様（利次）・飛騨様（利治）
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「寛文７年金沢図」（石川県立図書館蔵） 寛文８年「加賀国金沢之絵図」（金沢市立玉川図書館蔵）

寛文７年「小松御城中并侍屋舗町共之絵図」
（金沢市立玉川図書館蔵）

（延宝２年）「延宝金沢図」（石川県立図書館蔵）

正保４年「越中国富山古城之図」
（金沢市立玉川図書館蔵）
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御在所の儀は申すに及ばず、・・・・重て仰せ渡さる由のこと」とし、提出のなかった利次居城（富
山城）・利治居城（大聖寺城）について「失念したのかと」といって催促した。３条目でも、支城の城
絵図作成の一般原則を解説しつつ、だめ押しで督促している。この書状が原因で、上記の「越中国富
山古城之図」ほか、表３に掲げた大聖寺・小松の正保城絵図（表３、城下町図の４～７）が作成されたの
であるが、図柄は古城・支城であるがゆえに、金沢の城絵図と異なる仕様が採用されたのではないか。
小松の寛文７年図が現存するが、これも富山の正保城絵図と同様、城の建物が全く描かれない。お

そらく小松の寛文７年図と正保城絵図はほぼ同じ図柄であったと推定されるので、富山城と小松城の
正保城絵図は、ともに城建物は一切略した同じ図柄であった。それは、あくまでも小松城が隠居中の
利常の居城であり、加賀藩の本城でなく端城であったためで、古城に準ずるものとされたからだろう。
富山城は、万治３年の領地替えで富山城下町とともに富山藩領に編入され、名実ともに富山藩の居城
となるが、小松城は利常死後も、城代・城番が置かれ、支城として維持された（『新修小松市史』資料編
１）。
このように、支城や他藩領に置かれた仮城の場合、幕府指定の正保城絵図の図様が採用されなかっ

たものと考えられる。これは加賀藩だけの事例なのか、他藩の事例との照合が必要となる。したがっ
て、金沢の正保城絵図の復元において、富山や小松・大聖寺の正保城絵図は直接参考とはならない。
そこで、上掲のような、正保城絵図の仕様について指示した書状によって検討したい。
正保国絵図は正保３年に下絵図作成があり、同４年に能登・越中の２国分が幕府に提出されたが、

加賀国分は遅れて慶安２年に幕府に提出された（２２）。城絵図は、表３の絵図標題に従い、正保４年に完
成され提出したとみておくが、実際の提出時期はさらに検討していく必要があろう。
江戸詰の家老今枝民部や森権太夫などから国許の奉行たちに送られた絵図仕様等を指示した書状写

が１１点残っており（２３）、城絵図に関する部分を以下に摘記した。
【史料３】①正保２年１２月１７日今枝民部書状（絵図担当奉行奥村源左衛門ら１０名宛）
「 （前 略）

�一、御城絵図大形能候、やくら・門・長屋・塀・石垣以下委細絵図可有之旨、御奉行衆御好候、い
つれの城も同前之事」

�一金沢惣たたみ絵図あまり大過候間、今度参り候より少ちいさく候而も可然候ハん哉之事
右之通、御奉行井上筑後殿・宮城越前殿より此度重而御好如此候、最前御奉行衆御好之頭書、辻平
丞・山本又四郎江葭田内膳相渡候、勿論両様共ニ不残無相違様ニ絵図并帳可調旨、所被仰出也、」

②正保２年１２月１７日今枝民部書状（同上）
「 （前 略）

�一、最前御奉行衆より頭書ニ城之外かさミの処、絵図ニ可書載之由有之候、河内丸なと高キ所、被
書落間敷事、

�一御城廻、前々より有之古
（堀カ）

城なとハ、縦浅候共、如何にもふかき様ニ可被書載事、
�一、近年之新堀ハ縦ふかく候とも、浅き様ニ可被書載事、
所被仰出也、 」
③年不詳９月１１日某書状（井上筑後殿御好の「国絵図書様之覚」）

�一、城廻やくら・門・塀之おほひ、瓦ふきの処ハかハらふき、板おほひハ板おほひと絵図ニ書分并
書付ニも可仕事、

（中 略）

�一、城廻深田・沼・かた田畠等可書記事、」
④年不詳８月１６日森権大夫（祐知）書状（宮木釆女・辻平丞・奥村源左衛門宛）

�「金沢御城御本丸・二三之丸、其外惣構迄方角ク記候絵図、当月四日之御状被副候而被指越候、埒
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明申体ニ御座候而、御絵図出来次第為書付可申候旨、御絵図奉行小寺甚右衛門・佐分利儀兵衛被
申候、 」

正保城絵図の記載様式については、佐賀藩の正保元年の絵図仕様書の記述が精しく（２４）、城郭に関する
記載原則を要約すれば、（１）本丸・二の丸・三の丸の間付け、石垣土手の長さ・高さ、塀の高さ、
櫓等を書付け、瓦塀・板塀などの違いを明記する、（２）堀の深さ・幅・長さ、（３）天守の規模・石
垣台高さ、（４）城より地形高い場所を明記する、となるが、金沢城に関する指示のうち、①の９条
目、②の１１条目、③の１条目、などと一致する。①の１０条目によれば、正保２年に、大き過ぎるので
小さくと指示されるほど大型の城絵図を作ったことがわかる。現在の兼六園付近に当時屋敷をもって
いた奥村河内邸付近を「河内丸」と呼んだのも興味深い。また、堀の深さは実態通りでなく古堀は深
く新堀は浅く書けという指示や、本丸・二三丸・惣構までの方角を記載した添図を参考に出させた点
も注意したい。
しかし、こうした図様指示の文言だけでは金沢の正保城絵図の特徴はさほど明確とならなかった。

図柄の特徴については隔靴掻痒の感があり、残存する６３点の正保城絵図と寛文８年図を比べるしかな
い。６３点の正保城絵図の図柄はどれも、堀や街路のラインを実際以上に直線的に表現し、城郭の縄張
りも同様に直線的に単純化しており、それが正保城絵図独特の図柄となっている。金沢の寛文８年図
の場合、上述のように地図として一定の精度をもつ寛文７年金沢図の影響をうけ、現地形を比較的正
確に描いた城下町図であった。しかし、金沢の正保城絵図は、６３点の正保城絵図のような直線表現を
主とした絵図と推測され、図柄においては寛文８年図とは相当異なるものであったと考えられる。次
に「延宝城小絵図」によって、この点を検証してみたい。

３ 延宝「金沢御城絵図」と正保城絵図
前号で延宝５年に幕府提出用の城絵図が作成されたと指摘したが、表３に掲げた「延宝７年被仰付

候金沢御城并侍屋鋪町屋鋪一紙絵図扣」という絵図名から、延宝７年作成と訂正しなければならない。
この延宝７年城絵図に関連して作成されたのが、ここで紹介する「金沢御城絵図」（２７４号、尊経閣文庫
蔵、「延宝城小絵図」と略称）である（写真は１７頁）。
本図は１５９×１５２cmの彩色図で、図柄の面では寛文８年図（写真２５頁）と共通点が多いが、城下町

を全く描かない所が大きく異なる。ところが、本図に作成目的などを記した長文の付札があり、正保
城絵図・寛文８年図との相違について言及する。また絵図本体には、朱貼紙・黄色・青色等の色分け
があり、その凡例が付記されるので、作成目的が明瞭にわかる。まず、長文の付札と凡例の全文を掲
げておこう。
【史料４】「金沢御城絵図」付札
「 覚
�一、今般仕立申同絵図弐枚ハ、寛文八年ニ有之石垣・櫓・塀・柵等不残記、右之節無之分ハ指除申

候、就其、寛文八年絵図と此度仕立候絵図と違之所可入 御覧ため、此小絵図委細ニ仕候事、
�一、御城之外侍屋敷・町等之義ハ、寛文八年ニ有之通、其節之絵図ニも記申候故、此度も絵図違無

御座候事、
�一、土留ハ大形押立候石垣ニ而ハ無御座候故、正保四絵図之格を請、寛文八ニも間尺ハ記不申候、

寛文八年ニ書添申土留石垣も、軽キ腰石垣等ニ御座候故、石形さへ記置候ヘハ宜との御詮義ニ而
其通ニ仕候、右之分茂今度仕立申絵図ニハ惣並ニ致彩記申候事、

�一、土留石垣少ニ而も高キ分ハ、間尺記可申儀かと奉存、今般書付仕候、塀下等弐三尺計之石垣ニ
ハ間付ニ及申間敷儀かと、如跡々大形ハ記不申候、然共所ニより裏石垣なとハ、三尺ニ而も間付
不仕候ヘハ、わかち見へ兼候所ハ記申候事、
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�一、寛文八年絵図被上候時分より御座候石垣之内、右之節指除申候ハ過半土留ニ而御座候、押立候
石垣洩申候ハ無御座候、但、玉泉院様丸御泉水、御本丸之方段々石垣御座候、是ハ先年より度々
被上候絵図、植込ニ絵取、石垣ハすくなく御座候、寛文八ニも其通ニ可仕由ニ付、石垣あらハに
無御座様ニ絵取仕申候、然共余程高間之石垣ニ御座候故、今度仕立申絵図ニハ植込之絵取すくな
く仕、石垣見へ申候様ニ仕、高間記申候事、

�一、石垣高間并長間、正保四と過分ニ違候分ハ、寛文八絵図ニ茂無指引ニ記申候、石垣見面と申、間
尺ニ而記申格ニハ御座候へ共、其ニ而ハ正保四ニあい不申候ヘハ、下墨ニ而之間尺ニあわせ書付
仕所も御座候、其故高間惣並ニ違申所一両所御座候、此所も今度仕立申格ニ御座候ヘハ、改間之
通記可申儀と奉存、見るつらの間尺記申候、就其寛文八絵図之間尺よりハ此度少違御座候、右違
申所、則此小絵図ニ付紙仕候事、

�一、御城中東西南北間付、寛文八絵図被上候刻改候ハ、正保と違申所も御座候、然共中墨少はつし
申程之心得ニ仕候ヘハ、正保四ニあい申故、最前上ケ申小絵図付紙ニ書記申通、同敷ハ正保ニあ
わせ可然との儀ニ而其通ニ記申候、今度仕立申絵図ハ、諸事無指引仕立可申格ニ付、先年私共改
申間尺記申候事、

�一、堀幅并水深、正保四年とあい申所御座候故、寛文八之絵図ニも其所々ニ記申候、堀之内ハ取所
ニより深サ少宛替リ申儀ニ御座候故、其堀之内間尺中分ニ記申候、且又堀幅之義、土居縁出入御
座候所ハ、是以取所ニより替り申候故、寛文八ニも正保四之格を請、中分ニ記申候、但正保四と
寛文八と過分ニ違候所ハ、寛文八絵図ニも改間之通記申候、左候ヘハ、水深・堀幅共ニ寛文八之
通違無御座候ニ付、右□分ハ此度も寛文八之通ニ記申候、但、三之丸橋爪堀幅壱ケ所ハ、正保四
ニあい申様ニ堀底之間尺記申故、惣並堀縁之間尺よりハ違御座候、就其、此度仕立絵図ニハ惣格
之通、堀縁之間尺記申候、右違之所、絵図ニ付紙仕候事、

�一、御城中御家并御土蔵等ハ、先年より絵図ニ記無御座ニ付、此度勿論指除申候事、 」
【史料５】「金沢御城絵図」凡例
「 石垣彩之覚
一、青彩之石垣 寛文八年絵図ニ記在之分
一、黄彩之石垣 寛文八年絵図ニ記不申、此度仕立候絵図ニ書添申候分

塀櫓柵彩之覚
一、青彩之塀櫓 寛文八年絵図ニ記在之分
一、黄彩之塀柵 寛文八年絵図ニ記不申、今般仕立絵図ニ書添申候分
一、朱紙附申分 以来可被仰付由ニ而寛文八年絵図ニ塀・柵絵取御座候へ共、其節より今以塀

柵無御座候ニ付、此度仕立絵図ニ指除申分
一、朱星仕付紙ハ 正保四絵図ニ櫓形御座候分、其外以来可被仰付由ニ而、寛文八絵図ニ櫓之絵

取御座候へ共、其節より今以無御座候故、此度絵図ニさし除申分
右之外

一、朱染紙付札ハ 寛文八絵図ニ正保四絵図之書付を請、其格ニ仕候へ共、違御座候故、此度絵
図ハ寛文八改候通無指引記申候分 」

上掲付札の�にある「今般仕立て申す同絵図弐枚」というのが、今度新調した幕府提出絵図であり、
上述の「延宝７年被仰付候金沢御城并侍屋鋪町屋鋪一紙絵図」（表３）のことと思われ（以下では「延宝
城絵図」と呼ぶ）、その延宝城絵図２枚には「寛文八年にこれ有る石垣・櫓・塀・柵等は残らず記し、
右の節これなき分は指し除き申候」とあるので、延宝城絵図は寛文８年図を土台とする絵図であると
わかる。それに続き「それにつき寛文八年絵図と、この度仕立候絵図と違いの所を御覧に入れるべき
ため、この小絵図を委細に仕り候事」と、本図（延宝城小絵図）の作成意図を述べる。つまり本図は、
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延宝城絵図２枚と寛文８年図（２枚現存する）との違いを、藩主（綱紀）に示すため作成した「小絵図」
であった。延宝城絵図２枚は、おそらく現存の寛文８年図と同じ３５０×３７０cmクラスの大型図であり、
本図はその５分１程度なので「小絵図」といったのであろう。
付札の�で「御城の外、侍屋敷・町等の義は、寛文八年にこれある通り、その節の絵図にも記し申

候故、此度も絵図に違い御座なく候」と記すので、延宝城絵図の図柄は、寛文８年図と同じで、城下
町の侍屋敷や町屋敷を描くとみて間違いない。延宝城小絵図は、主に城郭部分の相違点を藩主に説明
するため、城だけ取り出したものだが、そのような小絵図は寛文８年にも作成されており（表３参照）、
寛文８年の先例にならったものである。
付札の�以下では、寛文８年図との相違点が詳細に説明されるが、同時に「石垣の高さ間ならびに

長さ間、正保四と過分に違い候分は・・・」（�）とあるように正保４年城絵図との相違や関連につ
いても言及しているので、寛文８年図と正保城絵図との違いが見つかるかもしれない。まずは、付札
�～�および絵図凡例で述べられたことを整理しておこう。
�ア 本図の石垣・塀・櫓・柵は、青色もしくは黄色に彩色されるが、青色は寛文８年図に描かれた通
り延宝城絵図も踏襲した箇所で、黄色は寛文８年図になく延宝城絵図で新たに書き添えた箇所であ
る。

�イ 本図の塀・櫓・柵に「朱紙」を貼り付けた所は、仰付によって寛文８年図に描かれたが、寛文８
年以来該当する塀・柵がないので、今度の延宝城絵図で削除した所である。また「朱星仕付紙」は
正保４年図に櫓形が描かれていた箇所で寛文８年図でも櫓を描くが、以来いまだに櫓がないので今
回削除した箇所である。「朱染紙付紙」は、正保絵図の書付を受け寛文８年図でも踏襲したといい
ながら実際は違っている箇所で、今回は寛文８年図の通りとした箇所である。

�ウ 土留石垣の多くは目立たないものなので「正保４絵図の格」により、寛文８年図でも石垣の間尺
は記さなかったが、少し高さのある石垣については「間尺記し申すべき儀かと」存じ今回は追記し
た。しかし、塀下の２～３尺の石垣等の間尺は書かなかった。但し、裏石垣で「わかち見え兼ね候
所」には３尺程度でも間尺を書き込んだ。

�エ 寛文８年図作成時から存在する石垣で略したのは土留石垣がほとんどで、「押立て候石垣」で書
き漏らしたものはない。しかし、玉泉院丸庭園から本丸（付段）に続く段々石垣（色紙短冊石垣など）
は、これまでの絵図では植込みで隠していたが、「よほど高間の石垣に御座候ゆえ」今度仕立てる
絵図では植込みを少なくし石垣が見えるように描き、高さ間尺も記した。

�オ 石垣の高さ・長さ規模は、「正保４と過分に違い候分」は、寛文８年図との照合なしに（現状寸法
を）記した。（補足すれば）「石垣の見る面と申すは、間尺にて記し申す格」なのだが、その通りにす
ると正保４年の記載と異なることとなるので「下墨にての間尺に合わせ書き付け仕る所」もあった。
それゆえ石垣高さが違う箇所が１、２ヶ所あるが、それが今度の絵図作成基準なので、今度改めた
間尺の通りとし「見るつらの間尺」を記した。したがって、今度の絵図では寛文８年図の間尺と少
し違うが、違う箇所はこの小絵図に「付け紙」をほどこした（�）。

�カ 城中各所の南北・東西の間数付けは、寛文８年図作成時に改定したので正保４年図と異なる所も
あるが、「中墨少しはづし申すほどの」違いなので、正保４年図と整合させられる。最前上申した
小絵図の付紙に書いた通り、「同じくは正保にあわせ然るべきとの儀」なのでその通りに記した。

�キ 堀幅・水深は、正保４年図と合致しており、寛文８年図も所々に記載する。但し、計測地点によっ
て誤差があるので、「中分」つまり平均値を記した。寛文８年図も、「正保４の格を請け中分に記し」
た。なお、正保４年図と寛文８年図で大きく異なるときは、寛文８年の改定間数を採用したので、
水深・堀幅とも今回は寛文８年図通りとなった。例外は橋爪門前堀幅だけで付紙をしてある。
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このように延宝城絵図と寛文８年図・正保城絵図との相違を説明するが、�オの内実は、史料原文の解
釈が難解で真意がわかりにくい。しかも、この付札・凡例文言と絵図内容を比べると矛盾がある。た
とえば、青色と黄色の石垣区分について、寛文８年図と比べると、寛文８年図に記載された石垣でも
黄色にされた箇所がいくつもあり、黄色石垣の凡例説明と矛盾する。また、松原屋敷・玉泉院丸、新
丸の南北堀や九十間長屋下堀前などにみられる「朱紙附」箇所すべて、寛文８年図に塀柵記載がない
ので、凡例の説明と完全に矛盾する。なお、「朱星仕付紙」「朱染紙付紙」箇所は大半剥落しているの
で比較できなかった。このような矛盾から、延宝城小絵図を作成したとき参照した寛文８年図は、現
存の寛文８年図ではないとせざるを得ない。現存の寛文８年図は、延宝城小絵図作成者の見た寛文８
年図とは別物で、現存のものは延宝城絵図の図柄により接近したものといえる。場合によっては延宝
城絵図であるかもしれない。寛文８年図の作成経緯について、今後さらに検討を要する結果となった。
上記の�ア～�キから、正保城絵図と寛文８年図との相違をあげると、以下の通りとなる。

� 寛文８年～延宝７年に現存しない櫓がいくつか正保城絵図に描かれていた。しかし、本図に元来
添付されていたはずの「朱星仕付紙」が剥落しているので、該当する櫓を特定することはできない。

� 石垣の高さ・長さ規模について、正保城絵図とその後の城絵図との間に差違がある箇所がいくつ
かあった。

� 城内各曲輪に書かれた東西・南北の間数記載は、寛文８年に改定があったので、正保４年図と違
う箇所があった。

このように、文字記載に関する相違がわかるが、図柄上の違いは、櫓について述べるのみで史料４・
５からも十分解明できない。しかし、�カ�キによれば寛文８年図作成時に何らかの「改定」があったこ
とは間違いなく、表３の城絵図２５「金沢御城中地割之絵図」の注記で「寛文８年絵図上げられ候刻、
改め申す地割にて御座候」と記述することも裏付けとなろう。なお、正保城絵図と寛文８年図とが同
じ図柄であるとする説の根拠は、正保４年「金沢御城并地割図」（表３の３）の「但し、この地割をもっ
て寛文八年の絵図出来と付札これあり」という注記であるが、この絵図標題では根拠とはならない。
つまり、ここでいう「地割図」は城下町部分を指すと考えられるので、正保城絵図の城下町部分のみ
寛文８年図が倣ったと解すのが妥当であろう（ここでの地割図は史料用語であり、１章で提起した地割図とは別
物である）。その結果、寛文８年図の城下町部分の精度が、寛文７年城下町図より劣ることになったの
ではないか。
延宝城小絵図をもとに、正保城絵図と寛文８年図との相違を探り、これを手がかりに正保城絵図の

復元を試みたが、十分な成果を得ることは出来なかった。しかし、寛文８年に何らかの改定があった
ことが、ここでも確認され、それが絵図史における画期性と関連することは上述から察知できる。
寛文８年図は、正保城絵図の図様を基本的に継承していることは間違いないが、新たな測量図であ

る高精度の寛文７年金沢図の影響をうけ、城内を測り直し一定の改定がなされた結果、現存の６３点の
正保城絵図独特の直線的な図柄と異なる寛文８年図の図柄が生まれたのである。
したがって、正保城絵図と寛文８年城絵図が同一系統に属するとするとの指摘は、図様については

一応妥当とせねばならないが、図柄についてはあてはまらず、また寛文・延宝期の絵図史上の変化、
とくに寛文８年前後における作図技術が反映された精度の高い絵図であったことに注意すべきことを
ここで強調したい。また、幕用図としての城絵図には、必ずしも城の実情がそのまま描かれないこと
も同時に明らかになったといえよう。

３章 二の丸図の概要と二の丸御殿図の編年

１ 二の丸図の分類と概要
金沢城の二の丸を描いた絵図は、平成１４年度以来現在（平成１７年２月末日）までの絵図調査により総
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数１９０点を確認した。その目録は、本報告の最後に付表「所蔵者別二の丸図目録」として掲げた。今
後の継続調査で若干の増加は期待でき，とくに儀礼関係図は相当な数でまとまって発見される可能性
がある。これまで確認した二の丸図はどれも、様々な図柄をもち用途も多様であったが、作成目的に
よる分類の（３）軍学関係図（縄張図）および（４）景観案内図（鳥瞰図、細見図）に該当するものはな
かった。なお平成３年『金沢御堂・金沢城調査報告書�（金沢城史料編）』の「金沢城関係絵図等資
料目録」（以下「平成３年目録」と略記）において「金沢城二の丸図」と区分した絵図のうち５９・６３・７１・
７２・７３・８３・８９・９４・９９号（いずれも金沢市立玉川図書館蔵）・２３０号（石川県立図書館蔵）は金沢城の二の丸
御殿図とする確証がなく、竹沢御殿・金谷御殿・江戸藩邸もしくはその他の武家屋敷の間取とみるべ
きものであったので削除した。また、襖紙の絵柄見本の冊子（平成３年目録２２７号）、文化の二の丸御殿
造営時の障壁画家名・画題を記録した冊子（平成３年目録５３号、２２８号）等も絵図目録に馴染まないので割
愛した。
幕用図の一つとして、宝暦５年２月に作成された幕府巡見上使提出用の建物等色分図１０枚組図（平

成３年目録２５号）を前号に掲げたが、その中に含まれる二の丸御殿全図も幕用図である。しかし、この
２５号二の丸御殿全図と同系の写図が、後述のように３点あり、相互比較のため、本図は、ここでは二
の丸御殿全図の一つとみて考察したい。２５号も作事所作成のものであり、幕府用に転用しただけであ
るから、この場合図柄・図様から幕用図・藩用図という違いは出てこない。このほかの二の丸図もお
おむね藩用図に分類でき、大きく普請会所系（甲類）・作事所系（乙類）と、年寄以下の諸奉行およ
び藩士が二の丸御殿での役目や儀礼に対応するため作成したもの（丙類）に大別できる。
甲類「普請会所系」には、地割図系統の全域図の二の丸だけの部分図（７８号・６号③など）、および

石垣積みに関する説明図（穴生方後藤家文書の石垣構築技術に関する絵図６７・６９・１６７・１６８・１７３・１７４号）な
どが入り、甲類以外は、大きくみれば作事所で作成された絵図、もしくはそれを転写した派生図とみ
られる。とくに作事所作成図を模写した御殿内の部分間取り図に、朱線や付札を加え、座列や儀礼手
順を書き入れた無彩絵図が８９点あったが、これを「儀礼図」と総称し丙類とした。作成目的が作事所
のそれと異なり、御殿内での儀式や政務を行うさい必要な情報を書き付けた儀礼マニュアルで、絵図
というより文書に近い側面をもつからである。作事所作成図（乙類）を分類すると、二の丸御殿全体
の平面図、御殿一部の間取図、御殿以外の建物平面図のほか、御殿内外の諸建物の立面図や起絵図な
どがあり、多彩であった。文字記載が皆無のものもあるが、部屋名のほか戸・障子・天井等建物の仕
様を記入したもの（指図類）が多く、文字情報も多様であった。前号で考察した建物等色分図と同系
統の彩色御殿間取図は、乙類を代表する二の丸御殿平面図なので、このタイプの御殿間取図（全図・
部分図とも）を乙１類とし、御殿内外の諸建物の立面図・起絵図などは乙２類とした。このいずれにも
分類しがたいものを乙３類とし１９０点を分類したが（付表「所蔵者別二の丸図目録」参照）、これを所蔵者別
に整理すると以下の通りとなる。

表６ 所蔵者別の二の丸図概要
所蔵機関 合計点数 甲類 乙１類 乙２・乙３類 丙類
金沢市立玉川図書館 １２３ ７ ３１ ３５ ５０
県立歴史博物館 ８ ８
県立図書館 ６ ６
金沢大学附属図書館 ３ ３
前田土佐守資料館 ７ １ ６
富山県立図書館 １ １
横山家 ６ ６
河内山家 ２７ ２７
松井建設本社 ９ ８ １
合計 １９０ ７ ５８ ３６ ８９

二の丸図は全域図に比べ、文字記載
の豊富なものが多く、文字情報から同
一図柄であっても用途の違い、作成年
次の違いが判明することがあり、図
柄・図様と作成目的との関連性は全域
図ほど強くない。むしろ個々の絵図の
文字情報から、作成年や作成目的がわ
かるので、文字記載を解読・考察した
うえで編年しなければならない。そこ

で、乙類を代表する御殿全図の文字記載を紹介しながら、編年案を次に示したい。
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２ 二の丸御殿図の編年
上の二の丸図分類で、乙類の作事所系平面図・指図等は５８点となったが、うち御殿全体を描く平面

図は３８点（表７表示３２件）あり、これに中奥・表など御殿の部分間取図等９点を加えたものを当面、絵
図編年の対象としたいと考え表７に掲げた。このうち、文化７年の二の丸再建時までの御殿全図１５点
（表７の１～１５）について、景観年代および作成（書写）年代、作成事情がある程度解明されたので、こ
こで紹介し、表７の記載順・景観年代をもって編年案としたい。文化８年以後の江戸後期の御殿全図
等については、今後の課題となる。
まず、宝暦９年大火以前（江戸前期）の二の丸御殿全図６点について個々に所見を述べ、編年理由

を示しておきたい。すでに前号「絵図調査報告�」２章で江戸前期建物等色分図A～C類の年代比定
に関連し言及しているが、さらにこの時期の御殿全図を１点追加できたので、重複するところもある
が、前期建物等色分図 A～C類と御殿全図６点の関係を再整理し、江戸前期における二の丸御殿の変
容過程を確認したい。

�４５号「金沢城二之丸座舗之図」：元禄以前の二の丸御殿
本図は元禄７～１０年の二の丸御殿御居間廻り・御広式改築、部屋方増築以前の間取図で、１７世紀後

半の二の丸御殿の様相がわかる一級資料である（前号「絵図調査報告�」）。まず文字情報から紹介しよう。
①絵図裏の標題「元禄年中 二御丸御座舗図 全 土州公ヨリ」
②絵図右上の詞書「二ノ丸御広式、元禄年中マテノ御絵図写」

「二御丸惣御屋形絵図、但御居間廻并御小書院等建替り不申以前之絵図ニ御座候」
①の「土州公ヨリ」は、前田土佐守家（藩年寄、加賀八家の一）より入手し手写したとの意と推定され、
伝来において信頼のおける絵図で、②で御広式は元禄期までの姿であると断る。また「御居間廻り」
（藩主の執務・生活空間、江戸城の中奥に相当する空間なので本論では「中奥」という表現も併用）と小書院などは、
建替以前の御殿図であると記載するが、次にみる２０７号によれば、御居間廻り・小書院（白書院付近）
を「新宅」すなわち改築後の建物とし、本図と異なる平面プランを描くので、元禄７～１０年の二の丸
御殿の増改築以前の絵図と推定した。
したがって、本図は寛永８年創建の二の丸御殿に最も近い平面全図といってよく、さらにいえば元

禄７年以前、五代藩主綱紀の初入国（寛文元年）以後の二の丸御殿間取図とするのが妥当であろう。そ
の特徴を、その後の二の丸御殿図と比較してみると、建坪は現存二の丸御殿全図のなかで最も小さく、
御広式（御座敷）と表御殿・御居間廻が完全に離れ、数寄屋敷に建物（部屋方）がまだなく、御居間先
の庭に馬場がない点が注目される。また裏口門は「切手門」（１章で関説）とされ、御殿内の部屋呼称
も、後掲表８のごとく宝暦以後の呼称と異なっていた。

�２０７号「金沢城座敷之図二之丸」：元禄改築直後の二の丸御殿
本図は大鋸コレクションの中の一本であるが、「朱引之通道筋、青紙御新宅、黄紙御古屋」という

注記があり、御居間廻（中奥）と白書院付近、数寄屋敷の部屋方が青紙であり、約９００坪ぐらいの元禄
の増改築箇所が明瞭である。元禄の増改築で、数寄屋敷に部屋方が新築され、中奥が御広式と棟続き
となり、御殿が拡充されたことが本図から確認できるが、表御殿は変化がなかった（前号「絵図調査報
告�」）。白書院の改築で「楽屋御長屋」と廊下続きとなり、「御納戸」「御茶挽所」が増設された点も
注意しておきたい。宝暦５年以後の御殿図では、白書院（小書院）周辺に奥書院・松の間がみえるが、
２０７号と４５号に見えない。本図作成以後、宝暦年間までに増築されたものであろう。田中徳英氏のご
教示によれば、「松の間」の初見は正徳年間とのことなので、４５号および本図は正徳年間以前の御殿
図といえよう（本紀要の田中徳英論文参照）。４５号・２０７号および宝暦５年図（２５号）における部屋名称の
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表７ 二の丸御殿全図一覧
編
年
順

平成３年目録
番号・枝番 描写範囲 景観年代 個別標題 彩色 法量

（縦×横）所蔵者・所蔵機関 文庫名・旧蔵者など 作成年・写年代・備考

宝暦９年以前 二の丸御殿図
１ ４５ 御殿全図 元禄７年以前 金沢城二之丸座舗之図 彩色 １６６×１２０ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫
２ ２０７ 御殿全図 元禄１０年増築以後 金沢城座敷之図二ノ丸 彩色 ８３×６５ 石川県立歴史博物館 大鋸コレクション⑥

３ ２５ � 御殿全図 宝暦５年２月
二之御丸御家廻り并御広式等
絵図（１０枚組図「金沢城図」
のうち）

彩色 ８０×１１１ 金沢市立玉川図書館 氏家文庫 氏家栄太郎写

４ ２３７ � 御殿全図 宝暦５年図系 御家廻り図（１４枚組図「金沢
御城中絵図」のうち） 彩色 ５４×５９ 石川県立図書館

５ ６１ 御殿全図 宝暦５年図系 二ノ丸御殿図 彩色 ７２×８４ 金沢市立玉川図書館 大友文庫 寛政４年写
６ ６４ 御殿全図 宝暦５年図系 屋敷間取図 彩色 ７７×８２ 金沢市立玉川図書館 大友文庫
宝暦再建以後、文化５年以前

７ ６０ 御殿全図 宝暦１３年頃 宝暦年中二之御丸御殿地指図 無彩 １１５×２０３ 金沢市立玉川図書館 大友文庫
８ ４６ 御殿全図 天明７年 文化焼失以前二の丸之図 彩色 １３６×２５７ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫
９ ４７ 御殿全図 寛政５年 二之丸御殿御広式御絵図 彩色 ９６×１８１ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫

１０ 新 御殿全図 寛政５年 金沢表二之御丸御殿并御広式
御絵図 彩色 １７９×９０ 村松家

文化５～７年再建時の二の丸御殿図
１１ ４８ 御殿全図 文化６年４月 二之丸御殿絵図 無彩 ８０×５４ 金沢市立玉川図書館 前田貞醇旧蔵 文化６年４月２６日
１２ 新 御殿全図 文化６年４月 金沢城二の丸御殿図 無彩 ８０×５５ 石川県立歴史博物館 篠原一宏家 文化６年４月２６日
１３ 新 御殿全図 文化６年５月 二ノ丸御屋形図 無彩 ２７２×１４０ 前田土佐守家資料館 文化６年５月
１４ ５１ 御殿全図 文化６年５月 金沢城二ノ丸之図 無彩 １４０×２６０ 金沢市立玉川図書館 前田貞醇旧蔵
１５ ４９ 御殿全図 文化６年１２月 金沢城二之丸御殿図 無彩 １００×５２ 金沢市立玉川図書館 前田貞醇旧蔵 文化６年１１月写

文化７年再建以後

新 御殿全図 文化７～１２年 二ノ御丸絵図 無彩 １０５×１５２ 金沢大学附属図書館 文化１３年正月写
嶋野（印）

５０ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二ノ丸絵図面 彩色 ８７×１３７ 金沢市立玉川図書館 郷土史料 文化８年以降
５２ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二之御丸御殿明細図 彩色 １４０×７０ 金沢市立玉川図書館 郷土史料 本瓦・桟瓦の区別

５４ � 御殿全図 文化７年以後 金沢城二之丸御住居殿閣図
二之丸全図（縮尺約１／２００） 彩色 ８０×１６８ 金沢市立玉川図書館 氏家文庫

５４ � 御殿分割図 文化７年以後 金沢城二之丸御住居殿閣図
二之丸全図（三分割図） ３枚 彩色 ８０×５６ 金沢市立玉川図書館 氏家文庫

５７ �～� 御殿分割図
（４枚）

文化７年以後

二之御丸御殿並御広式下部屋
等絵図 ①表御式台より竹之間
迄 御台所より柳之御間まで（縮
尺約１／２００）

彩色

４０×５４

金沢市立玉川図書館 清水文庫②滝の御間・波の御間ヨリ御居間
廻り御広式廻りリ迄（縮尺約１／
２００）

５２×５５

③御広式下壇廻り（縮尺約１／
２００）

３３×４３

④橋爪御門櫓５疋建御厩 ２８×４０
５８ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二之丸御殿之図 彩色 ９６×１１６ 金沢市立玉川図書館 後藤文庫
２１０ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二ノ丸絵図 彩色 ６６×１４４ 石川県立歴史博物館 村松家
２１１ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二ノ丸絵図 彩色 ７４×１２６ 石川県立歴史博物館 ２－９４７
２１２ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二ノ丸絵図 彩色 １３０×２５５ 石川県立歴史博物館 ２－１３５５ 「金沢市史」別刷１４
２３６ 御殿全図 文化７年以後 二之丸御建物平面図 無彩 ７８×１３２ 石川県立図書館 富田文庫慈雲寺本
２３３ 御殿全図 文化７年以後 文化中造営金沢城二之丸諸建物図 彩色 ９０×５３ 石川県立図書館 森田文庫 嘉永７年１１月湯浅本写
新 御殿全図 文化７年以後 金沢城二之丸図 彩色 ７２×１３０ 石川県立図書館
新 御殿全図 幕末 金沢城二之御丸三歩碁之図（２枚） 彩色 ８６×１２４ 石川県立図書館 屋根伏せ図と間取図 鹿嶋所持（印）

２６２ 御殿全図 文化７年以後 二の御丸惣御絵図
（三歩碁） 彩色 ７５×１４３ 金沢大学附属図書館 昭和２年松本正雄

寄贈。四高蔵書 山本左助写

２６３ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二の丸絵図 彩色 １５０×７７ 金沢大学附属図書館 新しい軸装
２８９ 御殿全図 文化７年以後 金沢城二ノ丸御殿間取図 彩色 ７４．２×１２５．６ 富山県立図書館

５６ 御殿表 文化７年以後 金沢城二之丸御殿間取図（縮
尺約１／２００） 無彩 ２８×４０ 金沢市立玉川図書館 清水文庫 表向の一部のみ

８８ 御殿表 文化７年以後 金沢城二之丸転席方絵図 無彩 ７９×５３ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫 「転席方絵図」
２０８ 御殿表 文化７年以後 金城敷面之図 無彩 ７８×１０９ 石川県立歴史博物館 村松家９６ 文政元年６月
２０９ 御殿表 文化７年以後 二ノ丸表向座敷等之図 彩色 ５６×４８ 石川県立歴史博物館 大鋸コレクション⑤
５５ 中奥図 文化７年以後 金沢城二ノ丸御殿御次内巨細絵図 彩色 １７６×２４３ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫 「御造営之頃之図」

７０ 中奥図 文政３年 二之丸御殿御修補絵図（斉泰
相殿につき補修図）（１００分１） 無彩 ６７×８８ 金沢市立玉川図書館 清水文庫 清水篤郷筆

８１ 中奥図 嘉永年中 金沢城二之丸御次内嘉永年中
修補図（縮尺約１／１５０） 無彩 ５６×８０ 金沢市立玉川図書館 清水文庫 嘉永年中 御居間

先土蔵描かず

６８ 中奥・広式図 文化１０年 御広式向御二階之分絵図 彩色 ８０×１００ 金沢市立玉川図書館 加越能文庫
２階部分の張り紙
多し
文化１１年５月写

２１３ 御殿・御広式 文化７年以後 金沢城二ノ丸奥部絵図 彩色 ７８×１１１ 石川県立歴史博物館 ２－１０２２
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異同を表８で比較したが、４５号・２０７
号の間に共通性があり、２５号とこの両
図の間に大きな変化がある。絵図上に
表れた部屋呼称の変化をもって、部屋
呼称変更が画一的に行われたと断定は
できないが、天和～元禄期の城内儀礼
に関する文献に「柳の間」「小書院」
「檜垣の間」と「白書院」「黒書院」

が混用されており（２５）、黒書院・白書院の呼び名が天和～元禄期に併用されていたことがわかる。文献
による部屋呼称変遷の考察は、今後の課題となるが、そこに藩主の意向がどのように関わるかなど検
討すべきことは多い。「白書院」「黒書院」の使用時期が文献で特定できれば、本図および４５号の景観
年代はより明確となろう（２６）。

�２５号：宝暦５年「二之御丸御家廻リ并御広式等絵図」
本図は上述の通り「金沢城図」１０枚組図のうちの１枚であるが、原本でなく大正・昭和期の郷土史

家である氏家栄太郎氏の写したものである。「二之御丸御家廻リ并御広式等絵図」という題箋があり、
絵図下に次のような付札があった。
「 覚

表９
金沢御城中絵図１４枚構成 金沢城図１０枚構成

③御家廻り（二の丸）
①二の丸御家廻
り・御広式

②三の丸絵図 ②三の丸図
④玉泉院丸様丸絵図 ③玉泉院丸様丸図
⑭薪丸絵図 ④薪丸図
⑩橋爪番所・御厩・諸方
土蔵絵図

⑤橋爪御門図

⑦土橋御門・番所図 ⑥土橋御門図
⑤越後屋敷絵図 ⑦越後屋敷図
⑫下台所・会所・割場絵
図

⑧ 割 場・会 所・
下台所図

⑨金谷御広式絵図 ⑨金谷御広式
⑬金谷番所・七疋建御厩
絵図

⑩金谷番所・七
疋建御厩図

①惣絵図
⑥東の丸・御本丸絵図
⑪御作事所絵図
⑧石垣惣絵図

一、二之御丸大御書院上段下段
一、同竹之御間
一、虎之御間
一、矢天井之御間
一、実検之御間
一、御式台
一、瀧之御間

（年寄前田直躬）

土佐守殿溜之由
一、芙容之御間

（大聖寺藩主前田利道）
備後守様御溜之由

一、御小書院
一、萩之御間
一、牡丹之御間
一、松之御間
一、奥御書院
一、蔦之御間
一、檜垣之御間
一、柳之御間
一、御台所

右、二之御丸御殿御表向御間数如斯御座候、以上、
亥二月 但、宝暦五年

右御城中御長屋并御櫓曁御殿廻リ御間数等御書上可
申旨、御城代ヨリ被仰渡候ニ付、二紙ニ相調上ル、

宝暦五年 亥二月十日 」
この付札から、この組図１０枚は金沢城代の命をうけ、宝暦５年２月１０日に城代方へ提出された建物等
色分図であることが明瞭である。図様・図柄から作事所で作成し提出したことも間違いない。同年２

表８
４５号（元禄７年以前） ２０７号（元禄１０年以後） ２５号（宝暦５年）
御式台 御色代 御式台
中式台 中御色代 裏御式台
なし 中門 実検之御間
大台所 大御台所 御台所
御黒書院 黒御書院 柳之御間
なし 御料理之間 檜垣御間
御白書院 白御書院 御小書院
切手御門 御門 御裏御門
楽屋御長屋 楽屋御長屋 御楽屋
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月４日、江戸より早飛脚が到着し、三月中に幕府巡見上使が派遣されるとの報せがあり（２７）、その一報
をうけ本図作成が金沢城代から作事奉行に発せられ１０日の提出にいたったと推測される。かくも早い
対応ができたのは、作事所に本図の元となる組図が常に架蔵されていたからであろう。
なお、巡見上使松平頼母・大河内善兵衛が金沢に到着したのは４月２１日で、１０月１日まで滞在し、

能登・越中など領国監察のほか、城内建物の監察を行ったが、その間に城内の櫓・土蔵・長屋・狭間
の調査を行い、武器在庫、家臣人数などを書き上げさせている（２８）。本図もその一環で作成されたもの
である。しかし、本図が実際に幕府巡見上使に提出されたかどうかは確認し得ない。本図のような詳
細に部屋名を書き込んだ建物間取図が、幕府上使に本当に提出されたのか疑問も残るが、幕府用に準
備したという意味で幕用図の一種としておきたい。図様・図柄は作事所系の藩用図で、その転用にす
ぎない。
石川県立図書館の「金沢御城絵図」１４枚組図（２３７号）は、本図に近い建物等色分図の組図であり、

両者の組図構成の相違を対照すると表９の通りとなる。城全体を描く①惣絵図は、前号で指摘したよ
うに、本来この組図に照応しない建物等色分図B類に属する図柄をもち、もともとこの組図になかっ
たものと考えられる。また⑧石垣惣絵図は普請会所系の絵図であり、普請会所から提出されたものを
作事所系の建物等色分図の組図とともに収納したため、この組図に紛れ込んだものと考えられる。こ
れ以外の１２枚が宝暦５年２月の組図（２５号）と対応するが、氏家本（２５号）にない⑥「東の丸御本丸
絵図」と⑪「御作事所絵図」が県立図書館本（２３７号）にあり、県立図書館本は藩伝来のものである
可能性もあり、こちらを善本とすべきと考える。しかし、氏家本の①「二の丸御家廻り・御広式」図
にあった上掲の付札は、県立図書館本になく、氏家は県立図書館本を写したのではなかった。
６１号「二の丸御殿図」および６４号「屋敷間取図」（いずれも、大友文庫金沢市立玉川図書館蔵）の図柄を観
察すると、２５号系統の二の丸御殿全図であると確認され、単独の御殿図として、宝暦５年の二の丸御
殿図のみが模写されていた。ただ、御殿内の文字記載は２５号・２３７号より少なく、部屋方が割愛され
ているので、図柄からは両組図の御殿全図に劣る。２５号－①・２３７号－③・６１号・６４号の４枚は同一
図柄の二の丸御殿全図であり、これを宝暦５年図系の御殿全図とすることができる。
建物等色分図C類に分類した「金沢城御殿絵図」（１３号）の二の丸御殿を観察すると、宝暦５年図

系御殿全図に近似する。違いは部屋方の間取りが一部異なる程度で、ほぼ同時期の景観と観察できた
ので、前号で、金谷御殿の変遷も勘案し１３号C類絵図の下限を寛延３年（１７５０）とした。２３７号と１３号
には多くの付札があり、その文字記載は、下記の通りで、２５号と同一箇所が多い。１３号と宝暦５年図
系との関連の深さはここからも傍証される。

表１０
１３号（C類）付札 ２３７号（宝暦５年）付札 ２５号（宝暦５年）原図記入

実検之御間「御射手御異風御番所」 同左 実検之御間

柳之御間「御横目所」「御奏者番席」「組頭席」「御用所」「御祐筆部屋」 同左「御祐筆部屋」のみなし 同左

檜垣御間「新番頭溜」「御使番溜」「新番御徒小頭并新番御徒溜」 同左 同左

蔦之御間「若年寄中席」 同左 同左

松之御間「年寄中御家老役席」「年寄中内談所」「御城代付与力詰所」 同左 松之御間

一方で、部屋方間取の南側で明確な差異が確認され、２５号の金谷御殿図と１３号の金谷御殿の間にも
明確な差異が認められるので、１３号は宝暦以前の姿とした。よって宝暦５年図系の景観は、宝暦３年
８月１日に「御新殿御上棟御規式」が行われたので、その御殿改築（２９）以後であることは確実といえる。
なお、宝暦５年から宝暦９年の城焼失までの間は御殿改築の記録がなかった。
御殿全域図１３号および宝暦５年の御殿全図と、２０７号つまり綱紀時代後半の御殿平面プランを比べ

ると、白書院周辺と部屋方・御広式で大きな変化があったとわかる。すなわち、白書院（小書院）付
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近で松の間・奥書院・年寄内談所が増築されており、部屋方と御広式も増改築され、中奥でも改築に
より御居間・御居間書院等の位置が変わり、桐の間・船の間などが新たに登場し、居間先にあった３８
間の馬場が縮小されている。建物等色分図C類に先行する A類でも「松の間」「奥書院」が書かれる
ので、松の間・奥書院の増築は、少なくとも六代吉徳時代（享保８年～延享２年）以前となるが、田中徳
英氏の教示によれば、正徳以前となる可能性が高い。今後文献による裏付け調査が必要である。
建物等色分図C類に先行する景観年代をもつA類・B類について、前号で綱紀晩年（元禄１０年～享保

９年）から６代藩主吉徳時代の金沢城を描くと指摘したが、上述により、二の丸御殿平面プランは、
４５号→２０７号→A類→B類→C類→宝暦５年御殿図（２５・２３７・６１・６４号）の順に変遷したといえる。写真
（４３頁）でみるとA類から宝暦５年図までは、御殿の部屋方や金谷御殿の変化が目に付くが、表御
殿・中奥・御広式の景観はさほど変化がない。
江戸前期の二の丸図の変遷をまとめると、４５号は元禄以前の綱紀前期の御殿図、２０７号は元禄１０年

増改築直後の御殿図、A類・B類・C類は、綱紀晩年から吉徳時代の御殿で宝暦元年までの姿。宝暦
５年図は、１０代重教初期に行われた宝暦３年改築後の御殿を示すもので、これが宝暦９年に全焼した
二の丸御殿であった。

次に、宝暦大火後文化５年火災まで、江戸中期の二の丸御殿図３種類４点についてみていきたい。
�６０号：宝暦１３年「宝暦年中二之御丸御殿地指図」
本図は御殿図を多数所蔵する大友文庫のなかの一本であるが、絵図の端裏書に「宝暦年中二之御丸

御殿地指図 やね形、水はき樋砂溜」とあり、御殿の表式台や竹の間（大広間）・虎の間・実検の間・
表能舞台が描かれていないことから、宝暦の再建時の絵図と確認できる。宝暦９年大火後の再建経緯
は田中徳英氏の論考（３０）、『加賀藩史料』等で周知なので詳細は略すが、宝暦１１年から本格化した御殿
再建事業の結果、宝暦１３年４月藩主重教は新築された御殿中奥（御居間廻り）に移った。本図端裏書の
「宝暦年中」という年代は、図柄・文献記録等と矛盾はなく、宝暦１３年４月に完成した御殿全図とみ
て間違いない。茶色で排水路、朱線で屋根形を示すので、作事所で作成した指図とみられ、御殿造営
を指導した金沢城代もしくは造営奉行の手元に置かれたものであろう。屋根形を描いた朱線に寸法の
ほか「コノ軒、御式台下エ通ル」といった説明もある。
宝暦１３年の藩主入居以後も再建事業は続くが、その後変化した姿を描く４６号・４７号では、本図と異

なる部屋方・御広式（橘の間など）が描かれ、表式台や虎の間が増築されている。三者を比較すると宝
暦の御殿再建過程が具体的にわかる。
�４６号：天明７年「文化焼失以前二之丸の図」
本図には標題・端裏書がないが、「安永三年実検之御間相建申候」「安永三年虎之御間相建申候」

「安永三年御式台相建申候」という３枚の付箋と、「天明七年菱御櫓并御長屋六間相建申候」「天明七
年御対面所辺御住居替被仰付候」「天明七年御居間辺御住居替被仰付候」という３枚の付箋が貼付さ
れていた。安永３年の表式台・実検の間・虎の間、天明７年の菱櫓の竣工は周知の事実であるが、御
広式の対面所辺、中奥の御居間辺の「御住居替」が天明７年になされたというのは本図が伝える新事
実である。御住居替とは、改築の意味なのか、移住なのか検討を要するが、注意しておきたい貼紙で
ある。絵図本体に書かれた部屋名や藩士身分などは４７号と重なる所が多かったが、付箋の年号から、
安永～天明期の御殿再建が終了した時点の景観を描くものであり、成立は二の丸菱櫓等が再建された
天明７年とするのが妥当であろう。文献では五十間長屋・橋爪門続櫓の再建は天明８年とされるの
で（３１）、天明８年以前の景観とするのが妥当であろう。五十間長屋と橋爪門続櫓が彩色されていないの
は、未完であったためと推定される。４７号では、五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪二の門などが彩色さ
れ、本図より再建が進捗した姿となっている。
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�４７号：寛政５年「二之丸御殿御広式絵図」
本図右上に「金沢表二之御丸御殿并御広式等御絵図 寛政五歳四月改之」とあり、右下の貼紙に

「一、御居間三間四方二重板敷アイニ糠入、
一、御用之御間弐間半ニ三間 右同断之事、
一、御囲六尺ニ弐間半 右同断之事、
一、御寝所三間四方 右同断之事、
右寛政五年ニ出来被仰付候事 」とあり、その脇に「四歩一間之割」とあるので、寛政５年４月

に改訂された二の丸御殿図であることは明確で、一間４分（１５０分１）の縮尺図であった。４６号と比べ
ると、虎の間から柳の間に斜めの廊下が増築され、五十間長屋・橋爪門続櫓・橋爪二の門が彩色され
ており、天明７年までの景観を描く４６号より再建が進展したことがわかる。図柄からみて寛政５年と
みて矛盾はない。また、上記の貼紙から、御居間・御用の間・御寝間の規模が明確にわかるが、二重
板敷構造で板の間に糠を入れたのは、どういう効果をねらった工夫か検討を要する。なお、貼紙の脇
で、朱太線は「最前無之所ニ相立候熨斗立并仮仕切之印」、黒太線は「熨斗立并掛塀、最前有之所ニ
今般熨斗立等以下」と塀の凡例を記すが、抹消のため薄くなり消えかかっている。塀の形態が再建に
よってどう変化したか窺えるが、何かの事情で一旦抹消したのであろう。
以上３点のほか、表７に掲げた「金沢表二之御丸御殿并御広式御絵図」（村松家蔵）も宝暦の再建過

程を描く絵図であるが、４７号と図柄ばかりか標題・貼紙の文字記載まで同じであり、同系の写であっ
た。絵図の彩色仕上げなどは４７号のほうが丁寧であり、臨本であろう。

最後に、文化５年から７年にかけて行われた、二の丸御殿再建の最中に描かれた絵図を５点紹介す
るが、この５点どれも無彩絵図で、朱書きが入る程度であった。まずさきに標題・端裏書などの文字
記載をまとめて掲げておこう。
�４８号：文化６年４月「二之丸御殿絵図」加越能文庫
（端裏書）「文化六己巳四月二十六日御移徙之二之丸御殿図」
�新：文化６年４月「金沢城二の丸御殿図」篠原一宏家
（絵図右上）「文化五年五月廿九、初而木作立、十二ケ月ニ而出来、

御居間先御土蔵ハ正月ヨリ取掛
文化六己巳御造営之御殿図
四月廿六日 御移徙被遊、但シ御小書院・竹之御間・大式台ハ未御出来無之」

�新：文化６年５月「二ノ丸御屋形図」前田土佐守資料館
（紙袋上書）「文化六年 二之御丸屋形図

己巳五月 」
�５１号：文化６年５月「金沢城二ノ丸之図」加越能文庫
（絵図右上）「二之御丸図」
�４９号：文化６年１１月「金沢城二之丸御殿図」加越能文庫
（端裏書）「文化五年五月廿九日、初而木作立、十二ケ月ニ而出来、御居間先御土蔵ハ正月ヨリ取懸、

此節出来□フ
文化六己巳御造営之御殿図
四月廿六日御移徙被遊、但シ御小書院・竹之御間・大式台ハ、未御出来無之、巳十二月不
残御出来 」

（絵図右下）「御広式下之部屋方画図ハ本図之外、余図を以継足シテ故、本図ト下部屋方と間数ニ少々
違可有之、檀箱之処ハ大体ニ合ヒ候故継足候得共、其心得ニて可見候、間数ハ間違無之
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候へ共、高ト下ノ間寸厘毛之違可有之与被存候、一図
（カ）
ニ与望候故、其処致改正、其心得

ニて可見候事、
巳十一月写之 御作事奉行小堀左内�御広式画

（カ）
綱江借写ス、 」

この５点を図柄からみると、��は部屋方と表能舞台がともに描かれず、同系統の絵図写である。�
�は文化６年４月の藩主斉広の御殿移徙時の絵図であると標題でうたっており、ともに文化６年４月
２６日の藩主移徙にあたり作成された御殿全図である。その時点では表能舞台・表御殿等は未完であっ
た。�と�も細部に多少の違いはあるが同一系統の写本とみてよい。�は��と図柄は多少異なるが、
表能舞台は貼紙であるし、部屋方は絵図右下の説明で別図をもって継ぎ足したと説明するので、本来
は��と同一系統の絵図である。��図を基本に、それに表能舞台図や別図にされていた部屋方図を
組み合わせた合成図が�である。また、�と�の標題説明はよく似ているが、�は文化６年１２月にす
べて出来たという文言があり、一方で文化６年１１月に作事奉行より借用し写したと記すので、成立は
文化６年１１月で、端裏書は同年１２月以後に追記したものであろう。��には「巳１２月不残御出来」の
文言がなく、竹の間・虎の間・表式台付近の文字記載をみると、�には障子・天井等の建物仕様に関
する書き込みが多くみられるのに、��には全く記載がない点から、�は文化６年４月以後の表御殿
の作事に関する指示を書き込んだ指図と判断される。
��の文字記載で特徴的なのは、表式台と五十間長屋石垣との間の距離を２箇所で測り「御玄関柱

ヨリ御石垣迄九間四尺計、但是迄拾間四尺計、指引シテ七尺計出申事」「御玄関柱ヨリ御石垣迄拾間
四尺計、但是迄拾弐間計、指引シテ七尺計出申事」と記している点である。文化の再建で玄関位置が
７尺ほど出て石垣との距離が縮まったことがわかるが、両図ともに、この文字記載があり、御殿二階
部分の貼紙の位置も一致するので、年紀不明の�も�と同じく文化６年５月図系の写とみることがで
きる。
以上にもとづき、表７に示したような絵図年代（編年）が確認されたが、今回の考察から除外した

江戸後期の御殿全図（彩色図）のなかには、表７の５０号、５２号など作成年不明ながら上掲���に近
い図があった。また金沢大学所蔵「二ノ御丸絵図」（「文化１３年５月写之」「六歩四方一坪」とある６分系の無彩
色図）なども��との関連が想定されるが、今後の検討で文化６年図との関連性を追求したい。また、
二の丸図編年に関する総括も次号に譲りたい。

＜注＞

（１）万治元年閏１２月１８日付の本多政長等藩年寄三名連署奉書に「津田玄蕃殿家早々明候而、畳表替其外修理被申

付」（森田盛昌「自他群書」巻１）とある。

（２）津田系譜（「諸士系譜」巻１０、加越能文庫）によれば、津田家は、津田刑部義忠（正勝）→玄蕃正忠→玄蕃

正真→玄蕃孟昭→玄蕃敬脩→玄蕃將順→玄蕃正昭→内蔵助政本と続くが、正真は「初内蔵助」、孟昭は「初

逸角・右兵衛・正郷」とある。寛文期に「故玄蕃」といえば正忠しか考えられない。

（３）石川県立図書館蔵、５６０×５０１㎝、『金沢市史』（絵図編）別刷図１２

（４）加越能文庫（金沢市立玉川図書館蔵）、森田文庫（石川県立図書館）

（５）石川県立図書館蔵、５９０×５４５㎝、『金沢市史』（絵図編）別刷図１１

（６）「切手」は江戸時代、関所手形・通行証・営業許可証・入場券・商券などの語義があり（「日本国語大辞典」小

学館）、二の丸御殿出入りの町人・商人等が通行証を提示した通用門の意味で「切手門」としたのであろう。

金沢城の切手門は、絵図では数寄屋敷の部屋方の入口門の名称となっているが、数寄屋敷に部屋方が造成さ

れる以前に「切手門」と呼ぶのは不合理である。

（７）絵図の精度を江戸後期の「御城中壱分碁絵図」と比較した表５参照。なお、本図が原本であるかどうかは確

認できなかった。古書店から入手した資料でなので伝来も不明だが、作事所架蔵の副本もしくはその写本と
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みるべきであろう。

（８）２８４号「金沢御城内外御建物図」尊経閣文庫、前田育徳会蔵

（９）１２１号「金沢城本丸・東丸之図」加越能文庫（金沢市立玉川図書館蔵）は、文政１３年の「御城中壱分碁絵図」

の直前に作られた文化大火後の本丸平面図である。本丸の三階櫓横に１５間６寸の長屋（乾場か）を描くが、

それは文化７～１３年の石黒家「金沢城内絵図」にのみ確認されることから、同じ頃のものだといえる。１２１

号は建物等色分図の本丸部分図（作事所系）だが、本図は全く建物を書かない点で大きく異なる。しかし、

絵図全体の仕上げ方はきわめて近似する。

（１０）後藤彦三郎「秘伝書（２）高石垣等之事」（加賀藩穴生後藤文庫、金沢市立玉川図書館蔵）、『金沢城郭史料』

３３４頁。

（１１）「金沢城下 古図のしおり」（私家版、１９６２）

（１２）「城下町古絵図について」（『金沢経済大学論集』７―１、１９７３）、「城下町の成立・変容」（『伝統都市の空間論・金沢』弘詢社、１９７７）

（１３）「金沢城下絵図史について」（『史林』６２―３、１９７９）

（１４）「『加賀国金沢之図』について」（『日本建築学会学術講演梗概集』１９７５）

（１５）『石垣普請』７章（法政大学出版局、１９８７）

（１６）「公儀へ被上候御城絵図御国絵図改申品々之帳」４冊（加越能文庫１６・２０―７５、金沢市立玉川図書館蔵）、拙

稿「元和～寛文期の金沢城修築について」（『金沢城研究』創刊号、２００３）参照。

（１７）「御国絵図目録」（加越能文庫１６・２０―７８、金沢市立玉川図書館蔵）、「加越能御国絵図ニ関スル書類」（加越

能文庫１６・２０―８１⑲、金沢市立玉川図書館蔵）

（１８）蓮池に作事所があるので延宝４年以前、寛文９年に表門の位置を変えた宝円寺の姿が変更後となっているの

で、寛文９年以後とされるが、延宝２年に小松で死去した小松城代「前田三左衛門」を載せ、寛文１３年（延

宝元年）の代替わりで家督相続した深美右京を載せるので寛文１３年以後延宝２年迄とみた。「延宝古絵図に

みる町づくり」（『再発見！城下町金沢―まちなみと暮らし―』２００１年城下町フォーラムレジメ集）参照。な

お「延宝金沢図」の写本は、幕末から明治以後にかけ４種類作成されている。

（１９）前期の金沢城地割図の精度を４箇所の角度で比較したのが表５である。距離精度については、比較に適した

地点を設定し原寸調査をしなければならないので、今回は略した。今後、城絵図の精度を測る方法を検討す

る必要がある。

（２０）増田前掲１９６２、田中前掲１９７３、１９７７など

（２１）正保３年「絵図ニ付達書覚」（加越能文庫１６・２０―７１、金沢市立玉川図書館蔵）

（２２）野積正吉「正保加賀国絵図の特徴」（『加能史料研究』１５、２００３）

（２３）「高辻帳并絵図御用ニ付江戸ヨリ来頭書写」（加越能文庫１６・２０―４８、金沢市立玉川図書館蔵）

（２４）正保元年１２月２２日「国絵図可仕立覚」（佐賀県立図書館蔵）

（２５）『加賀藩史料』４・５

（２６）本書掲載の田中徳英論文はこの点を考察した先駆論文である。なお、江戸後期の作成と推定される「金沢古

城図」（２３５号、石川県立図書館蔵、冨田文庫慈雲寺旧蔵）の二の丸御殿平面図に黒書院・料理の間のほか「梅

之間之書院」が書かれ、本論で紹介した江戸前期のどの二の丸御殿図るとも異なる平面プランを描く。４５号

や２０７号よりも古い御殿景観なのか、作為的要素の強い江戸後期の編纂物なのか疑問が残る。

（２７）『加賀藩史料』７

（２８）『加賀藩史料』７

（２９）『加賀藩史料』７

（３０）田中徳英「宝暦大火後の金沢城再建における造営組織について」（『日本建築学会計画系論文集』４８０号、１９９６年）

（３１）『加賀藩史料』９

（付記）本稿作成にあたり、金沢城調査研究絵図・文献専門委員会、建造物専門委員会において助言を得た。

―３９―



付表：所蔵者別 二の丸図目録
１９９１
番号

１９９１
枝番 図法 個別標題（組図 呼称等） 彩色 法量１ 法量２ 所蔵文庫・旧蔵 分類

１．金沢市立玉川図書館所蔵
１ ６～８ � 平面図 二之御丸・御数寄屋屋敷（金沢城中地割絵図 甲～丙号） 彩色 １１１×１８７ 加越能文庫 甲
２ ９～１２ � 起絵図 二之御丸（金沢城建物起絵図 甲～丁号） 無彩 １８９×１２８ 加越能文庫 甲
３ ２５ � 平面図 二之御丸御家廻り并御広式（金沢城図） 彩色 ８０×１１１ 氏家文庫 乙
４ ４５ 平面図 金沢城二之丸座舗之図 彩色 １６６×１２０ 加越能文庫 乙
５ ４６ 平面図 文化焼失以前二の丸之図 彩色 １３６×２５７ 加越能文庫 乙
６ ４７ 平面図 二之丸御殿御広式御絵図 彩色 ９６×１８１ 清水文庫 乙
７ ４８ 平面図 二之丸御殿絵図 無彩 ８０×５４ 加越能文庫 乙
８ ４９ 平面図 金沢城二之丸御殿図 無彩 １００×５２ 加越能文庫 乙
９ ５０ 平面図 金沢城二ノ丸絵図面 彩色 ８７×１３７ 郷土史料 乙
１０ ５１ 平面図 金沢城二ノ丸之図 無彩 １４０×２６０ 加越能文庫 乙
１１ ５２ 平面図 金沢城二之御丸御殿明細図 彩色 １４０×７０ 郷土史料 乙

１２ ５４ � 平面図 金沢城二之丸御住居殿閣図 ①二之丸御殿全図（縮尺約１／２００）
（金沢城二之丸御住居殿閣図） 彩色 ８０×１６８ 氏家文庫 乙

１３ ５４ � 平面図 ②二の丸御殿分割図１〔御広式・部屋方〕 （同上） 彩色 ８０×５６ 氏家文庫 乙
１４ ５４ � 平面図 ②二の丸御殿分割図２〔御台所・大広間〕 （同上） 彩色 ８０×５６ 氏家文庫 乙
１５ ５４ � 平面図 ②二の丸御殿分割図３〔橋爪門・五十間長屋〕 （同上） 彩色 ８０×５６ 氏家文庫 乙
１６ ５５ 平面図 金沢城二ノ丸御殿御次内巨細絵図 彩色 １７６×２４３ 加越能文庫 乙
１７ ５６ 平面図 金沢城二之丸御殿間取之図（縮尺約１／２００） 無彩 ２８×４０ 清水文庫 乙

１８ ５７ � 平面図 表御式台より竹之間迄 御台所より柳之御間まで（縮尺約１／２００）
（二之御丸御殿并御広式下部屋等絵図） 彩色 ４０×５４ 清水文庫 乙

１９ ５７ � 平面図 滝の御間・波の御間ヨリ御居間廻り御広式廻り迄（縮尺約１／２００）
（同上） 彩色 ５２×５５ 清水文庫 乙

２０ ５７ � 平面図 御広式下壇廻り（縮尺約１／２００） （同上） 彩色 ３３×４３ 清水文庫 乙
２１ ５７ � 平面図 橋爪御門櫓五疋建御厩 （同上） 彩色 ２８×４０ 清水文庫 乙
２２ ５８ 平面図 金沢城二之丸御殿之図 彩色 ９６×１１６ 後藤家文書 乙
２３ ６０ 平面図 宝暦年中二之御丸御殿地指図 無彩 １１５×２０３ 大友文庫 乙
２４ ６１ 平面図 二ノ丸御殿図 彩色 ７２×８４ 大友文庫 乙
２５ ６２ � 平面図 御能拝見之節出所等絵図 （御用番方御絵図） 無彩 ２０．５×２９．５ 大友文庫 丙
２６ ６２ � 平面図 御能舞台拝見所絵図 （同上） 無彩 ２７．５×３８．５ 大友文庫 丙
２７ ６２ � 平面図 御用之間江被召候節絵図 （同上） 無彩 ２１×３０ 大友文庫 丙
２８ ６２ � 平面図 桧垣之間席絵図 弘化３年 （同上） 無彩 ２８×４０ 大友文庫 丙
２９ ６２ � 平面図 桧垣之間席絵図 （同上） 無彩 ２１×３０ 大友文庫 丙
３０ ６２ � 平面図 御奥書院図（諸大夫年寄中御家老役御判物頂戴所図） （同上） 無彩 ２８×４５ 大友文庫 丙
３１ ６２ � 平面図 御奥書院図（年寄中家督等御家老役儀之御礼所） （同上） 無彩 ３３×５０ 大友文庫 丙

３２ ６２ � 平面図 於御奥書院御使帰御目見人出所並御用番誘引出所等絵図
（同上） 無彩 ２２×２９ 大友文庫 丙

３３ ６２ 	 平面図 御大広間図（御弘之節出仕以上列居御絵図） 文化９年 （同上） 無彩 ３６．５×５３．５ 大友文庫 丙
３４ ６２ 
 平面図 松之間席絵図 安政２年 （同上） 無彩 ２８×４８．５ 大友文庫 丙
３５ ６２ � 平面図 御広間御勝手図 （同上） 無彩 ４７×３６ 大友文庫 丙
３６ ６２ � 平面図 蔦之御間図 弘化４年 （同上） 無彩 ４７×３６ 大友文庫 丙
３７ ６２ 
 平面図 於瀧之御間経書講釈御聴聞等之節絵図 （同上） 無彩 ２１×３０ 大友文庫 丙
３８ ６２ � 平面図 御広間図（跡目立之節） 文化９年 （同上） 無彩 ３３×５１ 大友文庫 丙
３９ ６２ � 平面図 御用之間江被召候節出所等絵図 安政５年 （同上） 無彩 ３０×２１ 大友文庫 丙
４０ ６２ � 平面図 御居間書院図 文政７年 （同上） 無彩 ４７×３５．５ 大友文庫 丙
４１ ６２ � 平面図 御居間書院江御出之節年寄中等出処等図 （同上） 無彩 ４６．５×３５．５ 大友文庫 丙
４２ ６２ � 平面図 御大広間図（人持以下御判物御印物頂載所） 文化７年 （同上） 無彩 ３３．５×５１ 大友文庫 丙
４３ ６２ � 平面図 御小書院図 文化７年 （同上） 無彩 ３３．５×５０．５ 大友文庫 丙
４４ ６２ � 平面図 虎之御間図（御目見外之人々御印物頂載所） 文化７年 （同上） 無彩 ２８×４０．５ 大友文庫 丙
４５ ６２ � 平面図 御小書院図（諸大夫年寄中御家老役御判物頂載所）文政３年 （同上） 無彩 ３４×５１ 大友文庫 丙
４６ ６２ � 平面図 御間補理之図 （同上） 無彩 ２８×８０ 大友文庫 丙
４７ ６２ � 平面図 飛騨守様御登城之節御座付所等之絵図 万延元年 （同上） 無彩 ２３×１７ 大友文庫 丙
４８ ６２ � 平面図 同右 安政６年 （同上） 無彩 ２０．５×２７ 大友文庫 丙
４９ ６２ � 平面図 叙爵之者罷出候所之絵図 文政７年 （同上） 無彩 ２４×３５．５ 大友文庫 丙
５０ ６４ 平面図 屋敷間取図 無彩 ７７×８２ 大友文庫 乙
５１ ６５ 平面図 御居間書院之絵図 無彩 ４７×３４ 成瀬正居旧蔵 丙
５２ ６６ �～� 平面図 大広間御小書院披露方絵図 （仮綴１１枚） 無彩 ２８×４３ 高畠定辟旧蔵 丙
６３ ６７ 立面図 二之丸御居間先御土蔵御石垣縄絵図 文化５年 無彩 ２９×４１ 後藤文庫 甲
６４ ６８ 平面図 御広式向御二階之分絵図 彩色 ８０×１００ 加越能文庫 乙御広式
６５ ６９ 立面図 二之丸雁木坂横切合御石垣縄張之事 無彩 ２８×７６ 後藤文庫 甲
６６ ７０ 平面図 二之丸御殿御修補絵図（縮尺１／１００） 無彩 ６７×８８ 清水文庫 乙中奥
６７ ７４ 平面図 二之丸御居間書院絵図 無彩 ３７×２４ 加越能文庫 丙

６８ ７５ � 平面図 姫君様御城外御出之節御行列御供建ケ所絵図
（金沢城二之丸御守殿御供建方絵図） 無彩 １０８×７８ 加越能文庫 丙

６９ ７５ � 平面図 姫君様初姫様御建込非常之節御立退御行列御供建方絵図（同上） 無彩 １０８×７８ 加越能文庫 丙
７０ ７６ 平面図 檜垣之間御絵図 無彩 ３２×４６ 加越能文庫 丙
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７１ ７７ 立面図 金沢城二之丸御式台絵図（縮尺約１／２０） 無彩 ７０×２０２ 加越能文庫 乙２
７２ ７８ 平面図 二之丸御地面図 縮尺一分一間 無彩 ２８×３９ 加越能文庫 甲
７３ ７９ 立面図 二之丸腰掛図（縮尺１／１０） 無彩 ６８×７９ 加越能文庫 乙２
７４ ８０ � 立面図 縁側部分（金沢城二之丸御用之間御囲起絵図） 無彩 ６９×８０ 清水文庫 乙２
７５ ８０ � 立面図 御用の間（同上） 無彩 ３０×３９ 清水文庫 乙２
７６ ８１ 平面図 金沢城二之丸御次内嘉永年中修補図（縮尺約１／１５０） 無彩 ５６×８０ 清水文庫 乙中奥
７７ ８２ � 立面図 御対面所御絵図御納戸構図（縮尺１／１０図）（御対面所絵図） 無彩 ４２×６５ 清水文庫 乙２
７８ ８２ � 平面図 御対面所基礎の石位置図（御対面所絵図） 無彩 ５３×６７ 清水文庫 乙２
７９ ８４ � 立面図 御長屋扉（縮尺約１／１０ 立面図）（御居間先御長屋等絵図） 無彩 ４０×８４ 清水文庫 乙２
８０ ８４ � 立面図 御厨子図（縮尺約１／５ 絵図正面図）（御居間先御長屋等絵図） 無彩 ５２×３９ 清水文庫 乙２
８１ ８５ 立面図 檜垣御間絵図（縮尺約１／１０） 無彩 １０４×１８４ 加越能文庫 乙２

８２ ８６ � 平面図 安永三年於檜垣之御間御判物被下候節之絵図（檜垣之御間
絵図） 無彩 ２４×１８ 加越能文庫 丙

８３ ８６ � 平面図 寛政九年御表小将撰之節御居間書院四ノ間絵図（檜垣之御間
絵図） 無彩 ３７×２６ 加越能文庫 丙

８４ ８７ 立面図 柳之御間之図（縮尺約１／２０） 無彩 ５５×８９ 加越能文庫 乙２
８５ ８８ 平面図 金沢城二之丸転席方絵図 無彩 ７６×５３ 加越能文庫 乙
８６ ９０ � 立面図 二ノ御丸橋爪御門脇御櫓妻絵図（二ノ御丸・桐木御門図） 無彩 ８１×１１５ 大友文庫 乙２
８７ ９０ � 立面図 二ノ丸橋爪御門脇御櫓平絵図（二ノ御丸・桐木御門図） 無彩 ８２×７８ 大友文庫 乙２
８８ ９１ 平面図 金沢城広式正月行事進退図 無彩 ６５×９９ 大友文庫 丙
８９ ９２ 平面図 金沢城広式料理場図 無彩 ３６×４６ 大友文庫 丙
９０ ９３ 平面図 上御台所総絵図 無彩 ３９×５１ 大友文庫 丙
９１ ９５ � 立面図 御玄関地差図（御玄関絵図） 無彩 ４８×６７．５ 大友文庫 乙２
９２ ９５ � 立面図 御玄関箱壇正面立差図（御玄関絵図） 無彩 ５５×６８ 大友文庫 乙２
９３ ９５ � 立面図 御玄関立絵図（御玄関絵図） 無彩 １２９×１３４ 大友文庫 乙２
９４ ９５ � 立面図 御玄関軒廻り屋根裏与天井等絵図（御玄関絵図） 無彩 ７２×８９ 大友文庫 乙２
９５ ９５ � 立面図 御玄関扉図（御玄関絵図） 無彩 ８６×１０８ 大友文庫 乙２
９６ ９６ 平面図 於表御舞台御規式御能被仰付候御補理御絵図 無彩 ７４×１５５ 大友文庫 丙
９７ ９７ 平面図 金龍院様御中陰御法事之節之絵図 無彩 ５６×４０．５ 大友文庫 丙
９８ ９８ 平面図 御楽屋等之図 無彩 ４０×５６ 大友文庫 丙
９９ １００ 平面図 於御表御舞台御規式御能有之節披露絵図 彩色 ４０×８４ 大友文庫 丙
１００ 新 平面図 金沢二之御丸御殿並御広式等御絵図 彩色 １７９×９０ 村松家 乙
１０１ １３５ � 立面図 菱御櫓二階等階子建所図（金沢御城櫓等之図） 無彩 ５４×３８．５ 大友文庫 乙２
１０２ １３５ � 立面図 菱御櫓地指図 （同上） 無彩 ３６．５×３８ 大友文庫 乙２
１０３ １３５ � 立面図 菱御櫓屋根指図 （同上） 無彩 ５０．５×５０ 大友文庫 乙２
１０４ １３５ � 立面図 菱御櫓北之方同東之方図 （同上） 無彩 ２８×６０ 大友文庫 乙２
１０５ １３５ � 立面図 五拾間長屋図 （同上） 無彩 ２８×４５．５ 大友文庫 乙２
１０６ １３５ � 立面図 橋爪御櫓先年ノ建方御絵図 （同上） 無彩 ２８×６１ 大友文庫 乙２
１０７ １３５ � 立面図 橋爪御櫓近年建方御絵図 （同上） 無彩 ２８×５４．５ 大友文庫 乙２
１０８ １３５ � 立面図 橋爪御門唐舗割図 （同上） 無彩 ２８×４０．５ 大友文庫 乙２
１０９ １６０ � 立面図 菱櫓絵図 （金沢城菱櫓絵図等） 無彩 ２８×３７ 清水文庫 乙２
１１０ １６０ � 立面図 櫓及長屋の梁伏図と木摧 （同上） 無彩 ２９×４２ 清水文庫 乙２
１１１ １６０ � 立面図 部分略図 （同上） 無彩 １３×１８ 清水文庫 乙２
１１２ １６０ � 立面図 紡錘車の如き図 （同上） 無彩 １５×１３ 清水文庫 乙２
１１３ １６７ 平面図 橋爪一之御門台並御櫓台御石垣積直指図絵図（文化５年） 無彩 ４２×１０９ 後藤文庫 甲
１１４ １６８ 平面図 橋爪御門御櫓台下石積之図 無彩 ２５×３６ 後藤文庫 甲
１１５ １６９ 立面図 橋爪御馬廻御番所図（十分一立面図） 無彩 ６８×９７ 加越能文庫 乙
１１６ １７０ 平面図 金沢城橋爪御門・鶴之丸塀鉄砲狭間之図 無彩 ４２×１０４ 加越能文庫 乙
１１７ １７１ � 立面図 橋爪一之御門図三十分一（橋爪御門等御絵図） 無彩 ７７×２７ 加越能文庫 乙２
１１８ １７１ � 立面図 窓・段見取図（橋爪御門等御絵図） 無彩 ３０×２２ 加越能文庫 乙２
１１９ １７１ � 立面図 橋爪二之御門図三十分一（橋爪御門等御絵図） 無彩 ３９×９６ 加越能文庫 乙２
１２０ １７２ 立面図 橋爪御門渡御櫓之図 無彩 ２４×５８ 加越能文庫 乙２
１２１ １７３ 立面図 橋爪二之御門下舗石弐拾分一之図 無彩 ７０×８２ 後藤文庫 乙２
１２２ １７４ 立面図 橋爪御櫓台御石垣積直出来曲尺合等之控絵図 無彩 ４３×９８ 後藤文庫 乙２
１２３ １７５ � 平面図 橋爪御門図起絵図４枚付（橋爪御門・金谷御馬場図） 無彩 ２８×４０．５ 大友文庫 乙

２ 県立歴史博物館・県立図書館・金沢大学附属図書館等
１ ２０７ 平面図 金沢城座敷之図二ノ丸（大聖寺藩文庫旧蔵、安永以前、西湾識） 彩色 ８３×６５ 県立歴博 乙
２ ２０８ 平面図 金城敷面之図 無彩 ７８×１０９ 県立歴博 乙表
３ ２０９ 平面図 二ノ丸表向座敷等之図 彩色 ５６×４８ 県立歴博 乙表
４ ２１０ 平面図 金沢城二ノ丸絵図 彩色 ６６×１４４ 県立歴博 乙
５ ２１１ 平面図 金沢城二ノ丸絵図 彩色 ７４×１２６ 県立歴博 乙
６ ２１２ 平面図 金沢城二ノ丸絵図 彩色 １３０×２５５ 県立歴博 乙
７ ２１３ 平面図 金沢城二ノ丸奥部絵図 彩色 ７８×１１１ 県立歴博 乙御広式
８ 新 平面図 金沢城二の丸御殿図 無彩 ８０×５５ 県立歴博篠原家 丙
９ ２３７ � 平面図 御家廻り図（金沢御城中絵図） 彩色 ５４×５９ 県立図書館 乙
１０ 新 平面図 金沢城二之丸図 彩色 ７２×１３０ 県立図書館 乙
１１ ２３３ 平面図 文化年中造営金沢城二之丸諸建物図 彩色 ９０×５３ 県立図書館森田文庫 乙
１２・１３ 新 �� 平面図 金沢城二之御丸三歩碁之図 （２枚） 彩色 ８６×１２４ 県立図書館 乙
１４ ２３６ 平面図 二之丸御建物平面図 無彩 ７８×１３２ 県立図書館富田文庫 乙
１５ ２６２ 平面図 二の丸惣御絵図 彩色 ７５×１４３ 金沢大学 乙
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１６ ２６３ 平面図 金沢城二の丸絵図 彩色 １５０×７７ 金沢大学 乙
１７ 新 平面図 二ノ御丸図 無彩 １０５×１５２ 金沢大学 乙
１８ ２８９ 平面図 金沢城二ノ丸御殿間取図 彩色 ７４．２×１２５．６ 富山県立図書館 乙
１９ 新 平面図 二ノ丸御屋形図 無彩 ２７２×１４０ 土佐守家資料館 乙
２０ 新 平面図 二ノ丸松の間・檜垣間図 無彩 １１１×１１６ 土佐守家資料館 丙
２１ 新 平面図 書院広間絵図 無彩 ２８×４１ 土佐守家資料館 丙
２２ 新 平面図 二の丸御広式書院図 無彩 ２８×４０ 土佐守家資料館 丙
２３ 新 平面図 大広間頂戴之絵図 無彩 ２８×３８ 土佐守家資料館 丙
２４ 新 平面図 奥書院絵図 無彩 ２８×４０ 土佐守家資料館 丙
２５ 新 平面図 御奥書院絵図 無彩 ２８×３９ 土佐守家資料館 丙

３ 年寄横山家・藩士河内山家・井波大工松井家（松井建設本社）など
１ 新 平面図 未８月２８日牡丹之間儀式図 無彩 ４１×５４ 横山隆昭家文書１１ 丙
２ 新 平面図 御判物頂戴之節御作法図 無彩 ５６×５０ 横山隆昭家文書１２ 丙
３ 平面図 御書院座列図 無彩 １０５×４６ 横山隆昭家文書１３ 丙
４ 平面図 被仰渡人有之時御間囲図 無彩 ３６×２４ 横山隆昭家文書１４ 丙
５ 新 平面図 御組等之内被仰渡人有之候節御間配り等図 無彩 ３５×４７ 横山隆昭家文書１５ 丙

６ 新 平面図 檜垣之間年頭御礼図 「申正月４日 権八様年頭之御礼被仰上候ニ付、
御慣シ之砌、御前より御出シ被成候御間之図写置、本紙返上仕候」

無彩 ４０×３１ 横山隆昭家文書１６ 丙

７ 新 平面図 天明５年 居間書院に於て教千代様元日御礼絵図 無彩 ２８．５×２０ 河内山勲家文書１ 丙
８ 新 平面図 文化６年 檜垣之御間に於て人持以下御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２ 丙

９ 新 平面図 文化７年 松之御間二之御間に於て太梁院様御葬式并御中
陰等御法事相勤拝領に付披露絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書３ 丙

１０ 新 平面図 文化１０年 松之御間披露絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書４ 丙
１１ 新 平面図 安政３年 松之御間二之間に於て拝領に付披露絵図 無彩 ３６×２４ 河内山勲家文書９ 丙
１２ 新 平面図 正月２日 大広間に於て御謡初御規式絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書１１ 丙
１３ 新 平面図 正月６日 大広間に於て寺社方御礼所絵図 無彩 ４１×２８．５ 河内山勲家文書１２ 丙
１４ 新 平面図 小書院に於て前田土佐守隠居御礼献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書１９ 丙
１５ 新 平面図 小書院に於て大森三郎兵衛御目見献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書２０ 丙
１６ 新 平面図 小書院に於て御左右二行にて御印物頂戴御広蓋置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書２１ 丙
１７ 新 平面図 小書院に於て芳春院献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書２２ 丙
１８ 新 平面図 小書院に於て元日御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２３ 丙
１９ 新 平面図 小書院に於て隠居并子息御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２４ 丙
２０ 新 平面図 小書院に於て西養寺入院之御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２５ 丙
２１ 新 平面図 小書院人持以下大工頭御判物御印物頂戴所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２６ 丙
２２ 新 平面図 檜垣之御間に於て人持以下御判物御印物頂戴所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２７ 丙
２３ 新 平面図 大広間に於て人持頭分御礼所并平士以下御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書２８ 丙
２４ 新 平面図 小書院に於て本阿弥次郎太郎御目見献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．４ 河内山勲家文書２９ 丙
２５ 新 平面図 小書院に於て松岡斉宮太夫御目見献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．４ 河内山勲家文書３０ 丙
２６ 新 平面図 大広間に於て今津甚右衛門等献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．４ 河内山勲家文書３１ 丙
２７ 新 平面図 小書院に於て東本願寺御進物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．４ 河内山勲家文書３２ 丙
２８ 新 平面図 大広間に於て元日御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書３３ 丙
２９ 新 平面図 大広間に於て人持以下御印物頂戴御広蓋置付所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書３４ 丙
３０ 新 平面図 小書院に於て若年寄竹田市三郎御判物頂戴御広蓋置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書３５ 丙
３１ 新 平面図 小書院に於て大森友次郎御目見献上物置付所絵図 無彩 ２８．５×２０．５ 河内山勲家文書３６ 丙
３２ 新 平面図 文政四年 檜垣之御間二之御間に於て拝領披露絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書３７ 丙
３３ 新 平面図 小書院に於て人持以下御大工頭御礼所絵図 無彩 ４０．５×２８．５ 河内山勲家文書３８ 丙
３４ 新 平面図 金沢城二の丸 五十間長屋平面図 無彩 １１１×４１ 松井建設本社� 乙

３５ 新 平面図 二の丸部屋方間取図 無彩 １０３×７５．５ 松井建設本社�
朱書、６分計

乙

３６ 新 平面図 二の丸桧垣之間・松之間・奥御書院等平面図（付屋根ふせ図） 無彩 ５１×７０ 松井建設本社�
朱書、１間１寸

乙

３７ 新 平面図 二の丸御柱太サ指示平面図 「御柱太サ差別朱手大小之通」 無彩 ５５×７２ 松井建設本社�
朱書

乙

３８ 新 平面図 二の丸竹の間付近平面図（付屋根ふせ図） 無彩 ５６×６７ 松井建設本社�
朱書

乙

３９ 新 平面図 二の丸奥書院上段縁側襖絵指示図 （２枚）
（付凡例図） 無彩

２４×２５３
（３５×４６）

松井建設本社�
朱書

乙

４０ 新 平面図 二の丸御殿御居間付近の図（付水道路線） 無彩 ６０×５６ 松井建設本社�
朱書

乙

４１ 新 立面図 裏御門 平十分一 彩色 ９３×８０ 松井建設本社� 乙２
４２ 新 平面図 二之御丸五疋建御厩絵図 彩色 ３７×５３ 松井建設本社	 乙
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①１７世紀後期、元禄７年以前「金沢城二之丸座舗之図」
金沢市立玉川図書館蔵

②元禄１０年増築直後 「金沢城座敷之図二之丸」
石川県立歴史博物館蔵

③享保～延享（１７１６～４８頃） A類「金沢城図」（部分）横山隆昭氏蔵

④享保～延享（１７１６～４８頃） B類「金沢御城中絵図①惣絵図」（部分）石川県立図書館蔵

⑤宝暦元年頃以前 C類「金沢城御殿絵図」（部分）
金沢市立玉川図書館蔵

⑥宝暦５年 「金沢御城中絵図③御家廻り」（部分）
石川県立図書館蔵
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⑦宝暦１３年頃 「宝暦年中二之御丸御殿地指図」
金沢市立玉川図書館蔵

⑧天明７年図 「文化焼失以前二の丸之図」金沢市立玉川図書館蔵

⑨寛政３年図 「二之丸御殿御広式御絵図」
金沢市立玉川図書館蔵

⑩文化６年４月図 「金沢城二の丸御殿図」
石川県立歴史博物館蔵

⑪文化６年５月図 「二ノ丸御屋形図」前田土佐守家資料館蔵
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鶴丸倉庫の構造と意匠
－平成１４～１６年度建造物調査からの報告－

正見 泰

１ 鶴丸倉庫とは
鶴丸倉庫（写真１）は、その名称とは異なって、金沢城内の東ノ丸附段と呼ばれる曲輪に建てられ

た大型の城郭土蔵である。桁行２１．８４０m、梁行１４．５６０mの腰平石貼り土蔵造の総二階で、建築面積
３３３．４５㎡ 延床面積６３５．９８㎡（下屋は除く）あり、棟高９．０４８m（最高高さ９．７６m）、切妻の桟瓦葺き
の鞘屋根を持ち、建物周囲に雨落溝が巡っている。西面妻入りで、２つ並んだ出入口を覆うように桟
瓦葺きの下屋が付加されている。この下屋は平成１３年の修理に際して整備されたもので、当初のもの
でも復元されたものでもない。
なお、広島大学の三浦正幸氏によれば、現在全国で、江

戸時代のまま城内に残っている城郭土蔵は、大阪城金蔵、
二条城に米蔵３棟、高知城本丸納戸蔵があり、これに明治
以降城内で移転された宇和島城の旧武器庫、正確には土蔵
ではないが石垣造（穴蔵）の大阪城焔硝蔵を含め７棟ほど
が残っているだけだとされている（１）。
平成１４年度から今年度までの間に、金沢城の建造物基礎

的調査として、鶴丸倉庫に関する現地及び史料調査を当室
で行った結果、新知見等がまとまって得られたので、今回
その概略を報告する。

２ これまでの研究
櫓、城門等の城郭建築（２）や御殿建築は図面類が比較的多く残されているのに対して、土蔵に関して

は残されている史料が少なく、現在の鶴丸倉庫に関しては平成２年まで史料が調査されておらず（３）、
その後に新たな史料の発見もなかった。そのため、鶴丸倉庫に関する文献としては、県土木部から金
沢工業大学建築史研究室に依頼し、竺 覚暁氏、中森 勉氏、冨島義幸氏が調査した、「金澤城址鶴
丸倉庫及び第六旅団司令部の建築調査所見と方針（平成１２年１月）」（以下、『所見』とする。）がま
とめられているだけである。
この調査では、棟札等が発見されなかったため、創建年代を特定するに至らなかったが、鶴丸倉庫

の沿革について、竺氏等は、「鶴丸倉庫の建立年代を直接に知る史料は見いだせない。ただし、明治

写真１ 現況の鶴丸倉庫

「
御
城
分
間
御
絵
図
」

に
描
か
れ
た
鶴
丸
倉
庫

（
前
田
育
徳
会
蔵
）

図１ 東ノ丸附段土蔵の変遷図 写真２
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５年（１８７２）に旧陸軍が管理するようになってからの史料が『建造物履歴表』（昭和１６年成立で、以
降これに新たな記事が書き加えられている。以下『履歴表』とする。）に残る。ここでは「被服庫」
と呼ばれ、「土蔵造二階家」とされ、昭和１６年頃の状態を示すと考えられる平面図が付属する。」と述
べている。
また『所見』の中の総合的所見で、「鶴丸倉庫の構造・技法をみるならば、在来の土蔵や、おなじ

く金沢城内に残る藩政期の建築とも共通する点が多々みうけられ、同じ建築技術の系統に属するとい
える。洋風トラス等、旧陸軍が建設した西洋から新たに導入された構造・技法を用いる建築とは異なっ
ており、旧陸軍の建設したものとはみなし難い。以上から判断するならば、鶴丸倉庫は成巽閣蔵金沢
城絵図の成立以降、藩政期末期の建立とみなすのが最も妥当であろう。」と結論づけた。
ところが、平成１４年度の当室の絵図調査で、「御城分間御絵図」（前田育徳会所蔵 写真２）は、竺

氏等が「成巽閣蔵藩政期末の絵図」と言及した金沢城絵図よりも描写年代が新しく、弘化２年（１８４５）
から嘉永３年（１８５０）の頃の様子が描かれていることを確認した。さらに、当室の研究紀要第２号（４）

の「金沢城全域絵図の分類と編年－金沢城絵図調査報告�－」で既に報告したように、当室での資料
整理の過程で、この絵図の東ノ丸附段には、現在の鶴丸倉庫と位置及び平面規模が合致する土蔵が描
かれていることが、室員によって発見された。確認のために鶴丸倉庫の実測調査を実施した結果、江
戸時代に建設されたことがはっきりした（図１）。

３ 成巽閣土蔵との比較
３－１成巽閣土蔵とは
成巽閣は、文久３年（１８６３）に１３代藩主斉泰が継母である

真龍院の隠居所として、竹沢御殿跡地の一郭に建てた巽御殿
を始まりとする。成巽閣の建つ敷地は、御殿建築と庭園から
なる数寄の要素を持つ御殿空間であるが、今も残る辰巳長屋
や通りに面する塀の構造・意匠が、金沢城内の櫓や太鼓塀の
ものと共通しており、金沢城の出丸的な性格も感じられる。
成巽閣土蔵（写真３）は、巽御殿の敷地内に建てられた土蔵
で、現在公開されていないが、昭和５８年県指定の有形文化財
となっており、桁行１９．６９m、梁行９．８５m、建築面積２１１．２１
㎡ 延床面積３８７．８９㎡の総二階建で、規模は鶴丸倉庫の３分
の２程度である。平入りである点、桟瓦葺き鞘屋根の形状が寄棟である点が、鶴丸倉庫との目立った
相違点である。
また、田中俊之氏によれば成巽閣土蔵は、「文久３年（１８６３）の巽新殿（現在の成巽閣）建立の際

に、現在位置に築造されたもので、それ以来、大修理も大改造も行われず」、「外部は白漆喰塗、腰越
前石平貼り、基礎は亀甲石積み二段で、葛石とともに戸室石を用いている。」とし、「格式高く優れた
伝統的手法で造られており、規模も大きく、この種の土蔵の典型的な遺例として重要な建築である。」
とされている（５）。
このように、成巽閣土蔵は鶴丸倉庫よりも１５年ほど後の建築物ではあるが、同じ頃に加賀藩によっ

て建築されたことが明らかな金沢城関連の土蔵であることから、比較対象として現地調査を行った。

３－２構造の比較
屋根はともに、土蔵建築ではしばしばみられる鞘屋根となっている。しかし、数寄の要素を持つ空

間に建築された成巽閣土蔵が寄棟形式を採用しているのに対して、城郭内に建築された鶴丸倉庫は一

写真３ 現況の成巽閣土蔵
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般的な切妻形式となっている。
架構は、建物の外壁では半間ごとの柱を全周に立てている点は同様

であるが、鶴丸倉庫の梁行方向は成巽閣土蔵に対して１．５倍大きくなっ
ているため、桁行方向だけでなく梁行方向にも内部の２間ごとに９本
のより太い独立した柱（６）を立て梁・貫で繋ぎ、中央の柱上に舟肘木を
おいて棟木等を受ける、と言う独特の工夫がなされている。一方、成
巽閣土蔵も桁行方向、大棟の下に独立柱を立て棟木を受けているが、
船肘木は使用していない。
１階床は、地盤面を建物周囲の地面からやや嵩上げした上で、礎石

の上に短い床束を立てて支えている点や、石造の基礎部分に換気口を
設けて床下換気を図っている点は同様である。ところで今回の調査中
に、換気口の蓋が、成巽閣土蔵では外側に石製の片引き戸式で設けられているのに対し、鶴丸倉庫で
は、現在は失われていて材質は不明ながら、外側に上げ下げ式（写真４）で設けられていたことが判っ
た。鶴丸倉庫のような上げ下げ式の換気口の蓋（７）は、第六旅団司令部なども含め、現存する城内にあっ
たいずれの建築物にも見ることはできない特殊な方式である。

３－３外部意匠の比較
外壁は、腰部分の高さが異なるものの、ともに表面が平滑で矩形の板状の石（８）を垂直方向に通った

位置で菱形の金物を使って押さえ、腰より上部は塗籠の壁としている（写真６）。さらに、基礎部の
石積み（９）と雨落溝の縁石（葛石）には、戸室石を使用している点も共通する。
また、開口部に関しては、窓には同じ意匠の装飾的な枠を漆喰で造形し、鉄格子を入れている点や、

窓の内側には片引きの土戸を備え、外側には取り外し可能な板葺きの庇が付けられている点（１０）も共通
する。しかし出入口の扉は、鶴丸倉庫の２箇所ともが片引き土戸（１１）であるのに対し、成巽閣土蔵では
両外開きの土戸（扉）である。金沢城内で両外開きの土戸（扉）の例は、三階櫓の出入口に使われて
いたことが判っている。ちなみに現存する三十間長屋の２箇所の出入口はともに両引き土戸であり、
石川門の３箇所の出入口は総て片引き土戸である。金沢城では出入口の戸を特定の形式に限定したわ
けではなく、様々な形式が見られるが、それらの形式によってどのように差別化が図られていたかに
ついては今後分析を行いたい。
今回の鶴丸倉庫と成巽閣土蔵の比較調査からは、建築された空間の違いによって細部には異なって

いる点が見られるが、全般的には構造・材料や意匠に共通性を持っていると言える。

４ 陸軍の建築した土蔵との比較
大正１１年（１９２２）に陸軍が建築し、昭和４７年に金沢大

学から（株）百萬石文化園に売却された土蔵風の建物（以
下、単に土蔵とする。写真５）が存在したことが、金沢
大学の資料（用途廃止の起案及び購入者が提出した解体
撤去届）から判明した。現在は金沢湯涌創作の森（金沢
市所有）となっている当時の檀風苑に移築され、今でも
金沢湯涌創作の森の施設として活用されていることも
判った。しかし、所有者の市の話では旧檀風苑の建物で
あった当時から壁体がブロック造になっていたとのこと
で、旧檀風苑への移築に際して、以前通りに修復して保
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写真４

写真５ 城内にあった当時の陸軍の土蔵
（奈良文化財研究保管写真）
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存されたのかについては疑問が残る。
ともあれこの土蔵は、鶴丸倉庫に比べると半分以下の規模で、建坪１３５㎡、総二階建て平入りで、

二ノ丸の極楽橋袂付近に建っていたことを、前出の陸軍の『履歴表』や、独立行政法人文化財研究所
奈良文化財研究所保管のガラス乾板写真などで確認した。しかし、前述したように、創建時の通りに
移築されている確証がないため、城内にあった当時の写真により外観のみの比較を試みた。２階の窓
廻りの漆喰造形の意匠、庇を取り付けるための金具は、鶴丸倉庫と共通している。一方、外壁の腰が
海鼠壁（１２）になっていることが外観上の大きな違いである。また窓の防火戸形式が鶴丸倉庫や成巽閣土
蔵では１、２階とも内片引き土戸であるのに対して、陸軍の土蔵では少なくとも２階の窓には両外開
きの土戸（扉）が付けられている点が異なっている（１３）。なお鞘屋根であったかどうかや換気口の状態
については、写真では確認できなかった（１４）。
今回の調査では、現在も残る陸軍の土蔵については、限定的な比較であるが、鶴丸倉庫とは外壁腰

の材質、窓防火戸の形式のような重要な点で相異が見られることが判った。

５ 腰の石貼りに関する新知見
鶴丸倉庫と成巽閣土蔵の比較で、外壁腰の石貼り（写真６）を外部意匠の共通点として挙げたが、

加賀藩が建築した城郭土蔵に共通する特徴であったと考えられることが判った。文化大火（１８０８）後
の二ノ丸再建時の造営記録である「御造営方日並記（以下、『日並記』とする。）（１５）」には、土蔵の腰
の石貼りに関して、文化６年（１８０９）正月６日の項に「御居間先土蔵腰板石、鵜川石為持届候由、越
前ニ無之而ハ不宜故、右ハ御広式胎内ニ用ヒ、越前之分詮議、村田三郎兵衛へ申談也」、同年５月４
日に「御土蔵腰石」の記述が、また材料に関して「越前腰石」や「越前板石」の名称が他項にも見ら
れる。このことから、外壁の腰を海鼠壁とする長屋（加賀藩では長細い形状の平面を持った櫓を「長
屋」と呼んだ。）に対して、城郭土蔵の外壁腰を越前石で平貼りすることが、少なくとも文化年間に
は加賀藩では一般的になっていたことが窺える。
また、『日並記』上巻の中には「越前腰石」や「越前板石」の規格（長さ×幅×厚）が複数見られ、

①３尺×１尺２寸×２寸５歩、②３尺×１尺２寸×３寸、③３尺×１尺５寸×２寸５歩、④３尺２寸
５歩×１尺５寸×２寸５歩、⑤３尺２寸５歩×１尺５寸×４寸、⑥４尺２寸５歩×１尺５寸×２寸５
歩、の６通りが確認され、長さ３尺～４尺２寸５歩（約９０．９～１２８．８㎝）、幅１尺２寸～１尺５寸（約
３６．３～４５．５㎝）、厚さ２寸５歩～４寸（約７．５～１２．１㎝）の石
材を使用していたことが判った。
そこで、実際の鶴丸倉庫外壁の腰に使われている板石につ

いて、後世に修補したと明らかに思われる石を避け、無作為
に数枚を選んで計測したところ、長さは８２．２～９０．５㎝で９０㎝
を超えるものはほとんど無く、数値にはかなりばらつきが見
られた。一方、幅は３９．３～４３．５㎝で、大部分が４１．５～４３．５㎝
の間で比較的揃っていた。厚さは正確な計測は難しいが、見
え掛かりで厚みと考えられる部分を計測したところ７．２、７．７
㎝のものがあった。このことから、長さはやや短めながら、
鶴丸倉庫でも規格①ないし③に近い石材が使われていること
が判った。

６ 今後の調査展開
今回の調査により、鶴丸倉庫は、全般的には江戸時代に建築された「土蔵型土蔵」（１６）が共通して持
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つ構造・材料や意匠の特徴を持っており、明治以降に城内で陸軍が建築した土蔵とは関係が薄いと言
える。このほかに、『履歴表』記載の計３箇所増設された非常口は、その付属図面でも、現状の鶴丸
倉庫でも確認することができ、『履歴表』にある「被服庫下家共」が鶴丸倉庫であることが確認され
た。また、壁にそって棚が設けられていたことを示す痕跡、衣服をかけるための棹や、東北隅にあっ
た小階段等の明治以後の改造が竺氏等の調査で既に指摘されたが、今回の現地調査で、現在も残って
いる階段も改造されていることが新たに指摘された。なお、床下換気口が増設されている（１７）こと、２
階床に空けられた荷物の揚げ降ろし用と思われる小穴（９１㎝×８８㎝）は、創建当初から設けられてい
たと推測されること、西面２階窓下に部分的に存在する下見板張り部分は、「御城分間御絵図」に描
かれた土蔵の下屋部分の位置と一致しており、創建当初の下屋の取り付き部分であったと考えられる
ことが、当室が昨年度行った調査で明らかになった。
これまでは、櫓（「長屋型土蔵」（１６）を含む）、城門や城壁のような城郭建築であれば、指図や起絵図

などの建築図面類が比較的よく残っており、その変遷を詳しく知ることができるのに対して、金沢城
の城郭土蔵の建築図面類は数が少なく不明な点が多かった（１８）。しかし、『日並記（文化６年２月１８日
など）』には、城郭土蔵である御居間先土蔵の建築図書が、城方に差し出されたことが記されており、
城郭土蔵の建築図面類も城方で保管されていた可能性があることが判った。今後、鶴丸倉庫を始めと
する城郭土蔵の建築図面類が新たに発見され、藩政期の用途や、現在の鶴丸倉庫への建替経緯などが
確認されることが期待できる。
また今回、『日並記』上巻の記述から加賀藩の城郭土蔵に関する新発見のいくつかの概略を報告す

ることができたが、本年度末に刊行される下巻からも、金沢城の建造物に関してさらなる建築学上の
発見が期待される。

＜注＞

（１）三浦正幸『城の鑑賞基礎知識』（至文堂 １９９９）

（２）注の（１）の著作によれば、城郭建築は武家諸法度による建築の制約を受けた。これに対して、城内にあっ

ても居住用建築物（御殿や土蔵など）は、武家諸法度上の制約を受けなかったとされる。

（３）『金沢御堂・金沢城調査報告書�（金沢城史料編）』（石川県教育委員会 １９９１）。また、この時発見された史

料が、後述の『所見』でも引用している、金沢師団経理部作成の『建造物履歴表』及び『建物臺帳（付属図

面）』（１９４１ 発見時大蔵省北陸財務局所有、現在は石川県立歴史博物館所蔵）である。

（４）研究紀要『金沢城研究 第２号』（石川県教育委員会事務局文化財課金沢城研究調査室 ２００４）２章

（５）『石川県の文化財』（石川県教育委員会 １９８５）

（６）桁行方向は、３間間隔で独立柱が立っている。

（７）「御造営方日並記（注の（１５）参照）」の中に、「御居間先御土蔵、最前ハ土台居ニ候所、此度風抜出来、惣

盤入用之旨、」や「御大蔵風抜蓋銅渡鋲留」の記述が見られ、この「風抜」は建設の過程から判断して床下

換気口を指すものと思われ、加賀藩の土蔵には、床下換気口及びその蓋が文化年間以前から備えられていた

ことが判る。また「風抜蓋銅渡鋲留」の『鋲』については、鶴丸倉庫と同型式の換気口において、上げた状

態（開口状態）の蓋を留めておくために使われる金具のことではないかと推測している。

（８）越前産の笏谷石と考えられる。

（９）積み方は異なり、鶴丸倉庫は見え掛かり１段で、大きめの矩形の戸室石を横に並べている。これに対して、

数寄の空間にある成巽閣土蔵では、基礎部分の石を亀甲積みとすることによって、意識的な化粧を施したこ

とが読み取れる。

（１０）成巽閣土蔵では庇自体は失われていってその形状は不明だが、土蔵外壁面に鶴丸倉庫と同様の取付金具が

残っている。なお、このような窓の漆喰造形や脱着可能な庇は、櫓の類には見られず、むしろ県内では町方
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の土蔵でもしばしば見られる。

（１１）大型のためか１枚の戸に対して、引手金物が２箇付けられた特徴的な土戸である。

（１２）少なくとも腰の下１段は、材種不明ながら平石貼りのように見える。

（１３）１階の窓には外扉は無いように見える。金沢城の藩政期の建築物で、窓に外開き扉形式の防火戸を設けた事

例は見つかっていない。

（１４）現状は、切妻鞘屋根、木構造、二階建で、外壁の立ち上がり部分（基礎を含む）に赤戸室を２段に平石貼し

ており、床下換気口はない。また、１階の窓には外開防火扉はつけられておらず、漆喰による枠も単純な四

角形である。

（１５）本報告で使用した『日並記』の記述文に関しては、金沢市立玉川図書館所蔵の原本を翻刻した、金沢城史料

叢書１『御造営方日並記 上巻』（石川県教育委員会文化財課金沢城研究調査室 ２００４）に依った。

（１６）江戸時代の金沢城内に建築された建物の中には、名称が土蔵であっても、御雛土蔵のように長屋として扱わ

れるものもあり、この場合は外壁腰が海鼠壁で長屋と同じ意匠となっている。本報告ではこの種の土蔵を「長

屋型土蔵」と呼び、居住用（注の（２）参照）とされた「土蔵型土蔵」と区別する。金沢城で城郭土蔵と言っ

た場合は、総べて「土蔵型土蔵」を指すことになるが、成巽閣土蔵は「土蔵型土蔵」であっても、城郭土蔵

とは呼び難いので、城郭土蔵と「土蔵型土蔵」も使い分けた。

（１７）今回の調査で、上げ下げ式の蓋付換気口の外に、明らかに竣工後に増設されたと思われる、工作が粗野な蓋

無しの換気口も見つかっている。このことは、鶴丸倉庫の使用開始後に床下換気の強化を図った証左であり、

湿気対策の必要な状態にあったと考えられる。

（１８）城絵図でも、城郭建築や御殿建築については柱割りや内部区画まで描かれている例が多く見られ、床仕上げ

まで判るものも存在するが、城郭土蔵についてはほとんどの場合、外形線を示すだけである。
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戸室石切丁場確認調査の概要

冨田 和気夫・加藤 克郎

１ はじめに
金沢城の石垣普請に伴う採石関連遺跡群を戸室石切丁場と総称する。
金沢城の石垣は、天正８年（１５８０）の佐久間盛政による金沢坊の攻略後、天正１１年（１５８３）の前田利家

入城を経て、文禄元年（１５９２）に本格的な普請に着手したと伝え、以後、慶長から元和期にかけて本丸
外周や主要な城門、櫓台、外堀等の石垣化が進み、寛永８年（１６３１）大火後の大規模改修で城郭の縄張
りが確定した後も、災害等を契機に幕末まで断続的に石垣修理が続いた（１）。この間、石垣用材は、「戸
室石」の使用を原則とし（２）、必要に応じて石材の採掘・加工、城内への運搬が行われていた。
戸室石切丁場に関するまとまった調査は、昭和５９～６１年（１９８４～８６）度に、北島俊朗氏を中心として

金沢市教育委員会が実施した金沢の石切り緊急調査を端緒とする。途絶えつつある市内の石切り産業
の記録を目的に、主に生活文化史の視点から包括的な調査が行われ、石切場の所在、作業内容や方法、
道具、成品の運搬と流通の諸相や、職人の暮らしがまとめられた（３）。平成５年（１９９３）度には、戸室石
引道を中心に再調査が行われ、関連文書の解読成果（４）を軸に、地元への聞き取り調査等を加えて、近
世から近代に至る、戸室石の採掘と運搬に係る歴史と民俗がまとめられている（５）。
金沢城研究調査室では、石垣構築技術の基礎的調査の一環として、石垣普請の起点となった採石関

連遺跡群の実態を把握するため、平成１５年度（２００３）から国補助を得て戸室石切丁場の確認調査を進め
ている。今回は調査の中間報告として、これまでに把握した石切丁場の分布や遺構構成等について、
概要を紹介することとしたい。

図１ 金沢城と戸室石切丁場の位置
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２ 石切丁場の概要と分布
石垣用材の「戸室石」は岩石学的には角閃

石安山岩に分類される（６）。この岩石は戸室
山・キゴ山等を形成した約４０万年前の火山活
動に起因し、溶岩ドームである両山の山体域
及び溶岩が流下した戸室山北部やキゴ山北部
及び南部では、地表付近にも大形の安山岩塊
が見られる。また、約１万８千年前には戸室
山西斜面が崩壊し、岩屑なだれが西方約２km
の範囲に堆積したことから、山体のみならず
戸室山西側の低丘陵地でも安山岩礫が転石と
して産出する。
このうち、従来から戸室石の採掘域と認識

されていたのは、戸室山の本山域であった。
中でも「戸室山御丁場」として近世後期の文献に登場する戸室山北部域は、大形で良質な原石を豊富
に包蔵することから、近代以降も採掘の中心をなしており、北島氏の調査に収録された戸室山１２カ所
の丁場のうち、９カ所が戸室山北部に所在するものであった。
ところが、平成１１年（１９９９）、金沢城址公園（当時名称）整備に伴って、キゴ山西部の金沢市放牧場

周辺の山林から城内へ運び込まれた戸室石中に、矢穴・ノミ痕・刻印等の加工痕をもつ石材が多数見
つかった。また、現地には採石当時の状態を良好に保つ遺構が残されていることが確認され、石材加
工の特徴から寛永期頃の石垣普請に対応するものと考えられた。これにより石切丁場の分布が戸室山
以外の地域にも広がること、それらには近世前期に遡る遺構を含むことが明らかとなった。一方、城
内では五十間長屋等の建物復元に伴う石垣解体調査（７）を契機に石垣に対する認識が深まり、時期変遷
の整理が進む中で、石垣編年の重要な指標として石材加工の変化が着目されると共に、石材生産遺跡
としての戸室石切丁場の実態解明が課題となった。
戸室石切丁場の分布調査は平成１３年（２００１）度に始まり、次第に対象域を拡大した結果、これまでに

戸室山の北部・西部・南部及びキゴ山の西部・北部、そして戸室山西方低丘陵地にかけての東西約３．５
km、南北約３kmの範囲で、約７００地点の採掘跡を確認した（８）。戸室石産出範囲全域の悉皆踏査は未
完であるが、戸室石の産出状態や金沢城への搬出に係る地形的な制約等を加味すると、現状で把握し
得た範囲が、分布域の主要部分になるとみて大過なかろう。
分布調査で確認し得る最も普遍的な石切丁場の遺構は、原石採掘に伴って形成された石材採掘土坑

（以下、採掘坑と呼ぶ。）である。戸室石の原石は場所により寸法の大小はあるものの、いずれも転

註６文献より作成

図２ 戸室石産出範囲と石切丁場分布

戸室山

キゴ山

写真１ 戸室山・キゴ山と西麓の低丘陵地
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石であった。地表面の転石露頭を掘削して原石を掘り出し、その過程で見つかった第２第３の転石が
次の採掘対象になったと考えられる。採石地点には大小のクレーター状の窪地が残り、その形態は傾
斜地では半円形や馬蹄形、平坦地では略円形ないし楕円形であった。掘削排土を下方に掻き出した傾
斜地の採掘坑では排土山から坑底にかけて若干の平場を呈し、平坦地の採掘坑では周囲に低い土手状
の盛土が形成されていた。採掘坑内外には、多くの場合、小粒の自然礫や何らかの加工痕を伴う石が
を伴っていた。
採掘坑の規模や石材の残存状況は多様だが、代表的なものは以下の５類に分けられる。
A類 平面３～４m前後、深さ１m未満の小型採掘坑で、複数の採掘坑が近接して営まれる傾向

がある。礫の露出が少なく、矢穴痕をもつ石は現在のところ確認できていない。稀に金沢城Ⅱ類（１６
世紀末、文禄期頃）（９）の石垣材に類する自然石が散見する。

１ 田島殿様丁場跡
２ 田島スナハシ丁場跡
３ 田島黒坂丁場跡
４ 清水スケン丁場跡
５ 清水大渡北丁場跡
６ 新保タニ丁場跡
７ 新保大渡丁場跡
８ 別所戸室権現下丁場跡
９ 別所オオヤマ丁場跡
１０ 新保トビヤマ丁場跡
１１ 別所ミヤ丁場跡
１２ 別所コミヤ丁場跡

１３ 湯谷原オーヤマ丁場跡
１４ 別所コイト丁場跡
１５ キゴ山北シシガタン丁場跡
１６ キゴ山西丁場跡
１７ キゴ山西オクノタニ丁場跡
１８ 湯谷原オクノタン丁場跡
１９ 湯谷原グンドウ坂南丁場跡
２０ 湯谷原ワキンタン丁場跡
２１ 平等A丁場跡
２２ 平等B丁場跡
２３ 湯谷原ドント丁場跡
２４ 小豆沢ムカイヤマ丁場跡

２５ 小豆沢ナガヤマ丁場跡
２６ 別所ヤマナカ丁場跡
２７ 別所ダヨモン丁場跡
２８ 新保コヅツミ丁場跡
２９ 新保ハヤシノキ丁場跡
３０ 新保シンボツジ丁場跡
３１ 新保ローカ北丁場跡
３２ 俵大池北丁場跡
３３ 俵大池南丁場跡
３４ 俵テングヤマ丁場跡
３５ 俵スアラシ丁場跡
３６ 俵オオバヤシ丁場跡

３７ 俵サンミョウ丁場跡
３８ 俵シンボグチ丁場跡
３９ 中山モクリザワ丁場跡
４０ 中山オーゾウ丁場跡
４１ 俵オーゾ丁場跡
４２ 俵小学校裏山丁場跡
４３ 俵ニカヤマノヤマ丁場跡
４４ 中山城山丁場跡
４５ 中山ナガヤマ丁場跡
４６ 中山キタヤマ丁場跡
４７ 別所アンバ丁場跡
４８ 清水ショウズ南丁場跡

ドットは採掘坑、ドットの囲み線は埋蔵文化財包蔵地

図３ 戸室石切丁場の分布
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B類 採掘坑の規模や群構成はA類と大差ないが、若干拡大する傾向にある。矢穴痕のある割石
片が伴い、地点によっては分割途上で粉砕した母岩、未製品、原石等が残り、これらに小型の刻印を
付す例が認められた。製品が残存する地点は限られるが、金沢城Ⅲ b類（１７世紀初め、慶長期後半
頃）や、Ⅳ類（１７世紀前半、元和頃）の石材を確認している。
C類 平面６～１０m、深さ２m前後の中型採掘坑。周辺にはB類同様に各種の石材が見られるこ

とが多く、製品は金沢城Ⅴ類（１７世紀前半、寛永期）が多い。戸室山域ではⅥ類（１７世紀後半、万治・
寛文期）の石材（１０）が伴う地点があった。
D類 平面１５m以上だが、深さは２m前後に止まる浅く皿状に掘削された大型採掘坑。B類同様

の石材が確認でき、製品は金沢城ⅣないしⅤ類に対応すると考えられる。
E類 平面１５m以上で深さが３mを超えるイチジク形の大型採掘坑。中には平面数十m深さ４～

６mクラスの大規模採掘坑も含まれ、大量の土砂を搬出した形跡が見られた。割石片の矢穴痕は標
準的な方形矢穴の他、城内では見られない小型のV字形矢穴が認められ、近代に再利用または新規
に掘削された地点を含むと予測される。
各類が主体的に分布する範囲を線引きすると、第３図のⅠ～Ⅴとなる。
Ⅰは、A類採掘坑を主体とする範囲で、石切丁場分布域の西限をなす。戸室山岩屑流堆積域の西半

部にあたり、中山町～俵町西部にかけての低丘陵地である。
Ⅱは、B類採掘坑が主体的な範囲で、岩屑流堆積域の東半部にあたる俵町東部～戸室新保、戸室別

所、小豆沢、湯谷原地内の低丘陵地である。
Ⅲは、C類採掘坑と金沢城Ⅴ類（寛永期）の石材及び同類に関連すると目される大型刻印をもつ原

石の広がりを示したもので、本山域となるキゴ山北西部、戸室山南部、同西部～北部にかけての広範
囲に及ぶ。キゴ山西部（No．１６）はC類が顕著だが AないしB類の支群も含まれ、戸室山西麓にはD
類を交えた群構成の事例（No．８）がある。
Ⅳは、C類採掘坑のうち金沢城Ⅵ類石材（万治・寛文期）を確認した南限域を示したもの。文献（１１）

を参照すると、本来はⅤの戸室山北端部までの広がりを有していたと考えられる。
Ⅴは、E類採掘坑が濃密に分布する区域で、近世後期の文献等に見る「戸室山御丁場」の範囲にあ

たる（１２）。戸室石の採掘が民間に開放された明治初期以降の主要採掘域でもある。
採掘坑の分類や時期比定、線引きの詳細については、今後の調査で検証を要することは言うまでも

ないが、現在のところ、Ⅰは１６世紀末（文禄期頃）に遡る可能性があり、Ⅱは１７世紀初め～前半（慶
長～元和期頃）の遺構を確認できるが寛永期には下らない区域、Ⅲは１７世紀前半（寛永期）、Ⅳは１７
世紀後半（万治・寛文期）、Ⅴは１８世紀以降の採掘域であろうとの見通しを立てている。Ⅰ、Ⅱは、
本来の採掘域のうち、後続時期の主要採掘域と重複しなかった範囲を示すもので、当時の採掘域は、
より東方への広がりを有していた可能性があろう。Ⅲのうち、キゴ山周辺の採掘坑に石材の残存例が
多いのも、同様の理由が考えられる。 （冨田和気夫）

①�類石垣 本丸丑寅櫓下 ②�b 類石垣 本丸辰巳櫓下 ③�類石垣 三ノ丸白鳥堀縁

写真２ 金沢城の石垣材
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①烏帽子形の石と大型採掘坑
（分布図No．１東）

②沢筋の巨石
（分布図No．１東）

③巨石下面の矢穴列
（分布図No．１東）

④殿様丁場奧の刻印原石
（分布図No．１東南）

⑤採掘坑内の刻印原石
（分布図No．５中央）

⑥沢筋に集中する割石群
（分布図No．７東）

⑦戸室山山頂域の刻印原石
（分布図No．４７）

⑧「上」刻印の石材
（分布図No．８北）

⑨戸室山西南斜面の大形採掘坑
（分布図No．８南）

⑩戸室山南西斜面の転石群
（分布図No．８南）

⑪採掘坑内の石材
（分布図No．１２東）

⑫沢筋の割石材
（分布図No．１９）

⑬点在する小型採掘坑
（分布図No．２３）

⑭小型採掘坑の現況
（分布図No．３４）

⑮石垣材の可能性がある自然石
（分布図No．４１）

写真３ 戸室石切丁場の諸相
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３ キゴ山西丁場跡
キゴ山西丁場跡は、標高５４６mのキゴ山西側斜面に、山頂直下から山麓部まで幅広く分布しており、

A～Eの５群に分けられる。このうち平成１５年度はA１群～A３群の石材観察調査、地形測量、試掘
調査等を実施した。その他の群はA群の調査中に新たに確認した地点であるため、まだ詳細を把握
するに至っていないが、B・C群は A群と比較すると採掘坑が小型で割石片が少なく、E群の最高所
には、A群とは異なる種類の刻印をもつ原石（刻印①～③）
が認められた。これらの群については、今後の調査の中で詳
細を確認していきたい。
A１群

キゴ山西丁場跡A１群は、A群内で最も高所である標高５００
～５３６m付近、東西約１００m・南北約１５０mの範囲に分布し、
９カ所の採掘坑を確認している。
採掘坑の規模は、平面が約６～８m、深さは山側で２～３

m程度と A２群の採掘坑より一回り小さい。いずれも採掘坑
内には２m級の原石が掘り出されたままの状態を留めてい
た。原石に矢穴や割面等の石割り作業の痕跡は見られないも
のの、刻印を残す場合があり、三角形の中心に点を打った刻
印を４カ所（刻印②～⑤）、これを円で囲んだ刻印を１カ所
で確認している（刻印①）。いずれもA２～３群と共通する
タイプで、人目に付きやすい場所につけられていた。
A１群の年代については、刻印の様相からA２～３群と同

時期の金沢城Ⅴ類（寛永期）と推定される。
写真４ A１群の採掘坑と原石

（上①、下④）

図４ キゴ山西部の石切丁場と刻印分布
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A２群

キゴ山西丁場跡A２群は、キゴ山西斜面の中腹部である標高４５０～４９０m付近、東西約１１０m・南北
約８０mの範囲に分布している。採掘坑は１２カ所確認しており、主要石材の観察およびA２群南東部分
にある採掘坑第１～４地点周辺に関して地形測量を行った。
A２群の採掘坑の規模は直径が１０m級のものが多い。第１地点は、直径約９mで、斜面の山側で深

さ約４mあり、掻き出された掘削排土量が多いことから排土山で１０×１０m規模の平坦面が形成され、
排土山の直下には掘削の過程で排出されたと考えられる自然礫が多く累積している。この採掘坑平坦
面の脇には、ここで採掘されたと推測される２m級の原石が寄せられており、また、採掘坑中央の
平坦面部分には矢穴痕のある割石片だけでなく、築石未製品・切石材未製品も残存している。これら
石材の残存状況から、第１地点は石割分割作業の途中で廃絶したと推定される。第３地点に関しては、
採掘坑西側が損壊しているが、完成品の石材が残存し、石材加工段階まで行われたことを示している。
また第４地点は、第３地点に採掘坑を切り込まれていることから第３地点に先行して石材採掘を終了
したものと推定される。なお第２地点に関しては、採掘坑が他と比べて平面積が大きく掘り込みも浅
いことや、原石が見当たらないことなど、周囲の採掘坑と様相がやや異なる点があり、採掘途上の採
掘坑である可能性も含めて今後検討する必要がある。
石垣石の完成品は、第３地点採掘坑内、A２群北側（刻印⑪⑫の石材）及び標高４６０m付近の石材

集積部分（刻印⑧⑨⑩⑬の石材）で築石を確認しており、これら残存石材と金沢城内の石垣との対比
から、A２群は金沢城Ⅴ類（寛永期）が主体の丁場跡と推定される。
刻印に関しては３種類確認しており、三角形の中心に点を打った刻印（刻印①～⑦は原石、⑧⑨は

完成品）、及び前記刻印を円で囲んだ大型刻印のある完成品（刻印⑩）は概ねA２群の南側に分布し、
円に掛け印の大型刻印（刻印⑪～⑬、いずれも完成品）は北側に分布する傾向が確認された。なお、
円に掛け印の刻印を原石に刻んだものは未確認である。

図５ キゴ山西丁場跡A群測量図（A２群南東部）
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②採掘坑内の原石

①第１地点の採掘坑 ③採掘坑内の原石

④切石材未製品 ⑤築石材未製品 ⑥平場下の礫

⑦南西部の石材集積 ⑧築石材 ⑨築石材

⑩築石材 ⑪北部域の採掘坑 ⑫北部域の切石材未製品

（刻印①、②）

（刻印③～⑤）

（刻印⑩） （刻印⑧）

（刻印⑬） （○に刻印）

写真５ キゴ山西丁場跡A２群
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A３群

キゴ山西丁場跡A３群は最も山麓部に位置する支群で、標
高４２０～４５０m付近、東西約８０m・南北約９０mの範囲に分布
し、９カ所の採掘坑を確認している。このA３群を踏査した
際６×７m程度の平坦面（第１地点）が確認され、この平
坦面の南側崖面を石積みで補強したように見受けられたこと
から、この地点がキゴ山西丁場跡における作業場・資材置き
場等の性格をもった平場遺構の一つであった可能性を考え、
試掘調査および周辺の地形測量を実施した。
試掘調査の結果、A３群南側の放牧場からと考えられる流

土が約４０～５０cmの厚さで堆積しているため平場遺構に見え
たもので、実は直径約８m、斜面の山側で深さが約２mある
石材採掘坑が埋没したものであることが判明し、周辺の残存
石材から金沢城Ⅴ類（寛永期）が主体となる丁場跡であると
推定された。土層の観察から、石材採掘に伴う排土を低地側
に掻き出している状況がわかり、石材採掘停止後の堆積土を
除去すると、石割りの過程で生成されたと考えられる戸室石
のチップや小フレイクが多く含まれた層が検出された。この
ことから、採掘坑内において完成品になるまでの石材加工を
行ったことが推定された。
また、第１地点の北東約４０mに位置する第３地点では矢

穴痕のある石材だけでなく、A１群や A２群と共通する、三
角形の中心に点を打ち円で囲んだ大型刻印が彫られた石垣石
の完成品も遺存している（刻印⑥）。同大型刻印が彫られた
完成品は第１・３地点の中間地点でも確認している（刻印
⑤）。なお、第１地点の北側斜面では、三角形の中心に点を
打った小型刻印を自然面に刻んだ石を４点確認した（刻印①
～④）。
以上のキゴ山西丁場跡３支群の調査結果から、矢穴など分

割の痕跡が残る石材はキゴ山中腹のA２群以下に限って確認
され、より標高の高いA１群では、原石を掘り出したままで、
石材分割の工程まで進んでいないことが判明した。これらの
ことからキゴ山西丁場跡では、山麓から山頂に向かって石材
採掘作業箇所を移動しており、石割作業に並行して次の採掘
地点の原石掘り出し作業を進めるという、効率的かつ組織的
な丁場運営が想定される。また、A２・A３群の採掘坑の規
模は、戸室石切丁場でも中型に属する採掘坑であり、後述す
る前山域の採掘坑（俵大池南丁場跡）と比較して面積比で約
６倍になる。このことはキゴ山域で採掘される原石が大きい
からというだけでなく、採掘に伴う土工にも労働力を投入し
得た結果とも考えられる。

①第１地点

②第３地点

③築石材

④刻印のある原石

写真６ キゴ山西A３群
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A２群⑧～⑬、A３群⑤、⑥は、石材
正面の刻印、その他は、未加工原石
の刻印

縮尺 約１／１０E群① E群② E群③

A１群① A１群② A１群③ A１群④ A１群④

A２群② A２群③ A２群④ A２群⑤ A２群⑥ A２群⑦

A２群①

A２群⑧ A２群⑨ A３群① A３群② A３群③ A３群④

A３群⑤ A３群⑥
A２群⑩

A２群⑪ A２群⑫ A２群⑬

図６ キゴ山西丁場跡の主な刻印
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４ キゴ山西オクノタニ丁場跡
キゴ山西オクノタニ丁場跡は、キゴ山西丁場跡A３群から北西へ約２００m離れた尾根の西斜面、標

高３９０～４００m付近の東西１５m・南北２５mの範囲に分布しており、採掘坑は３カ所確認している。平成
１５年度は、これら石材採掘坑周辺の地形測量を行い、第１地点については採掘坑内の試掘調査、残存
石材の観察・実測等を行った。
第１地点は急傾斜地に立地しており、採掘坑の平面規模は１０×８m、斜面の山側で深さ約４mを測

り、掘削排土により形成された平坦面上に、粗割材、矢穴痕のある割石片、石垣石未製品等が残存し
ていた。これらは粗加工段階（仕上げ加工前）の作業状態がそのままの姿で遺されたものと考えられ
る。これら残存石材に関しては、矢穴の位置や割面の凹凸、捕獲岩（戸室石に含まれる鉱物）の位置
関係を詳細に観察して石材同士の接合関係を確認した。
石材分割工程は、①大割り（原石→母岩）、②中割り（母岩→粗割材）、③小割り（粗割材→粗石材）、

の３段階で進み、いずれも石割り作業面を上に向けて石を据え、矢穴を彫り、矢を打ち込んで分割し
た後、石材を横倒しして次の石割を繰り返しており、最後に正面を割取り、成形が完了すると、ノミ
で表面を均し、正面に刻印を刻んで完成と考えられる。石材を適宜回転させながら分割し、石垣用材
を調整する一連の作業工程は、戸室石切丁場での石材加工の手順のモデルを提示している。 第１地
点では３カ所で刻印が確認され、石材No．５の自然面および石材No．６の割面には「久」が彫られ
ており（刻印①②）、未製品である石材No．１の天端割面には、円で囲まれたなかに「＋久」刻印が
彫られている（刻印③）。
北側に隣接する第２地点は、幅約５m、深さ２m弱の採掘坑で、第１地点と同様に掘削排土で平坦

面が形成されている。原石には「久」刻印（刻印④）が彫られているが、矢穴など石材分割の痕跡は
確認できない。また、第１地点東側の緩傾斜地に立地する第３地点は、平面規模６×７m程度の浅
く掘り窪めた採掘坑であるが、表面観察では原石や矢穴痕のある割石片等の石材を確認することがで
きず、第１・２地点とは様相を異にしている。なお、性格不明であるが、第２地点東側に３×７m
程度の不整形な平坦面を確認している。
なお、キゴ山西オクノタニ丁場跡では完成品は残存せず、完成品に最も近い石材No．１でも面調

整のための瘤取り作業の途中で停止した状況である。そのため金沢城内の石垣との直接対比ができな
いが、採掘坑の規模と隣接するキゴ山西丁場跡の年代から金沢城Ⅴ類（寛永期）の丁場跡であると推
定している。

第１地点
第２地点

第１地点

図７ キゴ山西オクノタニ丁場跡全体図 写真７ 調査前の状況
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刻印①

刻印②

刻印③
（縮尺約１／１０）

図８ キゴ山西オクノタニ丁場跡第１地点

図９ 第１地点の石材分割工程
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①第１地点の石材検出状況

②石材No．５、No．６ ③石材No．４、３ ④石材No．２、No．１

⑤石材No．９、８、７ ⑥石材No．１正面下部のノミ割痕 ⑦第２地点

写真８ キゴ山西オクノタニ丁場跡
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５ 俵大池南丁場跡
戸室山西方に広がる前山域のほぼ中央部

に位置する俵大池南丁場跡は、金沢市俵町
地内の独立丘陵（標高約２２０m）の丘陵斜
面から頂部にかけて、A群８地点、B群１３
地点、C群１１地点の合わせて３群、３２地点
の石材採掘坑の分布を確認している。
平成１６年度は、A群全体の地形測量、試

掘調査、B・C群の採掘坑部分の写真撮
影、刻印の拓本化等を実施した。
A群の採掘坑規模は、直径３～６m程

度、深さ１m以下の小型採掘坑であるこ
とが確認された。試掘調査を実施した第１
地点採掘坑の規模は、平面が３．５×６m、
深さは１m程度で、採掘坑内には石垣石の完成品（石材No．１）、矢穴痕のある石材や割石片（石材
No．２・３）が残存し、採掘坑の前面には、掘削排土で形成された若干の平坦面が伴っている。また、
採掘坑内の掘削土を土層ごとにふるい分けたところ、石材No．１～３周辺の採掘坑底面に戸室石の
チップや小フレイクが多く散布していたことから、この位置で石材の分割・成形を行っていたと推定
される。また、石材を分割等する際には、石材と地面との隙間に割石片や風化礫を噛ませて、石材を
安定させていることが、No．１・２石材下部の検出状況から推定される。
第１地点以外でも、矢穴痕がある割石片が残存する採掘坑（第２地点）や、刻印が彫られている原

石が残る採掘坑（第８地点：刻印⑤）、未製品が残存する採掘坑（３地点）を確認した。
A群には道跡が２条あり、北側の道跡に関しては明治４２年（１９０９）測量５万分の１地形図に記載さ

れる俵集落から湯谷原集落へ通じる道と推定される。他方はA群中央部に痕跡があり、現況幅は２m
弱である。第８地点以東では道跡の痕跡が不明瞭である一方、以西では遺構の遺存状態が良好である
ので、第８地点西側で試掘調査を実施した結果、山側を掘削し、その掘削土で谷側を盛土しているこ
とが判明したが、路盤改良等は確認されなかった。
A群第１地点に残る石材No．１について、矢で大きく分割したのは現在底面になっている面だけ

で、他の控え部分の面は自然面や節理面であり、一部に剥離痕が見られる。小面は、矢での瘤取り後、
部分的なノミ加工を施しているが、概して凹凸が残り、ノミ痕の上から刻印が彫られていることが確
認された（刻印①）。小面の刻印は完成時に施されると想定されるので、これは石垣石の完成品であ
ると考えられる。なお、石材No．１・２ともに、石材の天端に簡略刻印が彫られている（刻印②③）。
第２地点北方に残存する石材も第１地点石材No．１と同様の状況で、小面の瘤取り後ノミ加工が

施されている等ほぼ完成品であるが、控え部分が破損したため放置されたものと考えられる。また、
第３地点北東の未製品は、割り面の凹凸や石材に含まれる捕獲岩の位置関係の比較から、第３地点採
掘坑内に残存する原石から分割されたもので、小面調整の際、石材に亀裂が生じたため作業途中で放
棄されたものと推定される。また自然面に刻印があるが（刻印④）、これは第８地点刻印⑤と共通の
もので、B群にも分布しているが（刻印⑥⑦）、A群第１地点とは異なる種類のものである。
以上の残存石材は金沢城Ⅲ b類（慶長期後半頃）の特徴を示しており、俵大池南丁場跡は当該期

の石垣普請に伴う丁場跡であると推定される。また採掘坑の規模形状と産出する原石が奥山域と比較
して概して小振りであることから、採掘坑１地点につき１～数個の原石を掘り出し、１個の原石から
加工される石垣石は１～２個程度と推定される。 （加藤克郎）

図１０ 俵大池南丁場跡概要図
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縮尺約１／１０
矢穴

③第１地点
（石材２上面・自然面）

⑤第８地点
（原石）

⑥ B群
（原石）

⑦ B群
（原石）

①第１地点
（石材１正面・割面）

②第１地点
（石材１上面・自然面）

④第３地点
（石材側面・自然面）

図１１ 俵大池南丁場跡A群 全体図
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図１２ 俵大池南丁場跡A群第１地点

第１地点No．１ 第１地点No．２

第２地点北 第３地点北東第３地点

図１３ A群の主な石材
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②採掘坑内の石材

①第１地点の採掘坑 ③採掘坑内の未製品

④点在する小型採掘坑群 ⑤第２地点 ⑥第４地点

⑦第５地点 ⑧第８地点 ⑨第３地点

⑩第３地点北東の未製品 ⑪第２地点北の石材 ⑫採掘坑群に通じる道跡

（刻印①、②）

（刻印③）

（刻印⑤）

（刻印④）

写真９ 俵大池南丁場跡A群
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６ まとめ
最後に、これまでの調査成果と今後の課題を整理し、中間報告のまとめとしたい。

今回の確認調査は、戸室石切丁場の分布状況の把握を第一の目的としている。遺跡として認知され
て日の浅い戸室石切丁場では、まず分布の全体像を確認することが、今後の研究や保存活用の前提と
なるため、近年新たに見つかったキゴ山等、戸室山域以外での石切丁場の所在を確認すると共に、戸
室山域についても改めて踏査を進め、最終的には戸室石産出域全域の悉皆調査おこなう予定である。
分布調査は目下途上であるが、これまでに東西約３．５km、南北約３kmの広域に渡って、約７００地点

の採掘坑の所在を確認し、面的な広がりの概要を把握した。採掘域の西限は、戸室石産出域の限界と
なる戸室山西方の低丘陵地まで及んでおり、従来の知見を大幅に修正することとなった。また、現地
に残された石材と城内石垣との対比から採掘坑群が営まれた時期を類推し、採掘坑の規模形状の時期
的な変遷や、採掘域の変遷について見通しを立てた。近世初期から後期までの主要採掘域は、一部で
重複しながらも時期を追って重心を移動し、全体として①東進（Ⅰ、Ⅱ）、②拡散（Ⅲ）、③北部集約
（Ⅳ、Ⅴ）と推移したというのが現在の理解である。ただ、現地踏査段階の情報には自ずと限界があ
り、今後の調査の中で検証と修正を進める必要があることは言うまでもない。分布域の東限（戸室山
東部、キゴ山北東部）や南限（キゴ山南部）、あるいは戸室山やキゴ山の山頂域は踏査が不十分で、
未確認の石切丁場が埋もれている可能性も捨てきれないし、所在を確認した地点については、詳細分
布図の作成や採掘坑の計測等、データの収集と整理の作業が残っている。戸室石切丁場の全体像は、
これらの作業を進めた上で改めて整理する必要があろう。
確認調査の第二の目的は、分布調査で確認した地点のうち代表的な石切丁場跡について、測量や部

分的な発掘等の詳細調査を行い、石切丁場に残されている遺構の構成や内容を把握することである。
平成１５年度にはキゴ山西部のキゴ山西丁場跡及びキゴ山西オクノタニ丁場跡、平成１６年度には俵大池
南丁場跡の詳細調査を実施した。
その結果、戸室石切丁場の遺構は、原石採掘に伴う石材採掘土坑（採掘坑）の窪地や掘削排土を均

して形成された平場等が、普遍的な遺構として認められた。採掘坑の形状は立地地点の地形に左右さ
れるが、規模は採掘対象とされた原石の大きさ等も影響して、慶長期の俵大池南丁場跡と寛永期のキ
ゴ山西丁場では較差があった。
採掘坑内の様子は、一つの群の中でも一様ではなかった。キゴ山西丁場跡A群を例に取ると、①

原石周囲の土砂を排出しただけの状態を留め、石割りに着手した形跡が認められない採掘坑（A１
群）、②採掘坑に原石や未製品または完成品を残す採掘坑（A２群第１地点、第３地点、A３群第２地
点等）、③割石小片や小形の転石だけが残る採掘坑（A２群第４地点、A３群第１地点等）があった。
これらは①原石の掘り出し、②石材の加工、③廃絶（次の採掘地点への移動）という石切丁場の作業
サイクルが遺構として姿を留めたものであり、一つの群の中に作業段階の異なる採掘坑が残されると
いう特徴的なあり方を示していた。
石材加工は採掘坑の内部及びそこから連続する平場を作業場としており、成形・調整・刻印を経て

石材完成に至る一連の石加工は、採掘坑周辺で完結していた。少なくとも寛永以前の時期は、採掘坑
が石材加工の最小作業単位であり、１地点の採掘坑内外で作業に従事した数人が、成形から完成まで
の石加工を一貫して行う作業形態であったと考えられる（１３）。
石材加工の手順については、キゴ山西オクノタニ丁場跡でモデルとなる事例を確認した。ここでは、

比較的平らな面を上に向けて石を据え付け、矢穴を彫り矢を打ち込み、亀裂を開いて横に倒し、次の
面の分割に移る作業を繰り返していた。分割手法は石材自体の観察からも読み取ることが可能だが、
現地に残る石材の接合関係を手がかりにすると、対象になった原石の大きさや、１個の原石から切り
出された石材数が推定できる。オクノタニ丁場跡第１地点では３mクラスの原石から６個程度の石
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材の切り出しが予定されており、俵大池南丁場跡では、２mに満たない小形原石に最低限の石割り
を加え、１ないし２個の石材を得る小単位の切り出しを繰り返していた。
刻印に関しても幾つかの知見が得られた。キゴ山西斜面には大別３種の刻印があるが、１つの採掘

坑内の刻印種は基本的に単一で、似通った刻印が複数の採掘坑に認められた。キゴ山西A群では、
谷筋の中流（A３）、谷頭（A２）、山頂付近（A１）の３支群で刻印の共有関係が認められ、俵大池南
丁場跡でも支群を越えた刻印の広がりがあった。その一方、キゴ山西A２群では異なる種類の刻印を
付した製品が数点あり、俵大池南A群では第１地点とそれ以外の採掘坑で刻印の構成が異なってい
たことも見逃せない。刻印を手がかりに採掘坑群に意味のあるまとまりを認める場合は、こうした少
数混在する異種刻印の評価が課題となる。
また、現地で確認した刻印には、加工が進んだ石材の正面に付けられたものと、採掘坑内外の原石

等に付されたものがあった。前者は概して深く安定した線で彫られ、城内の石垣に見られる刻印その
ものであるが、後者は人目に付きやすい場所に、弱く不安定な線で彫られ、簡略ないし小型の刻印で
あることを特徴としていた。オクノタニ丁場跡第１地点では、原石と分割途上の石の双方に刻印が認
められ、原石の刻印は石割り当初に下を向いていた場所に、割石の刻印は矢穴痕を伴う割面に付され
ていた。採掘坑内の石が現状の位置関係になってから刻印を付した事例として注目しておきたい。石
切丁場の形成過程の中で、刻印がどの段階で付けられたのかは、今後とも見落とせない視点となろう。
以上、分布、遺構、遺物（石材と刻印）の三点について、これまでの調査成果と課題を整理した。

石切丁場の全体ボリュームや存続期間の長さを考えると、数カ所の丁場跡の詳細調査で得られる遺構
構成や石切り作業の内容方法に関する知見は、近世を通じて変遷を遂げた戸室石切丁場の一局面を垣
間見たにすぎない。全体像の把握には調査の継続と資料の蓄積が不可欠である。
確認調査にあたっては、文化庁、金沢市、金沢大学、金沢学院大学、地元町会、地権者等々、多く

の諸機関、諸個人の方々からご理解ご協力を頂いており、今後とも関係各位のご支援を賜りながら、
戸室石切丁場の実態解明を進めて行きたい。 （冨田和気夫）

＜注＞

（１）北野博司「加州金沢城の石垣修築について」『東北芸術工科大学紀要』８ ２００２年

（２）戸室石以外では、本丸高石垣普請にあたり犀川中流域の「法島村」から石材を運び込んだとする伝聞を加賀

藩穴生職後藤彦三郎が紹介している（「高石垣等之事」『金沢城郭史料』所収）。また、本丸東面など初期の

自然石積み石垣には、流紋岩・凝灰岩・花崗岩等、戸室石以外の河原石がごく稀に認められる。

（３）北島俊朗『金沢の石切り石切り緊急調査報告書』金沢市教育委員会 １９８７年

（４）北島俊朗「戸室山初年号等留帳」『石川郷土史学会会誌』第９～１６号 １９７６～８３年

（５）北島俊朗『戸室石引き道 調査報告書』金沢市 １９９５年

（６）戸室火山と戸室石に関する地質学的な所見については、以下の文献による。

紺野義夫『石川県地質誌』石川県・北陸地質研究所 １９９３年

石渡明ほか「金沢市の戸室崋山岩屑流堆積物の特徴とその中の木片の１４C年代」『日本地質学会第１０８年学術

大会講演要旨』日本地質学会 ２００１年

酒寄淳史ほか「金沢市の戸室火山における溶岩の分布―田島城跡溶岩ドームの発見―」『金沢大学日本海域

研究所報告』第３５号 ２００４年

（７）滝川重徳「金沢城跡（五十間長屋調査区）」『石川県埋蔵文化財情報』第３号 １９９９年

（８）石切丁場の遺跡名称は、できるかぎり現町名＋伝承地名で表記することとしており、伝承地名については中

村健二氏から調査資料の提供を受けた。なお、氏の調査成果の一部は以下の文献に収録されている。

中村健二「金沢市の郊外における伝承地名」『日本海域研究所報告』第２３号 １９９１年
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中村健二「医王山麓の伝承地名」『医王は語る』福光町 １９９３年

（９）金沢城石垣分類と年代観は、北野博司氏が詳細をまとめているので参照していただきたい。なお、括弧書き

の年代は便宜上の目安として、年代幅の一点を示したものである。

北野博司「金沢城石垣の変遷Ⅰ」『金沢城研究』創刊号 ２００３年

北野博司「金沢城石垣の変遷Ⅱ」『金沢城研究』第２号 ２００４年

（１０）Ⅵ類石垣の石材には、小型の単漢字刻印が伴う場合があり、「一」「二」等の数字刻印を石材正面の縁辺部に

彫ったものが典型的（寛文８年修築の二ノ丸北面石垣等）である［北野２００３］。ここでいうⅥ類の石材とは

小型の「上」刻印を指しており、Ⅵ類刻印のバラエティーの一つと考えられるが、数字刻印は現在のところ

未確認である。

（１１）加賀藩穴生職の後藤彦三郎が嘉永元年にまとめた「戸室山初年号等留帳」では、江戸後期の戸室山北部の丁

場に関する記述の中に、断片的ながら万治・寛文期のできごとが触れられている。注（５）所収

（１２）「戸室山初年号等留帳」には戸室山御丁場を描いた略図が収録されている。注（５）所収

（１３）同種の刻印を共有するキゴ山西 A１群と A２群を同時併存とすれば、原石採掘と石材加工は作業が分担され

ていた可能性がある。
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寛
文
元
年
二
年

日
帳
」

石
野

友
康

石
川
県
立
図
書
館
の
森
田
文
庫
に
「
寛
文
元
年
二
年

日
帳
」
と
い
う
史
料
が
あ

る
。（
請
求
番
号
Ｋ
二
〇
八
―
一
三

墨
付
二
十
四
丁
）。
郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
た
森
田

柿
園
（
平
次
）
の
旧
蔵
で
あ
る
。

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
十
月
か
ら
翌
二
年
七
月
ま
で
の
約
九
ヶ
月
間
の
内
容
で
、

寛
文
初
年
の
加
賀
藩
領
内
の
状
況
、
と
く
に
金
沢
城
に
関
わ
る
興
味
深
い
内
容
を
含

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
全
文
を
翻
刻
し
、
紹
介
し
た
い
。
寛
文
元
年
と
い
え
ば
、
五
代

藩
主
前
田
綱
紀
が
初
入
国
を
は
た
し
、
保
科
正
之
の
後
見
の
も
と
、
藩
主
と
し
て
独

り
立
ち
し
て
い
こ
う
と
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
金
沢
城
で
は
、
な
が
ら
く
藩
主
不

在
で
あ
っ
た
が
、
石
垣
普
請
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
居
城
と
し
て
の
整
備
が
な
さ
れ

て
い
た
。

本
史
料
は
、
従
来
、
柿
園
の
著
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
金
沢
古
蹟
志
』
な
ど
に
も

引
用
さ
れ
た
が
、
断
片
的
で
あ
り
、
全
文
の
翻
刻
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

原
本
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
、
写
本
で
あ
る
と
い
う
制
約
は
あ
る
が
、
史
料
が
少

な
い
当
該
期
に
あ
っ
て
貴
重
な
文
献
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
筆
者
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不
明
で
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
は
金
沢
に
在
住
す
る
藩
の
重
臣
と
み
ら
れ
る
。
森
田
文
庫
の
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に

は
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
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加
越
能
文
庫
「
日
記
・
残
編
五
種
」（
請
求
番
号
一
六
・
四

〇
―
一
八
）
の
な
か
に
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寛
文
元
年
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二
年
日
帳
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
前
田
家
編
編
輯
方
に
よ
る
文
書
収
集
の
な
か
か
ら
写
本
が
作
成
さ
れ
、
森
田

文
庫
や
加
越
能
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
の
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あ
ろ
う
。

な
お
、
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
に
「
日
帳
」
と
題
す
る
前
田
綱
紀
の
自
筆
の
日
記

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
別
史
料
で
あ
る
こ
と
を
付
記
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て
お
き
た
い
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凡
例

翻
刻
に
あ
た
り
、原
文
を
尊
重
し
た
が
、わ
か
り
や
す
い
表
記
に
統
一
す
る
た
め
、

趣
旨
を
そ
こ
な
わ
な
い
範
囲
に
お
い
て
次
の
原
則
で
表
記
を
改
め
た
。

（
一
）
字
体
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
が
、
而
・
茂
・
江
・
者
・
与
な
ど
の
変
体

仮
名
や
�
な
ど
の
合
わ
せ
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
正
字
・
旧
字
の
一
部
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
二
）
表
紙
や
朱
書
部
分
に
つ
い
て
は
「

」
を
付
し
、
右
肩
に
（
表
紙
）、（
朱

書
）
と
注
記
し
た
。

（
三
）
表
敬
の
欠
字
・
平
出
に
つ
い
て
は
、
一
字
あ
け
、
平
出
に
つ
い
て
は
右
傍
ら

に
（
平
出
）
と
注
記
し
た
。

（
四
）
抹
消
部
分
に
は
文
字
の
左
側
に
�
�
�
�
を
付
け
、
原
文
に
修
正
が
あ
る
場

合
に
は
、
右
側
に
示
し
た
。

（
五
）
編
者
の
付
し
た
傍
注
に
は
（

）
を
付
し
、
校
訂
箇
所
は
〔

〕
で
示

し
た
。

（
表
紙
）「寛
文
元
年
二
年
日
帳
」

（
内
題
）「

寛
文
元
年
二
年

日
帳

十
月
十
五
日

」

十
月
十
六
日

一
、
津
田（
正
忠
・
重
臣
）

玄
蕃
先
屋
敷
、
長
屋
つ
く
ろ
い
、
住
居
仕
直
之
事
、
御
作
事
奉
行
申
渡
、

十
九
日

一
、
松
任
御
旅
屋
雪
垣
道
具
、
六
年
已
前
ニ
請
取
候
故
、
損
申
由
木
村（
馬
廻
組
）

甚
左
衛
門
、

即
刻
御
作
事
へ
申
渡
、

一
、（
枳
殼
）

き
こ
く
ノ（
実
）
ミ
う
へ
、（
�
莢
）

さ
い
か
ち
の（
実
）
ミ
う
へ
、
泉
野
辺
ニ
畠
を
い
た
し
、
植
さ
せ

候
様
ニ
十
村
可
申
付
旨
、
御
算
用
場
へ
申
渡
、
同
廿
一
日
ニ
山
本
八
兵
衛
ニ
御

算
用
場
ヘ
参
、（
実
）
ミ
う
へ
ノ
事
、
申
談
候
様
ニ
申
付
候
、

【
資
料
紹
介
】
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一
、
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）
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右
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、

廿
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一
、
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下
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、
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）
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右
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、
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）
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右
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）
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、
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切
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様
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）
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、

廿
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日

一
、
御
切
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御
加
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候
分
、
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後
日
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仕
間
敷
事
、

一
、
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御
作
事
方
入
用
所
切
ニ
一
紙
目
録
調
、
寄
合
所
へ
可
申
上
旨
、
申

渡
候
様
ニ
御
作
事
諸
方
（
算
）
さ
ん
用
場
へ
申
渡
、

寄
合
所
番
人
与
力

廿
四
日
�
如
此
御
番
勤
ル

大
沢
与
右
衛
門

山
下
彦
右
衛
門

牧
野
宗
右
衛
門

沢
根
彦
左
衛
門

不
破
八
右
衛
門

山
下
少
兵
衛

日
置
小
左
衛
門

山
森
七
郎
右
衛
門

中
西
宗
兵
衛

山
本
宗
左
衛
門

廿
七
日

一
、（
越
中
新
川
郡
）

三
日
市
御
旅
屋
セ
ハ
く
、
御
料
理
所
広
成
候
指
図
并
堺
御
旅
屋
中
門
ひ
き
く
候

間
、
か
も
い
あ
け
さ
せ
可
申
旨
、（
前
田
孝
貞
・
重
臣
）

対
馬
殿
�
申
来
、

一
、
し
ゝ
ミ
貝
之
か
ら
五
斗
俵
ニ
シ
テ
百
弐
十
俵
相
調
可
申
旨
、
原
田（
長
幸
・
馬
廻
組
）

又
右
衛
門
へ

申
遣
、（

マ
マ
）

廿
七
日

一
、
佐
藤
一
兵
衛
替
野
垣
権
丞
遣
候
様
ニ
木
戸
ニ
申
渡
、
市
兵
衛
か
へ
り
刻
銅
板
壱

枚
付
越
候
様
ニ
申
付
、

廿
八
日

一
、
江
戸
御
着
、
御
機
嫌
伺
継
飛
脚
被
遣
、

一
、
竹
来
春
廻
シ
候
様
、
黒
坂
・
葛
野
・
三
嶋
方
へ
状
遣
ス
、

十
一
月
三
日

一
、
天
玄
発
微
帙
出
来
ニ
付
、
会
所
�
江
戸
へ
上
候
付
、
〔
永
〕

松
長
永
三
方
へ
添
状
遣
、

一
、
大
経
師
や
七
左
衛
門
御
用
相
済
候
ニ
付
、銀
子
三
拾
枚
・
絹
五
疋
被
下
、罷
帰
、

則
右
之
通
江
戸
へ
申
遣
、

一
、
三
日
市
御
旅
屋
入
用
、
御
材
木
新
川
手
寄
之
山
ニ
て
切
出
候
様
ニ
山
奉
行
へ
被

申
渡
候
様
、
算
用
場
手
紙
遣
、
則
木
数
、
大
工
書
付
も
遣
、

一
、
中
村（
馬
廻
組
）

弥
五
作
十
一
月
六
日
ニ
発
足
、
則
添
状
遣
、

一
、
し
ゞ
ミ
の
貝
か
ら
、最
前
ハ
百
弐
十
俵
調
候
様
ニ
原
田
方
へ
申
遣
候
へ
共
� �
其
迄

、
五
、

入
申
間
敷
ニ
付
、

六
十
俵
程
調
候
様
ニ
重
而
申
遣
、
郡
奉
行
へ
も
申
渡
、
調
候
様
算
用
場
申
遣
、

一
、
江
戸
御
着
之
旨
申
来
候
付
、
御
着
目
出
度
旨
、
継
飛
脚
被
遣
、

一
、
桜
井
（
歩
行
）

新
左
衛
門
・
飯
嶋
久
（
歩
行
）

右
衛
門
材
木
歩
付
奉
行
則
歩
頭
へ
申
渡
、

一
、
残
有
之
肴
、
歩
行
小
頭
・
御
小
人
頭
・
御
算
用
之
者
・
役
懸
歩
行
森
川
五
郎
右

衛
門
・
坊
主
頭
・
御
扶
持
人
大
工
、
右
之
者
共
へ
被
下
、

一
、（
泉
脱
カ
）

玉
様
丸
・
金
屋
々
敷
両
池
ほ
ら
せ
、
奉
行
板
坂
吉
丞
・
疋
田（
城
番
馬
廻
）

半
平
申
渡
ス
、

一
、
日
用
直
段
先
跡
々
ノ
こ
と
く
七
分
五
厘
ニ
割
場
�
日
用
頭
へ
申
渡
、
相
極
ル
、

―７５ ―
（
二
）



六
日

一
、
金
森
長
（
馬
廻
組
）

右
衛
門
弟
病
気
ニ
付
、
万
病
円
被
下
、

一
、
古
公
事
場
や
し
き
廻
り
之
塀
出
来
之
由
案
内
、
入
用
目
録
西
脇
弥
右
衛
門
・
不

破（
異
風
）

四
郎
三
郎
召
出
、
上
ル
、

十
五
日

一
、
浅
野
川
蓮
心
寺
之
後
川
除
（
綴
）
つ
ゝ
く
り
、
普
請
奉
行
・
与
力
深
尾
市
兵
衛
・
行
山

三
郎
左
衛
門
申
渡
、

一
、
新
川
郡
西
野
番
村
善
左
衛
門
、
走
百
姓
女
と
ら
へ
、
道
具
有
所
知
れ
申
ニ
付
、

為
御
褒
美
銀
子
弐
枚
被
下
、

一
、
御
小
性
横
目
半
田
権
助
・
加
須
屋（
玄
保
）

伝
兵
衛
・
渡（
辺
）
部
所
左
衛
門
馬
飼
料
と
し
て
銀

子
十
枚
充
被
下
旨
、
会
所
へ
手
紙
遣
候
、

一
、
御
弓
蔵
奉
行
嶋
田
十
兵
衛
御
赦
免
被
成
候
旨
、
頭
へ
申
渡
、
但
、
弓
稽
古
ニ
付
、

替
可
入
事
、

一
、
御
鉄
砲
奉
行
飯
山
少
兵
衛
煩
ニ
付
、被
成
御
赦
免
之
旨
頭
へ
申
渡
、替
可
入
事
、

一
、
御
台
所
小
者
惣
右
衛
門
銀
子
壱
枚
被
下
、
但
、
鈴
木
次
右
衛
門
尋
申
儀
有
様
ニ

申
付
被
下
、

一
、
戸
室
石
つ
り
日
用
、
明
日
�
壱
人
九
分
充
ニ
雇
候
様
、
割
場
へ
申
渡
候
、

廿
二
日

一
、
高
岡
先
奉
行
裁
許
之
塩
、
当
奉
行
へ
相
渡
事
、
表
数
断
、
可
請
取
由
、
当
奉
行

与
中
一
、
壱
番
皆
済
仕
候
為
褒
美
、
銀
子
三
枚
（
十
村
・
射
水
郡
下
条
組
裁
許
）

下
条
村
瀬
兵
衛
被
下
、

一
、
与
中
壱
番
皆
済
仕
ニ
銀
子
弐
枚
河
原
村
十
左
衛
門
被
下
、
但
、
少
□
銀
ニ
成
付

被
下
、

一
、
（
利
常
娘
富
姫
）

八
条
姫
君
様
へ
被
遣
塩
鴨
、
越
中
へ
申
遣
様
ニ
会
所（
重
保
）

水
原
ニ
宮
崎
申
渡
ス
、

一
、
使
者
宿
三
軒
并
下
宿
三
軒
可
被
極
事
、
町
奉
行
へ
申
渡
候
、

一
、
御
歩
之
者
只
今
�
聞
立
、
来
春
可
被
召
置
事
、

一
、
材
木
運
賃
吟
味
可
相
極
事
、

一
、
他
国
へ
続
参
候
も
の
増
路
銀
極
之
事
、

一
、
尾
添（
朱
書
）「
之
歟
」

こ
ろ
も
銀
子
御
か
し
可
有
事
、
会
所
・
御
算
用
場
へ
御
借
候
様
ニ
申
渡
、

一
、
高
岡
御
詰
塩
改
、
町
夫
つ
か
ひ
候
様
申
遣
事
、

一
、
諸
浦
�
他
国
へ
壱
年
切
水
子
す
へ
ニ
不
居
留
様
縮
仕
、
勝
手
次
第
致
奉
公
候
様

郡
奉
行
�
申
渡
候
様
ニ
算
用
場
へ
申
渡
、

十
二
月
三
日

一
、
万
治
三
年
御
目
付
衆
能
州
御
越
之
刻
、
高
松
御
泊
之
刻
木
竹
縁
取
畳
預
り
人
へ

被
下
候
、

一
、
下
�
御
取
寄
被
成
候
御
材
木
運
賃
極
頭
書
、
寺
西
新
七
ニ
相
渡
ス
、

一
、
河
崎
権
八
・
園
田
左
太
郎
・
大
山
権
三
郎
当
暮
御
仕
着
会
所
并
藤
田（
安
輝
・
中
小
姓
）

八
郎
兵
衛

ニ
申
渡
、
小
袖
壱
、
上
下
壱
具

踏
皮
弐
足

一
、
御
台
所
役
懸
り
不
足
人
召
置
、
足
軽
遣
不
申
様
ニ
可
仕
旨
申
渡
ス
、
御
賄
奉
行

へ
、

一
、
宮
腰
出
村
之
義
、
弥
可
相
尋
旨
、
新
七
申
渡
ス
、

一
、
山
川
市
郎
右
衛
門
銅
吹
セ
候
付
、
情
ヲ
出
申
故
、
銀
子
壱
枚
被
下
候
、

五
日

一
、
諸
給
人
先
次
第
調
様
可
為
此
跡
御
定
銀
子
先
弐
百
貫
目
請
取
払
切
次
第
可
為
案

内
旨
申
渡
、

一
、
拾
壱
人
惣
並
増
免
被
下
所
付
之
義
算
用
場
申
渡
、

八
日

一
、
酒
井（
忠
直
・
小
浜
藩
主
）

修
理
大
夫
殿
家
老
中
�
之
飛
脚
両
人
ニ
金
壱
歩
弐
切
充
被
下
旨
、
会
所
へ

申
渡
、

九
日

一
、
当
年
米
売
兼
候
付
而
、
役
銀
出
銀
当
廿
八
日
時
分
迄
指
延
候
事
、

一
、
下
へ
材
木
調
橋
本（
馬
廻
）

治
部
左
衛
門
当
夏
御
使
長
瀬（
馬
廻
）

孫
丞
御
迎
迄
罷
越
、
足
軽
共
御

貸
銀
当
暮
被
指
延
、

―７４ ―
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）



一
、
（
草
槇
）

く
さ
ま
き
板
数
六
百
、
津
田（
正
真
・
人
持
）

内
蔵
助
被
下
、

十
二
日

一
、
高
岡
瑞
龍
寺
御
作
事
御
材
木
川
流
人
足
多
入
候
由
御
奉
行
断
ニ
付
、
正
月
之
内

百
姓
手
透
ニ
可
有
之
候
条
、
篠
嶋
豊
前
与
力
断
次
第
日
用
申
付
、
相
渡
候
様
ニ

津
田（
馬
廻
）

右
京
・
金
森（
馬
廻
）

長
左
衛
門
へ
申
遣
、

一
、
岡
本
丹
波
ニ
被
下
知
二
百
石
分
当
物
成
代
銀
結
目
録
調
可
申
哉
之
旨
、
（
算
）
さ
ん
用

場
断
ニ
付
、
早
々
調
可
遣
旨
申
遣
候
、

十
九
日

一
、
惣
百
姓
御
普
請
廿
日
迄
勤
、
廿
一
日
�
あ
け
可
申
旨
、
割
場
奉
行
へ
申
渡
、

一
、
銀
子
弐
百
貫
目
前
田（
孝
貞
・
重
臣
）

対
馬
ニ
御
借
被
成
、
加
判
人
、
前
田（
恒
知
・
人
持
）

権
之
助
・
前
田
（
長
城
・

平
大

火
消
役
）

夫
・
不
破（
為
貞
・
奏
者
番
）

彦
三

一
、
同
百
貫
目
奥
村（
栄
清
）

河
内
ニ
御
借
被
成
、
加
判
人
奥
村（
時
成
）

内
匠

一
、
同
三
百
貫
目
奥
村（
庸
礼
）

因
幡
ニ
御
借
被
成
、
加
判
人
横
山（
忠
次
）

左
衛
門

但
、
内
百
貫
目
京
都
ニ
而
渡
ル
、

一
、
御
料
理
人
届
賃
、
上
壱
匁
三
分
、
中
壱
匁
弐
分
、
下
壱
匁
壱
分
相
極
、

廿
二
日

銀
や

一
、
埋
忠
仁
左
衛
門
江
戸
へ
被
遣
、
銀
子
五
枚
被
下
、
廿
六
、
七
日
当
地
発
足
、

一
、
松
下
か
り
遠
所
之
百
姓
共
あ
つ
ま
り
候
へ
ハ
、
め
い
わ
く
仕
旨
ニ
付
、
当
秋
前

与
力
御
奉
行
ニ
て
百
姓
之
透
を
見
斗
、
山
近
所
之
も
の
ニ
お
ろ
さ
せ
、
村
切
ニ

直
段
ヲ
極
、
百
姓
ニ
売
渡
シ
、
高
利
取
不
申
様
ニ
申
渡
、
百
姓
商
買
仕
候
由
、

御
（
算
）
さ
ん
用
場
�
申
渡
旨
、

正
月
四
日

一
、
御
的
矢
江
戸
�
申
来
、
吉
田（
茂
勝
・
射
手
裁
許
）

左
近
・
吉
田（
元
茂
・
先
弓
頭
）

平
兵
衛
申
渡
、

一
、
上
方
�
御
荷
物
御
取
寄
せ
之
才
料
身
代
四
、五
百
石
之
衆
御
馬
廻
与
頭
へ
申
遣
、

六
日

一
、
去
年
松
前
�
調
来
候
鷲
・
鷹
・
嶋
梟
ノ
尾
何
も
江
戸
へ
可
上
旨
被

仰
出
、
継

飛
脚
を
以
、
吉
田（
茂
直
・
射
手
裁
許
）

忠
左
衛
門
方
へ
今
日
六
日
ニ
遣
申
候
、

一
、
御
弓
吉
田
左
近
・
吉
田
平
兵
衛
・
左
近
せ
か
れ
、
平
兵
衛
せ
か
れ
（
マ
マ
）

五
人
弐
張
充

削
上
候
様
ニ
と

御
意
候
間
、
忠
左
衛
門
方
�
申
来
、
則
左
近
・
平
兵
衛
ニ
申

渡
、
御
好
之
目
録
渡
し
申
候
、

一
、
才（
朱
書
）「
畠
」

川
桜
留

�

向
川
除
崩
家
な
と
も
あ
ぶ
な
き
よ
し
、
里
見（
元
茂
・
金
沢
町
奉
行
）

七
左
衛
門
被
罷
出
、

理
尻
御
奉
行
与
力
両
人
申
渡
、
町
奉
行
指
図
次
第
御
普
請
仕
候
へ
と
与
力
頭
へ

申
遣
候
、
割
場
へ
も
右
之
通
申
渡
候
、

一
、
上
方
御
使
浅
賀
権
之
丞
被
遣
事
、

正
月
九
日

一
、
新
川
郡
松
倉
金
山
つ
る
に
付
候
由
ニ
而
、
跡
々
五
百
目
之

�
�
�
�
か
ん
せ
う
ハ
無
之
候

得
共
、
五
百
目
望
相
極
候
処
ニ
つ
る
よ
き
に
付
而
忠
三
郎
・
久
兵
衛
と
申
も
の

弐
貫
七
百
目
ニ
望
書
付
を
出
し
候
付
而
、
則
九
兵
衛
・
忠
三
郎
ニ
被
仰
付
候
跡

之
山
仕
太
右
衛
門
に
く
き
仕
合
候
へ
共
、
先
其
分
ニ
而
、
追
而
可
有
談
合
候
、
其

通
津
田（
正
重
・
算
用
場
奉
行
）

宇
右
衛
門
・
駒
井（
守
重
・
馬
廻
頭
）

主
水
郡
奉
行
ヘ
申
渡
候
、

正
月
九
日

一
、
郡
�
な
に
ゝ
よ
ら
す
新
敷
金
・
米
上
ル
事
出
来
候
ハ
ヽ
、
郡
奉
行
手
前
ニ
而
致

吟
味
ヲ
、
入
ヲ
立
、
取
立
ハ
十
村
可
仕
由
、
郡
奉
行
・
算
用
場
へ
申
渡
候
、

正
月
九
日

一
、
才
川
・
浅
野
川
川
除
御
普
請
奉
行
定
役
ニ
い
た
し
、
切
て
打
廻
り
、
悪
所
候

ハ
ヽ
、
ま
え
か
と
�
修
理
可
仕
旨
手
紙
ヲ
被
遣
候
、
下
奉
行
入
候
ハ
ヽ
寄
合
所

へ
可
断
旨
、
御
普
請
奉
行
へ
御
申
渡
候
、

正
月
九
日

一
、
当
年
登
米
、
岡
廻
御
奉
行
与
力
六
人
入
候
付
而
、
致
用
意
可
被
極
置
由
、
津
田

宇
右
衛
門
・
駒
井
主
水
方
�
与
力
奉
行
へ
可
被
申
渡
旨
、
宇
右
衛
門
・
主
水
へ

申
渡
候
、

―７３ ―
（
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正
月
十
九
日

一
、
兼
松
小
右
衛
門
銀
子
六
貫
目
御
か
し
ニ
付
、
除
知
百
石
い
た
し
、
連
々
を
以
可

上
旨
、
御
（
算
）
さ
ん
用
場
へ
申
渡
、

廿
七
日

一
、
繁
久
寺
客
殿
ノ
箱
棟
廻
り
之
塀
破
損
被
致
候
様
、
杉
江（
馬
廻
）

兵
介
ニ
申
渡
、

廿
八
日

一
、
矢
師
金
右
衛
門
御
給
金
当
年
�
春
壱
枚
・
暮
壱
枚
両
度
ニ
可
被
相
渡
旨
、
宮
川

（
馬
廻
）

五
右
衛
門
・
古
沢（
馬
廻
）

加
兵
衛
方
へ
申
渡
ス
、

一
、
御
給
銀
九
拾
目
壱
人
半
扶
持

御
土
蔵
小
者
市
蔵
此
通
被
下
旨
、
宮
川
五
右
衛

門
・
古
沢
加
兵
衛
方
へ
申
渡
ス
、

二
月
三
日

一
、
日
楽
伊
兵
衛
江
戸
へ
被
為
召
ニ
付
、
上
下
三
人
ニ
而
罷
越
旨
割
符
所
へ
申
渡
、

一
、
中
田
之
御
旅
や
を
こ
ほ
ち
取
、東
岩
瀬
へ
御
建
被
成
、御
奉
行
杉
若（
馬
廻
）

九
左
衛
門
・

高
崎
（
小
姓
）

半
九
郎
へ
申
遣
義
、
日
用
人
足
何
ニ
よ
ら
す
能
様
ニ
肝
煎
可
申
旨
、
高
岡

上
村
・
千
田
河
西
郡
奉
行
へ
書
状
遣
、

二
月
八
日

一
、
御
長
柄
小
者
給
銀
之
儀
ニ
付
、
対
馬
殿
・（
今
枝
近
義
・
重
臣
）

民
部
殿
状
写
下
割
へ
も
遣
、

二
月
十
二
日

一
、
す
ミ
二
千
俵
か
三
千
俵
・
こ
ろ
百
た
な
か
二
百
た
な
被
召
上
、
御
城
へ
上
ケ
置

事
、（
美
知
・
会
所
奉
行
）

窪
田
・
宮
崎
ニ
申
渡
、

一
、
古
塩
箱
ニ
つ
め（
会
所
奉
行
）

申
事
、
五
千
俵
有
之
由

一
、
三
ノ
丸

（
塵
防
）

ち
り
ふ
セ
き
ハ
壱
尺
四
方
ノ
石
ヲ
以
、
可
仕
事
、

一
、
さ
ま
石
斉
藤（
安
次
・
割
場
奉
行
）

長
兵
衛
へ
申
渡
、

一
、
む
か
い
や
し
き
や
く
ら
上
ノ
重
さ
ま
窓
も
出
か
ら
し
ノ
こ
と
く
ニ
さ
ま
一
つ
分

出
し
可
申
候
事
、
内
ニ
も
上
下
共
ニ
口
ヲ
付
、
ひ
ら
き
戸
ぬ
り
か
く
し
を
き
可

申
事
、
土
へ
い
下
や
く
ら
下
戸
室
山
石
ニ
て
ひ
か
へ
ノ
あ
る
石
ニ
て
つ
き
可
申

事
、
沢
田
弥
一
郎
ニ
申
渡
、

二
月
十
六
日

一
、
餌
割
奉
行
原
儀
右
衛
門
や
し
き
替
仕
ニ
付
、
引
科
可
被
下
旨
、
御
普
請
奉
行
へ

申
渡
候
、

一
、
御
鷹
師
林
孫
三
郎
・
山
崎
熊
之
助
手
相
鷹
餌
割
帳
紙
可
相
渡
旨
、
会
所
へ
申
渡
、

廿
五
日

一
、
小
津
金
吹
銀
座
家
之
事
、
当
町
奉
行
�
致
指
図
、
岡
田
十
右
衛
門
へ
い
た
さ
せ

候
様
ニ
申
遣
、

三
月
六
日

一
、
秋
田
ニ
而
相
調
御
材
木
、
最
前
此
方
�
被
仰
付
目
録
之
外
す
ほ
ん
四
千
丁
調
候

間
、
舟
其
心
得
い
た
し
可
越
由
、
寺
西（
直
武
・
馬
廻
）

新
七
方
へ
申
越
候
、
則
舟
弐
艘
遣
候
、

運
賃
惣
な
ミ
ニ
前
銀
を
渡
可
遣
哉
と
新
七
へ
尋
遣
候
、
い
か
に
も
惣
材
木
な
ミ

ニ
遣
可
申
旨
、
新（
後
筆
）「
含
カ
」

七
ニ
申
合
遣
候
、

一
、
あ
ら
木
之
御
弓
五
挺
出
来
候
付
而
今
日
認
、
明
七
日
指
下
候
様
ニ
と
会
所
へ
申

渡
認
申
候
、

一
、
高
岡
御
鳥
屋
破
損
、
修
理
候
様
、
惣
八
・
権
平
断
書
付
ニ
状
添
、
上
村
・
千
田

方
へ
遣
、

十
二
日

一
、
鉄
炮
稽
古
所
土
塀
中
ぬ
り
可
仕
旨
、
御
奉
行
中
嶋
左
助
・
渡
辺
彦
左
衛
門
断
候

故
、
一
段
尤
之
旨
、
并
番
人
請
縮
之
儀
、
（
割
）
わ
り
場
�
申
付
候
様
ニ
申
遣
、

一
、
放
生
津
ニ
白
土
有
之
由
、
御
（
算
）
さ
ん
用
場
�
申
来
、

一
、
河
原
御
関
所
之
柵
木
く
さ
り
候
間
、取
替
度
旨
、原（
城
番
馬
廻
）

与
三
右
衛
門
書
付
出
候
付
、

山
奉
行
方
�
相
渡
候
様
ニ
（
算
）
さ
ん
用
場
�
可
被
申
渡
旨
申
遣
、

十
六
日

一
、
銅
吹
前
銀
御
借
事
、
会
所
へ
申
渡
ス
、

四
月
九
日

一
、
御
鷹
師
七
人
御
餌
指
三
人
、
去
年
江
戸
�
御
供
仕
、
則
御
借
シ
金
有
之
候
付
、

―７２ ―
（
五
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利
足
之
断
申
候
処
ニ
御
定
之
通
、
去
年
分
ハ
利
足
被
成
御
赦
免
、
当
春
�
利
足

出
候
様
ニ
会
所
へ
申
渡
候
、

四
月
十
九
日

一
、
御
指
矢
弓
百
張
斗
御
用
之
由
江
戸
�
申
来
、
御
土
蔵
改
候
へ
ハ
、
三
十
張
計
有

之
、
残
分
上
方
へ
急
速
調
候
様
ニ
申
遣
候
、
御
弓
打
一
人
上
方
へ
可
遣
由
御
射

手
頭
会
所
へ
申
渡
、

五
月
九
日

一
、（
松
平
定
重
・
桑
名
藩
主
）

越
中
殿
奥
様
御
料
人
之
事
、
和
田（
小
姓
）

数
馬
ニ
申
渡
、

一
、
瑞
龍
寺
瓦
不
足
之
絵
図
、
原（
馬
廻
）

五
郎
左
衛
門
へ
渡
遣
ス
、

一
、
今
津
破
損
之
儀
、
山
瀬
加
兵
衛
罷
登
、
則
可
申
渡
、

六
月
三
日

（
朱
書
）

「
付
札

小
松
御
普
請
ニ
巻
轆
轤
入
候
付
て
、
御
作
事
へ
相
尋
候
処
ニ
木
無
之
由
申

故
、
庄
川
原
へ
拵
ニ
遣
候
、
奉
行
・
与
力
一
人
遣
候
、」

一
、
小
松
御
城
堀
之
本
ノ
マ
ヽ

藻
取
候
人
足
并

惣
構
竹
巻
人
足
年
々
町
夫
出
可
申
、
破
損
奉

行
手
形
を
以
可
渡
旨
、
状
被
遣
事
、

六
月
六
日

一
、
御
鉄
炮
奉
行
帳
切
手
紙
請
取
度
旨
断
ニ
付
、
則
御
老
中
へ
窺
可
相
渡
旨
、
会
所

へ
申
渡
、

一
、
所
々
ニ
而
稽
古
仕
損
筒
岡
嶋（
一
信
・
異
風
裁
許
）

五
兵
衛
・
福
嶋（
異
風
頭
）

武
左
衛
門
請
取
、
鉄
炮
奉
行
へ
渡

置
候
様
ニ
右
両
人
へ
申
渡
ス
、
此
段
御
老
中
へ
窺
、

一
、
岡
嶋
五
兵
衛
・
福
嶋
武
左
衛
門
預
り
足
軽
、
鉄
炮
稽
古
帳
惣
並
ニ
割
場
へ
可
渡

置
旨
右
両
人
へ
申
渡
、
此
段
御
老
中
へ
窺
、

一
、
鉄
砲
台
木
引
わ
ら
せ
候
儀
最
前
生
熊
仁
右
衛
門
・
桑
原
新
七
ニ
被

仰
付
候

間
、
唯
今
も
作
事
場
ニ
而
小
割
い
た
さ
せ
、
異
風
頭
可
被
請
取
由
申
渡
、

一
、
筒
乱
之
緒
ノ
儀
、
会
所
へ
申
京
都
�
か
な
を
取
寄
為
打
可
被
申
旨
、
異
風
頭
へ

申
渡
、六

月
九
日

一
、
御
弓
奉
行
帳
切
手
紙
請
取
度
旨
断
ニ
付
、
可
相
渡
旨
会
所
へ
申
渡
、

一
、
瑞
龍
寺
本
高
色
々
其
外
可
入
道
具
共
之
儀
、
杉
江
兵
介
断
ニ
付
、
御
老
中
へ
窺

候
へ
ハ
、
寺
社
奉
行
手
前
ニ
而
相
調
さ
せ
可
申
旨
被

仰
付
、
其
段
寺
社
奉
行

并
杉
江
兵
介
ニ
も
申
渡
、

一
、
御
露
地
ニ
而
室
外
仕
候
小
人
里
子
ニ
可
申
付
由
ニ
而
江
戸
�
被
指
越
ニ
付
、
算
用

場
へ
渡
し
里
子
可
仕
旨
、
割
場
奉
行
へ
申
渡
、

一
、（
岡
カ
）

冨
田
甚
九
郎
事
、
藤
田
八
郎
兵
衛
ニ
相
尋
候
処
、
一
門
之
者
共
ニ
預
置
由
申
候
、

一
、
松
前
へ
罷
越
御
鷹
師
共
、
銀
子
借
用
仕
度
旨
申
ニ
付
、
会
所
銀
か
し
可
申
旨
、

御
老
中
被
仰
渡
、
則
宮
崎（
馬
廻
）

弥
左
衛
門
ニ
申
渡
、

一
、
御
自
分
御
普
請
ニ
遣
申
苧
無
之
付
而
御
作
事
奉
行
断
候
間
、
買
上
ニ
可
仕
由
申

渡
、
苧
時
ニ
五
千
貫
目
も
壱
万
貫
目
も
一
度
ニ
被
召
上
可
然
由
、
御
老
中
被

仰
付
、
其
段
宮
崎
弥
左
衛
門
ニ
申
渡
、

七
月
六
日

一
、
江
戸
の
替
銀
之
儀
与
頭
無
キ
者
ハ
、
其
身
書
付
内
膳
・
七
郎
兵
衛
添
書
可
仕
旨

御
年
寄
衆
御
申
之
事
、

七
月
廿
二
日

才
村
弥
右
衛
門

奥
田
四
郎
左
衛
門

沢
崎
四
郎
兵
衛

福
岡
半
右
衛
門

右
両
人
充
与
合
田
上
村
・
野
田
山
御
蔵
立
申
奉
行
被

仰
候
間
、
御
作
事
へ
罷

出
、
加
藤（
重
治
・
馬
廻
）

惣
兵
衛
受
指
図
候
様
ニ
、
可
被
申
渡
旨
、
式
部
・
織
部
へ
状
遣
候
事
、

―７１ ―
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